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はじめに

I 本書「履修の手引」について

「履修の手引」は，皆さんが卒業までに必要な単位の修得方法及び各種資格等（教育

職員免許状，学芸員等）の単位の修得方法が記載されている重要な冊子です。

卒業まで常に手元に置き，特に，各学年・学期毎に行う授業科目の登録（履修登録）

の際には，この手引で必要な情報を確認してください。

II 修学に関しての一般的事項について

1. 学生の皆さんへの大学からの連絡方法について

皆さんへの大学からの連絡は「掲示」が基本です。一般的な連絡，学務関係の連絡，

学生支援関係の連絡，学部からの連絡，教員からの連絡，各種案内等は，学務情報シス

テム「CampusSquare」の掲示版，学生センターの全学掲示板，総合理工学部 1号館の

学部掲示板，島根大学ホームページ（スマートフォン向けサイトもあります。）等で示さ

れます。

また，学生センターや学生支援センターの窓口で知らされることもあります。 (P163 

キャンパスマップ参照）

各種書類の手続方法・提出期限，教室配当，休講通知，試験通知，奨学金関係のお知

らせ，各種案内等を見落とすことなく必要な対応をしてください。特に，学部掲示板や

電子掲示板，学務情報システムの掲示板はいつも見る習慣を付けてください。

なお，緊急の場合は，スマートフォン等に直接連絡することがあります。

また，学生個人に向けた重要な連絡はメールで行われることがあるので，大学公式の

メールアカウントに届いたメールを欠かさず確認するようにしてください。

2. 学年暦（行事計画）について

大学における 1年間の行事計画を「学年暦」といいます。学年は 4月 1日に始まり，

翌年の 3月 31日に終わります。学年は，「前期」 (4月 1日～ 9月 30日）と「後期」

(1 0月 1日～ 3月 31日）の二つの学期に分けられます。

また，島根大学では前期の授業期間終了後 4週間をフレックスタームとして設定し，

インターンシップや海外留学など，自主的な学習を促進する期間としています。

授業 H程，試験日程及び休業日等の開始日や終了日は，毎年年度当初に大学ホームペ

ージに掲載する「島根大学学年歴（松汀キャンパス用）」で確認してください。

3. 授業について

本学の授業は，学年暦でも説明したように，基本的には 1年間を前期と後期の 2区分

にして実施されるセメスター制で行っています。一部， 1年間を通して行う通年の授業

もあります。

前期授業・

後期授業・

4月 1H~9月 30日の半年間で完結する授業

1 0月 1日～ 3月 31 13の半年間で完結する授業
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通年授業・・• 4月 1日～ 3月 31Hの 1年間で完結する授業

授業科目が前期，後期又は通年のいずれの区分に該当する授業であるかについては，

大学ホームページに掲載する「授業科日一覧．授業時間表」に記載されています。

4. 授業の方法と単位について

授業は，「講義」，「演習」，「実験」，「実習」及び「実技」に分かれています。

各授業科目には単位数が定められていますが，この単位計算は， 1単位の授業科目を

授業時間以外の学習時間を含め， 4 5時間の学習を必要とする内容をもって構成するこ

とを標準としています。授業の方法に応じて，次の基準により単位数を計算します。

講義・・・講義形式の授業。 1 5時間の授業をもって 1単位とします。

演習・・・演習形式（課題を自らが調査研究し，その結果を発表する等）の授業。

1 5~3 0時間の授業をもって 1単位とします。

授業によっては，講義との併用で行われるものがあります。

実験，実習及び実技．．． 30~4 5時間の授業をもって 1単位とします。

5. 授業計画書（シラバス）について

授業は上記の 5種類に大別されますが，それぞれの授業科目はシラバスにより説明さ

れています。

シラバスはWeb上に掲載されていますので，パソコンで検索して確認することにな

ります。

シラバスには，授業科目（題目）名，授業の目的，達成目標（達成度），授業の内容，

授業の進め方，テキスト及び成績評価の方法等が記載されていますので，毎学期の履修

登録の際に活用してください。

6. 単位の修得について

総合理工学部を卒業するためには， 4年以上在籍し， 1 2 4単位以上を修得しなけれ

ばなりません。その内訳は学科毎に異なり，詳細は P13以降に記載されています。

全学甚礎教育科目 •....3 2単位

【うち島大 STEAM科目群 4単位，ユニバーサル科目群 12単位】

専門教育科目．．．．．．． 78~8 8単位

［うち基盤科目・・ 12~2 2単位（学科により異なる。） ］ 

自由選択 ．．．．． 4 ~ 1 4単位（学科により異なる。）
上記の区分の中から，それぞれ学科毎に定められた単位を合計 12 4単位以上修得し

なければなりません。

7. 履修手続について

(1)履修登録

授業科目を履修し，単位を修得するためには，各学期の指定された期間に履修科目

を登録しなければなりません。これを怠ると，たとえ授業に出席して試験を受けても
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単位を修得することはできません。

履修登録は，原則パソコンを用いてWeb入力により行います。履修する科目を十

分検討してから， 自宅からのインターネット経由又は総合情報処理センター等の学内

パソコンを用いて登録してください。

履修科目の決め方は概ね次の通りですが，この手引や授業科目一覧をよく読み，不

明な点は所属する学科の指導教員と十分相談してください。また，学生センターでも

履修の相談を行っていますので，気軽に立ち寄ってください。

前期・後期それぞれ履修科日として登録できる単位数は，学科毎に定められている

ので注意が必要です。ただし，集中講義，教職科目等の科目は除きます。詳しくは，

各学期に配布する「総合理工学部における履修科目の登録の上限について」を参照し

てください。

①前期・後期分を通して履修計画を立てます。

②履修関係の掲示に注意し，特に，授業科目一覧の曜日・時限等の変更をメモして

おきます。

③必修の英語，健康・スポーツまたは文化・芸術，情報科学等を指定された曜日・

時限へ登録します。（教育職員免許状取得希望者は健康・スポーツを履修するこ

と。）

④初修外国語を選択し，指定の曜日・時限へ登録します。

⑤専門教育科目（基盤科目）の履修表のうち， 1年次に指定された科目で，必修の

科日を優先してその曜日・時限へ登録します。次に複数の科目から選択履修でき

る科目を選び，その曜日・時限へ登録します。

⑥全学基礎教育科目から選択し，その曜日・時限へ登録します。

また， 1年前期の履修登録時には，住所，電話番号，メールアドレス，保護者等情

報などを届け出る必要があります。緊急時の連絡等に必要ですので，忘れずにWeb

入力により届け出てください。なお，その後届け出た内容に変更が生じた場合にも，

Web入力により各自で修正してください。

(2) 「特別履修許可カード」の提出

授業科目の中には履修資格等が限定されている科目があり，原則その指定通りに履

修することになりますが，授業の中には，「特別履修許可カード」に授業担当教員の承

認を得たうえで，学生センターヘ提出することにより履修できるものもあります。

ただし，履修資格の年次指定については「特別履修許可カード」が適用されません

ので，指定年次までは履修できないことになります。

なお，年次指定については，その年次以上という意味ですので，指定年次以上の人

はそのまま履修することができます。

(3)履修登録の変更

履修登録期間が終了した後は，原則変更は認めませんが，やむを得ず履修科目の変

更をする必要が生じた場合は，学生センターヘ申し出てください。
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8. 定期試験について

定期試験は，通常各学期末に実施します。（試験期間は，毎年配布する学年暦に記載さ

れている外，別途掲示等でも通知します。）

なお，授業担当教員によっては，学期の中途でも試験が実施される場合があります。

(1)定期試験の方法

①通常の授業時間割による試験

通常の授業時間割で 1週間実施します。

②レポートの提出

授業によっては，試験に代えてレポートを課すこともあります。この場合， レ

ポートは授業担当教員の指示に従って提出してください。

(2)受験の際の注意事項

学生関係規則集に「定期試験受験のための注意事項」が記載されていますので，よ

く読んでおいてください。

なお，次の事項には特に注意してください。

①履修登録した者以外は原則受験できませんので，履修登録の確認は期間内に確実

に行っておいてください。

②受験の際は学生証を必ず携帯し，試険監督者が顔写真を確認できるように，原則

として机上通路側に置かなければなりません。

なお，学生証を紛失又は忘れた場合は，事前に当日限り有効の仮学生証の発行を

受けることもできます。

③受験の際は試験監督者の指示に従わなければなりません。

④カンニング，受験者の代替等不布行為は絶対にしてはいけません。なお，不下．行

為があった場合は島根大学学生懲戒規則により懲戒し，さらに，その学期のすべ

ての単位が無効となります。

(3)追試験

病気やケガ，天災等の非常災害，近親者の死亡，卒業年次の就職試験等の理由によ

り定期試験を受けることができなかった場合は，本人の願い出により追試験を行う場

合がありますので，学生センターに相談してください。

なお，詳細は，学生関係規則集に「追試験に関する取扱要項」が記載されています

ので，よく読んでおいてください。

9. 成績の通知及び登録について

(1)成績の評価は，試験等の成績に平常成績及び出席状況等を考慮し， 1 0 0点満点法

により，「秀」 (10 0~9 0点），「優」 (89~8 0点），「良」 (79~7 0点），「可」

(6 9~6 0点）及び「不可」 (59点以下）となります。

「秀」，「優」， I良」及び「可」が合格で，「不可」は不合格です。
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また，「未修」は，履修登録を行ったが授業に出席せず試験の受験資格がない場合，

若しくは授業に出席したが試験を受けなかった場合です。

その他，「認定」（外国語能力試験の単位認定，インターンシップの単位認定， 3年

次編入学者に対する単位認定等）及び「無効」（試験時の不正行為等により，懲戒処分

となった場合）があります。

なお，詳細は，「成績の評価に関する取扱要項」に定まっています。

(2)成績は学務情報システムにより，次学期の履修手続期間前に通知します。 I成績の通

知日」は，毎年配布する学年暦に記載されているほか，掲示によってお知らせします。

(3)各自の責任において成績を管理し，卒業に必要な単位を確実に修得するようにして

ください。

皿 カリキュラム編成の概要と特徴について

本学では，学生の学びに直結するカリキュラムごとに教育の質保証・向上を図り，

学生のみなさん主体の教育活動を一層促進することを目的に，学士課程教育を構築・

実施しています。学土課程教育とは，大学卒業者に授与される学士号にふさわしい能

カ・資質を定め，体系的に構築されたカリキュラムを通じてそれを獲得していく課程

のことを意味しています。

本学の学士課程教育は，全学某礎教育と専門教育によって構成されています。

全学基礎教育とは，専門分野の枠を超えて島根大学の学生に共通に求められる基濶

的な力や幅広い知識を育成するための教育のことです。全学基礎教育は島大STEAM科日

群，ユニバーサル科目群，地域創生科目群及と教養育成科目群によって構成されてい

ます。また，これら科目群に属する授業の履修を通じて，全ての学生が身に付けて欲

しい能カ・資質の目標を定めています。

もう一方の専門教育とは，学土課程ごとの教育目標に応じて構築された教育のこと

です。全学基礎教育で培った能カ・資質を発展させるとともに，高い専門性を身に付

けることを目指しています。

全学基礎教育と専門教育を通じて，島根大学の使命をまとめた大学憲章が掲げる「

豊かな人間性と高度な専門性を身につけた， 自ら主体的に学ぶ人材の養成」を目指し

ています。

1. 全学基礎教育科目

全ての学士課程教育の基礎となる能力を育成することを目的とし，必修または選択

必修の科目として開講され， 「島大 STEAM科目群」，「ユニバーサル科目群」「地域創

生科目群」または「教養育成科目群」に区分されます。

(1)島大 STEAM科目群

現代社会の課題を思考し，将来に向けた創造的な解決策を導き出す方法の習得を日

指す科目群です。具体的には，数理・データサイエンスの知識・技能や，情報を読み

解く批判的思考力，創造的解を導くデザインカ，新たな価値の創造に挑戦するアント

レプレナーシップの涵養を目標とした科目を開設しています。必修科目として，「数

理・データサイエンスヘの誘い」と I情報科学」があります。
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(2)ユニバーサル科目群

国際社会で主体的に活動するための喬度な外国語速用能力や，地球規模の問題を捉

えるための視野，多様性を尊重し国際社会や異文化を理解して他者と対話できる能力

を1函養することを日標とした科目を開設しています。必修科目として「英語 (I, II 

等）」「初修外国語（ドイツ語，フランス語，中国語，韓国・朝鮮語）」「 SDGs入門」

があります。

(3)地域創生科目群

山陰地方の自然環境・人間社会への理解を深め，その課題発見・間題解決能力を向

上させること，問題解決にあたって他者と協働するためのコミュニケーションカを涵

養することを日標とした科目を開設しています。

(4)教養育成科目群

自然・人間社会と多様な学問分野との関わりに対する理解を獲得すること， 自己の

身体・精神を生涯にわたって向上させる意志を育むこと，市民社会の主権者として基

礎的素養を身につけることを目標とした授業科目を開設しています。

2. 専門教育科目

基礎的な科目から専門性・応用性の高い科 Hまで， 4年間一貰教育のなかで， 1年次

から 4年次まで体系立てられた科目を開設しています。必要最小限の専門教育科日だけ

が必修科目として指定されています。

基盤科目は，専門教育への導入教育又は接続教育として位置づける教育科目です。中

等教育及び基礎科目，あるいは全学基礎教育科目と専門教育科目の接点となり，高学年

において職能教育へ集約される専門教育を視野においた教育科目です。専攻生は専門教

育に向けた基礎学問教育として受講することが必要であるとともに，他専攻の学生にお

いては専攻外の学問の領域にふれることで教養教育を深化させることが可能になります。

特別研究（実験）や卒業研究（卒業論文）は高度な専門性を身につける上で欠かすこ

とのできない科目であるため，必修科目として位置づけられています。さらに，学際的

分野にも対応できるよう，可能な限り他学科の学生にも広く開放された科目を設け， 自

らの目標に合わせて自山に選択することができるようなカリキュラムとなっています。

また，国際化の視点から，外国語，特に英語の学力向上と各分野での国際的研究内容を

理解することを目的に，専門教育科目に外国語による専門書や論文の購読を行う「セミ

ナー」等を開設しています。
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4. 履修モデル

授業科日の一般的な履修状況を図 （モデル） にすると， 次のようになります。

科 目 区 分 等 2 年 次 3 年 次 4 年 次

全学基礎教育科目
島大 S T EA  M 科目群
ユニバーサル科目群
地域創生科目群
教養育成科目群

専門教

（基盤科目）

育 科 目

専門教育科目
（専門必修科目・専門選択科目・
専門自由科目）

|I I I I ! ! I I I 9]I lI !1 ! ! ]I i:]I lI !1 ! ! ]I i:::i : : 1],『(TT¥Y~ • ••• 

自 由 選 択

nI 「理工特別コース」について

1. 「理工特別コース」の概要

総合理工学部では，平成 23年度に各学科を横断する学部共通の教育コースとして，

「理工特別コース」を新設しました。このコースは，将来の科学技術の発展をリードす

る有能な研究者・技術者，及びそのような人材を育成する有能な教育者を育てることを

目的としています。この取組は，文部科学省からの平成 22~25年度委託事業として進め

てきましたが，平成 26年度からは総合理工学部の「理工大好き学生応援プロジェクト」

として推進します。

本コースでは，理工系分野に強い興味・意欲，能力を持ち，大学院に進学し，研究者・

技術者・教育者を目指す学生 (1学年 20名程度）を対象として教育を行います。

履修生の選考は各学科への入学生から， 3年生前期開始時までに行います。

このコースの教育の特徴は次のとおりです。

①専任教員及び研究指導教員による個別指導のもと，

能です。

②1年後期～3年前期のプロジェクトセミナー，及び 3年次の早期研究室配属により，

「研究に重点を置いた学習」を進めることができます。

③本コースが独自に開講している英語科目の履修により，

力を修得することができます。

コース

学科の枠を越えた科目履修が可

国際的視野と学術論文読解能
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学習・研究のための環境も，理工特別コース履修生に対して特別に整備されています。

種々の研究用ソフトウェアが組み込まれたパソコンと 300冊を超える専門書・雑誌を備

えた学習研究室が使用できます。

2. 「理工特別コース」における専門教育科目

本コースが開講する専門教育科目は以下のとおりです。

（必修科目）

「プロジェクトセミナーI」(1年後期～3年前期， 2単位）

「特別研究 I, II」(3年前期， 3年後期，各 2単位）

「卒業研究（卒業論文＊）」（4年通年， 8(10*) 単位）

「理工専門英語セミナーI, II」(2年前期～3年後期，各 2単位）

（選択科目）

「プロジェクトセミナー II,ill」 (2年前期～2年後期，各 2単位）

1年後期から 3年前期にわたって開講される「プロジェクトセミナーI,II, III*」では，「問穎

発見型課題研究」を行うと共にプレゼンテーション能力を蘭め， 3年次の早期研究室配属に向けた

準備を行います。理工特別コースヘ所属して最初に受講する「プロジェクトセミナー I」では，研

究活動を行うにあたって必要な研究倫理，過去の研究論文の調べ方や論文の章構成の把握，プレゼ

ンテーション技術の基礎などを修得します。 2年次の「プロジェクトセミナーII,III」では課題

研究を行います。先端的な研究内容に関連する基礎的な研究課題を，担当教員から指導を受けなが

ら，学生が自ら設定し，少人数グループで調査・研究を進めます。研究を通して，基礎的な概念の

理解が重要であることを学び，併せて，先端研究への関心や意欲を育みます。

また，国際的に通用する英語力の修得のため，全学共通の外国語 8単位の他に，理工特別コー

スが開講する「理工専門英語セミナーI, II」を 2年次または3年次に履修します。

3年次には早期研究室配属が実施され，学生は所属研究室で「特別研究 I, II」を履修します。

研究の進捗状況によっては，国内外を問わず，学会等への参加•発表を実施する事が可能です。平

成 24年度から令和5年度までの 12年間で，理工特別コースに所属する学部生による学外研究発

表件数は計 59件（内，国内 45件，国外 14件）です。

4年次には，「特別研究 I, II」での研究を発展させる形で「卒業研究（卒業論文＊）」を履修し

ます。「理T特別コース」を卒業する学生には，卒業時に「理T賄特別コース」の修了証が授与され

ます。

＊ 「プロジェクトセミナーI, II, III」の同時受講はできません。

＊ 地球科学科で理工特別コースに所属する学生は，「卒業論文」 (10単位）を必修と

します。

V ベースストーン (BS)科目およびキャップストーン (CS)科目について

島根大学は，地域に根ざした大学として，地域創生の中核となって貢献する人材を育

成するため， 「地域志向教育の充実に向けた基本方針」に基づき山陰地域に根ざした多
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様な地域志向教育を展開しています。なかでもベースストーン (BS) 科目及びキャップ

ストーン (CS) 科目は，地域基盤型教育の枠組みおよび地域課題解決型教育の枠組みに

属する科目であり，どちらも，地域志向教育にとって重要な科日群です。

平成29年度より地域志向科目を入学生全員が受講するよう， BS, CS科目の履修を推奨

することになりました。科日の趣旨及び一覧は大学ホームページの修学インフォメーシ

ョンに掲載しています（変更の場合は，その旨を通知します）。いずれかの科目を少な

くとも一科目以上，卒業までに受諧してください。なお，一覧科日に変更の可能性もあ

りますので，科目の履修登録の際は，必ず，ホームページで確認してください。

また，地域人材育成コースの学生（地域志向入試入学生）は， 「総合理工学部にお

ける地域人材育成コースに関する取扱要項」に従い，所属する教育コースに定めるBS科

目及びCS科日を履修する必要があります。

BS科目 CS科目は、島根大学ホームページ＞教育［学部・大学院］ ＞修学インフォメ

ーション＞各種教育プログラムから確認してください。

VI 地域志向型初年次教育科目の履修について

島根大学では，正課の授業科目や正課外の教育・学習からなる地域志向教育を全学部で

実施しています。地域志向教育・学習のスタートは，地域志向型初年次教育科目の受講か

ら始まります。各学科やコース等ごとに準備された初年次教育科目を履修し，地域社会と

の関わりを通じて社会の現状・課題を理解する力を養います。学年の進行にともない，専

門教育や全学共通教育でのより発展的な学習を深めていく出発点となり，基礎となる授業

科目です。各学科・コース等ごとに地域志向型初年次教育科目の指定がありますので、確

認の上，授業科日を履修して下さい。

VII 地域人材育成コースについて（地域志向型入試（総合型選抜 I （へるん入試）へるん

特定型地域志向入試）を経て入学した学生が対象）

1. 「地域人材育成コース」の概要

島根大学では，全ての学部に地域人材育成コースを設置しています。このコースでは，

自らの専門性を活かしながら多様な人材と協働して課題解決に取り組むことができ，卒

業後に山陰地域で活躍する人材の育成を狙いとした学部横断的な教育プログラムを実施

しています。各学部の「地域志向型入試」を経て入学した学生は，コース生として，他

学部を含む学生同士で協働して地域課題の解決に向けた活動を行うことが求められます。

総合理工学部では，総合型選抜 I （へるん入試）へるん特定型地域志向入試を経て入

学した学生が対象となります。コース生として地域社会の課題を理解し，専門性の異な

る他学部の学生と協働して課題解決に取り組むことで，教員としての視野を広げ，将来，

山陰地域の社会が抱える諸課題の解決に貢献できる実践力を合わせ持つ教育人材に成長

することを狙いとしています。
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2. 履修資格及び履修方法

•履修資格

地域志向型入試（総合型選抜 I （へるん入試）へるん特定型地域志向入試）を経て入学

した学生

•履修方法

所属する学科又はコースで開請している授業に加えて、 「総合理工学部における地域人

材育成コースに関する取扱要項」別紙に定める授業科目を履修すること

3. 地域人材育成コースの教育プログラム内容

・ベースストーン (BS) 科日

地域の基礎的な現状と課題について学修する科目 (1~2年生向け）

・キャップストーン (CS) 科目

身に付けた知識と経験を地域課題の解決に資する能力の修得につなげる科目 (2~3 

年生向け）

・地域貢献インターンシップ

就業体験を通して地域の課題解決に挑戦し、地域の未来を自ら提案、実践していくた

めの力を養う授業科目 (2~3年生向け）

4. 「キャリアデザインプログラム」の履修

CDPは，クロス教育テーマ別プログラムとして開設する「 CDPベーシック」と特別

教育として開設する「CDPマスター」で構成するプログラムです。コース生は，初年

次のコース生ガイダンス等で詳細を確認し，履修することを推焚します。

【参考 URL】

・CDPベーシック 後日，島根大学 HPにて公開予定

・CDPマスター https://career. shimane-u.ac. _ip/gakusei/cdp. html 

5. 地域人材育成コース「コース生プロジェクト」

地域人材育成コースでは，コース生のみが履修できる授業科目だけではなく，地域の企

業や自治体等と連携したプロジェクト活動を行っています。詳細は地域人材育成コース

のWEBページを参照し，コース担当教員に希望する活動への参加を申し出てください。

【参考 URL】https://www.reg-collab.shimane-u.ac.jp/CRE/index.html 

6. 修了要件（下記の①、②をいずれも満たすこと）

①所属する学科又はコースの卒業要件を満たすこと

②「総合理工学部における地域人材育成コースに関する取扱要項」別紙に定める単位を
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修得すること

※修了要件を満たした学生には卒業時に修了認定証書が授与されます

7. コース担当教員

地域人材育成コースには地域未来協創本部の専任教員に加えて，各学部の兼任教員が携

わっています。コース生プロジェクトや履修に関することなど、不明な点があればこれ

らのコース担当教員に相談してください。

VllI 島大クロス教育について

島根大学では、全員が同じカリキュラムで同じ授業科目を学ぶのではなく、自分の興

味関心、自分の目標や取り組みたいことに応じて、柔軟に学ぶ内容を変化できるように

教育課程を変化させました。また、身につけたい資質・能力に応じて、精選された複数

の授業科目を組み合わせた教育プログラムを多数設計しました。所属する学部や学科の

高度な専門性の獲得を目指すカリキュラムで学びながら、同時に他のテーマや分野にも

挑戦できるようになっています。

総合理工学部では，専門分野での学修に加えて，卒業までに「島大クロス教育」から

1プログラム以上学修することを推奨しています。

「島大クロス教育」は以下の（ 1) から (5) の5つのプログラム・カテゴリーから

構成されています。カテゴリーごとにテーマや学問分野の異なる複数の教育プログラム

を開設し、プログラムごとに修了に必要な単位数が定められています。

(1)テーマ別プログラム (10単位）

特定の学問分野にかかわらず，現代社会の諸課題に関速したテーマを深く学ぶ教育

プログラムを開設しています。各教育プログラムでは，テーマに関する知識や視野の

獲得，実践性の向上を図り，自身の専門性を活かす方法を身につけることができます。

(2) 他学部学問韮礎プログラム (10単位）

自身が所属する学部とは異なる他学部の学問分野の基礎的な知識の習得や、各学問

分野と社会とのかかわり、当該分野固有のものの見方・考え方等を学修します。所属

する教育課程での学びと対比しながら、両者の視点を獲得することができます。

(3) 同学部異領域専門プログラム (10単位）

自身が所属する学科以外の専門性の高い授業科目からなる教育プログラムを履修す

ることができます。自分が主として学ぶ分野に加えて、複数の専門の方法や視点を活

かした研究を遂行できるようになります。

(4) アドバンストプログラム (20単位）

自らの将来を展望し，大学での学修を自律的に設計しながら，テーマや方法を組み

合わせて学びを発展させ，自己の成長の幅を拡げることを目的とします。 (1)~(3)
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のうち 2つのプログラムを履修するか，または，いずれか 1つのプログラムに加えて

10単位の学びを主体的に設計して履修します。

(5) トランスボーダープログラム (30単位）

(4) に加えて，地域課題探究力，コーディネーションカ，グローバル展開力など

トランスボーダーな探究力を身に付けるプロジェクト型の教育プログラム (10 単位）

を履修します。学生の自主企画プロジェクトをベースとして，学びを深化させるプロ

グラムとなるよう，プロジェクトの企画から試行，実践までをプロセスとして学修し

ていきます。

【参考 URL】

https://www.shimane-u.ac. jp/education/school_info/edu_programs/crosseducation/ 

璽
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単位の修得方法

（バイリンガル教育コースを除く）





単位の修得方法（バイリンガル教育コースを除く）

単位の修得については総合理工学部規則及び履修細則に規定されていて，これらの規則

に従って科目を履修し，単位を修得しなければなりません。

以下に具体的な修得方法を示します。

I 学科別履修単位（総合理工学部規則別表関係）

卒業するために必要な学科・コース別，科目区分別の必要単位数は， P16の表のとお

りです。区分毎に必要な単位を修得し，合計 12 4単位を修得しなければなりません。

備考欄にも注意して単位を修得してください。

II 全学基礎教育科目の履修方法（総合理工学部履修細則別表 1関係）

全学某礎教育科目の履修方法は，全学科（理工特別コース含む）共通です。 P18の表

により履修してください。

1. 数理・データサイエンスの修得方法

「数理・データサイエンスヘの誘い」 2単位を修得しなければなりません。

2. 情報科学の修得方法

「情報科学」 2単位を修得しなければなりません。「情報科学」には英数字が付してあ

り，学科により異なる英数字を付して，履修すべき科目を定めています。それぞれの

学科で定められた科目を履修してください。

3. 外国語の修得方法

英語 6単位は必修で，「英語 IA・ IB・IIA・IIB・III （総合セミナー）」の単位

を全て修得しなければなりません。

英語以外の 4科目（「初修外国語」といいます。「ドイツ語」，「フランス語」，「中国

語」，「韓国・朝鮮語」）については，いずれか 1科目を選択し， Iを2単位， II （総合

セミナー）を 2単位の合計 4単位を修得しなければなりません。

4. 教養育成科目群（「健康スポーツ」「芸術文化 I」）の修得方法

「健康スポーツ」または「芸術文化 I」の 2単位を修斜します。ただし，教育職員免

許状取得希望者は「健康スポーツ」を履修してください。

5. 全学基礎教育科目（人文社会科学分野・自然科学分野・学際分野）の修得方法

全学基礎教育科目には人文社会科学分野・自然科学分野・学際分野の 3つの分野区

分があります。人文社会科学分野，自然科学分野のそれぞれの区分から 4単位の合計

8単位を修得しなければなりません。

具体的には，それぞれの区分の中には複数の授業科日が開講されていますので，そ

こから授業科目を選択し，それぞれの区分が 4単位になるよう修得しなければなりま

せん。

残りの 6単位については特に指定はありませんので，人文社会科学分野，自然科学

分野，学際分野から自由に履修してください。
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v 専門教育科目（基盤科目・専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）の履修方法
（総合理工学部履修細則別表 4,5関係）

専門教育科日の履修方法は，各学科によって異なります。

専門教育科 Hには，基盤科目，専門必修科目，専門選択科目，及び専門自由科目の 4

種類があり，それぞれ修得する単位数が指定されています。

1. 基盤科目の修得方法

別表 4中の各授業科目の必修単位数欄に単位数が記載されている場合は，その単位

を修得しなければなりません。（）付きの単位が記載されている場合は，（）を付し

た単位の中から定められた単位を修得しなければなりません。

2. 専門必修科目の修得方法

別表 5中の専門必修欄に単位数が記載されている授業科目のことで，必ず修得しな

ければならない科目です。表中には，単位が（）で書かれている授業科目があります。

これは，単位が（）で書かれている科目の中から選択し，学科で定められた単位数を

修得する科目です。

また，学科によっては専門必修欄の中に＊を付した科目がありますが，これは履修

することが望ましい科目で学科の推奨科目です。従って，修得しなければ卒業できな

いという科目ではありませんが，専門選択科目又は専門自由科目として履修すること

が望ましい科目になります。

3. 専門選択科目の修得方法

別表 5中の専門選択欄にまとめて単位が書かれています。この単位の修得方法は，

専門必修科目又は専門自由科目の中で卒業に必要な単位として修得した以外の授業科

目を専門選択欄（斜線部分を除く）から修得しなければなりません。

4. 専門自由科目の修得方法

専門選択科目と同様に別表 5の専門自由欄にまとめて単位数が書かれています。―

の単位の修得方法は，専門必修科目又は専門選択科目の中で卒業に必要な単位として

修得した以外の授業科目を専門自由欄（斜線部分を除く）から修得しなければなりま

せん。

なお，専門教育科目の専門自山科目の単位には，総合理工学部で開講される他学科

の専門教育科目（基盤科目を除く）も含めることができます。

VI 自由選択の履修方法

自由選択の単位は，各学科によって修得する単位数が異なり，上記の全学基礎教育科

目 (32単位），専門教育科目 (80~88単位，学科により異なる）に加えてさらに必要と

なる単位です。

なお，他学部が全学に開放する科目（全学開放科目）及び放送大学等で修得した単位

を自由選択の単位として含めることができます。
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VII 履修科目の登録の上限について

総合理工学部では，学科毎に 1学期間（前期・後期）に履修することができる単位の

上限が定められています。履修登録の上限を設定することは，履修に無理な負担をかけ

ることなく，十分な学修効果を上げることを目的としています。詳糾は， P111に記載

されている「総合理工学部における履修科目の登録の上限に関する要項」を，理工特別

コースの学生は， P128に記栽されている「総合理工学部理工特別コースにおける履修

科目の登録の上限に関する要項」を参照してください。

なお，詳細については，各学期の履修登録手続きの際に配布する資料（「総合理工学部

における履修科目の登録の上限について」）を参照してください。

履修科目の登録の上限は卒業するまで適用されますので，計画的な履修が必要になり

ます。

VIII その他

別表 5の専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）の履修表には，

各学科それぞれ備考が記載されています。この備考には， 3年次終了時までに修得して

おかなければならない科目及び単位数等が記載されています。これは， 4年次で修得す

る「卒業研究」又は「卒業論文」を履修する資格を得るための要件ですので，よく読み

理解しておいてください。理工特別コースの学生は，理工特別コースの備考に記載され

ていますので，同様に理解しておいてください。
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（総合理工学部規則第19条関係別表）

学科別履修単位

全学基礎教育 専門教育

島大STEAM科目群
科目 島大STEAM

科目群
ユニバーサル科目群 教養育成

ユニバーサル科目群
科目群 地域創生科目群

教養育成科目群

ヘ数 基 専 専 専
の理 健
誘・

初
s 
文康

人 計
盤 門 F月 円

情 D 

学科
ク 報 英 修 化ス

文 自
巫子

科 必 選 自

サ 外
G 社 然

目 修 択

科

由

イ 壱 国
s しポ ム 科

工 巫子
ロロ

入 =1 
コ云

際
ン 語

科 産

術、ソ 子

ヌ 門 邑子

／ 

物理工学科
2 2 6 4 2 2 

人文社会科学4,
自然科学4 32 16 42 20 4 

（基礎物理学コース）
（電子デバイス工学コース）

6 

物質化学科
212161412  

2 人文社会科学4,
自然科学4 32 14 37 27 4 

（基碕化学コース） 6 

212161412  
物質化学科

2 人文社会科学4,
自然科学4 32 14 51 13 4 

（機能材料化学コース） 6 

地球科学科
212161412  

（地球物質資源科学コ ス）

2 | 人文社会科学4,
自然科学4 32 12 56 14 

（地球環境科学コース） 6 
（自然災害科学コース）

数理科学科 212161412  
（数理基幹コース）

2 | 人文社会科学4,

（数理展開コース）

自然科学4 32 14 34 28 6 
6 

212161412  知能情報デザイン学科
2 人文社会科学4,

（情報システムデザインコース）
自然科学4

（データサイエンスコース）
6 

32 12 48 16 4 

212161412  

機械・電気電子工学科

2 人文社会科学4,
自然科学4 32 16 54 8 4 

6 

212161412  建築デザイン学科
2 | 人文礼会科学4,

（建築構造・住環境コース）
自然科学4

（建築計画デザインコース）
6 

32 19 51 18 

゜
212161412  

理工特別コース

2 人文社会科学4,

（学部共通）

自然科学4 32 12 
18 42 
(20) (40) 10 

6 

2 1 2 日本語 101 2 1 
バイリンガル教育コ ス

2 
日本事情A 4, 
日本事情B 4 32 22 56 

（学部共通） 6 

注 1 自由選択欄の単位は，全学基礎教育科目及び総合雖工学部の学生が履修することができる専門教育科目の中から選択して

履修した科目の単位とする。

自

由

計 選

択

＊ 
82 

10 

821 * 
10 

＊ 
82 

10 

82 ＊ 

10 

82 ＊ 

10 

＊ 
80 

12 

＊ 
82 

10 

88 ＊ 

4 

＊ 
82 

10 

78 

14 

注2 理工特別コース（学部共通）専門教育科目欄の（ ）を付した単位の取り扱いについては，総合理工学部履修細則別表5理丁特別

コース（学部共通）に定める。
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124 

124 

124 

124 

124 

124 

124 

124 

124 

124 



備考

1.初修外国語は， ドイツ語，フランス語，中国語及び韓国・朝鮮語の中から 1科目を選択して履修しなければならない。

バイリンガル教育コース（学部共通）は， 日本語を履修しなければならない。

2.全学基礎教育科目は， 「健康スポーツ」又は「芸術文化 I」以外に，人文社会科学分野から 4単位， 自然科学分野から 4単位履修し，

残りの 6単位については島大STEAM科目群，ユニバーサル科目群，地域創生科目群，教養育成科目群の中から自由に履修する

ことができる。

バイリンガル教育コース（学部共通）の 16単位は， 日本事情Aを4単位， 日本事情Bを4単位履修し，残りの 8単位については

島大STEAM科目群，ユニバーサル科目群，地域創生科目群，教養育成科目群の中から自由に履修する。

3.専門教育科目のうち，学芸員の資格取得のための授業科目のうち指定する科目及び教職に関する科目の単位は，卒業の要件となる

単位に算入しない。

4. ＊を付した単位には放送大学で開講される科目の単位を含めることができる。

5.法文学部，教育学部，人間科学部及び生物資源科学部が全学に開放する専門教育科目を修得した単位は自由選択の単位とする。

6. 島根県立大学との間における単位互換に関する協定により，島根県立大学で修得した単位は，自由選択の単位に含めることができ

る。ただし，大学教育センター長又は学部長があらかじめ承認した場合に限り，専門教育科目（選択又は自由に限る。）の単位に

含めることができる。

7.松江工業高等専門学咬との間における単位互換に関する協定により，松江工業高等専門学校で修得した単位は，自由選択の単位に

含めることができる。
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総合理工学部履修紅則

別表1

科目区分

島大STEAM科目群

英 語

ユ
二

ノゞ

l ドイツ語

サ
初

］レ 修
科 フランス語

目 外
群

国
中国語

語
韓国・朝鮮語

教養育成科目群

人文社会科学分野
島大STEAM科目群
ユニバーサル科目群

自然科学分野地域創生科目群
教養育成科目群

学際分野

＾ ロ
備考

全学基礎教育科目履修表

選択 履修方法及び
授業科目 単位数 必修 選択

必修 履修上の注意

数理・データサイエンス 2 2 

情報科学 2 2 

英語 IA 1 

英語 IB 1 

英語IIA 1 6 

英語IIB 1 

英語III（総合セミナー） 2 

ドイツ栢吾 l 2 選択必修科目は， ドイツ語，フ

(4) ランス語，中国語及び韓国・朝鮮

ドイツ語II（総合セミナー） 2 語の中から 1科目 4単位を修得す
ること。

フランス語 I 2 
(4) 

フランス諾II（総合セミナー） 2 

中国語 I 2 
(4) 

中国語11 （総合セミナー） 2 

韓国・朝鮮語 I 2 
(4) 

韓国・朝鮮語11（総合セミナー） 2 

SDG s入門 2 2 

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上
履修すること。なお，教育職員免

(2) 許状取得希望者は「健康スポー

芸術文化 I 2 ツ」を履修すること。

人文社会科学分野から 4単位、
自然科学分野から 4単位

※残りの 6単位については、島大 1 4 
STEAM科目群、ユニバーサル科目群、
地域創生科目群、教養育成科目群の
中から自由に履修すること。

計 1 2 6 1 4 

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度毎に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表4

専門教育科目（基盤科目）履修表

物理工学科

コース別必修単位数

授業科目 単位数
基淀物理学コース 電子デバイス工学コース

基礎数学入門 2 2 2 

物理数学基礎 l 2 2 2 

物理数学演習A 1 
1 1 

物理数学演習B 1 

某礎物理学A 2 2 2 

基礎物理学B 2 2 2 

力学演習A 1 
1 1 

力学演習B 1 

フレッシュマンセミナー 2 (2) (2) 

基礎物理学C 2 (2) (2) 

化学基礎 2 (2) (2) 

物理化学基礎 2 (2) (2) 

技術と社会 2 2 2 

合 計 1 6 1 6 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度毎に公表する「授業科目一覧」を参照すること。

-19-

摘 要

1. ()を付した単位の中から 4単位
を修得しなければならない。

2. 「フレッシュマンセミナー」の履
修を推奨する。



総合理工学部履修細則

別表4

物質化学科

授業科 目

基礎物質化学

某礎無機化学

基礎有機化学

基礎物理化学

基礎分析化学

基礎微分積分学 I

基礎物理学 I

基礎物理学1I

工業数学

＾ 口

備考

計

専門教育科目（基盤科目）履修表

コース別必修単位数

単位数
基礎化学コース 機能材料化学コース

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 

2 2 
4 

2 

2 2 

1 4 1 4 

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度毎に公表する「授業科目一覧」を参照すること。

-20-

摘 要



総合理工学部履修細則

別表4

地球科学科

授業科目

地球科学基礎演習

地球物質資源科学概論

地球環境科学概論

自然災害科学概論

地球科学フィールドセミナー

地球科学フィールド基礎演習

地球応用数学

地球基礎物理学

地球基礎化学

地球情報解析学

基礎微分積分学 IC

基礎線形代数学 IA

基礎線形代数学 IB 

基礎物理学II

韮礎物理学1lI

化学基礎

合 計

備考

専門教育科目（基盤科目）履修表

コース別必修単位数

単位数 地球物質資源 地球環境科学 自然災害科学
科学コース コース コース

2 2 2 2 

1 1 1 1 

1 1 1 1 

1 1 1 1 

2 2 2 2 

1 1 1 1 

1 

1 

1 

2 

2 
4 4 4 

2 

2 

2 

2 

2 

1 2 1 2 1 2 

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度毎に公表する「授業科目一覧」を参照すること。

-21-

摘 要

基礎線形代数学IA・ IBは，ど
ちらか1科目のみ履修することが
できる。

必修単位にかかわらず、
・地球応用数学
・地球基礎物理学
・地球基碗化学
・地球情報解析学
の全てを履修することが望まし

し‘



総合理工学部履修細則

別表4

専門教育科目（基盤科目）履修表

数理科学科

コース別必修単位数

授業科 目 単位数
数理基幹コース 数理展開コース

行列と行列式 l 2 2 2 

行列と行列式II 2 2 2 

微分積分学 I 2 2 2 

微分積分学1I 2 2 2 

数理科学入門セミナー 2 2 2 

フレッシュゼミナール 2 (2) (2) 

基礎物理学1I 2 (2) (2) 

基礎物理学田 2 (2) (2) 

化学基礎 2 (2) (2) 

アルゴリズム基礎 2 (2) (2) 

合 計 1 4 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度毎に公表する「授業科目一覧」を参照すること。

-22-

摘 要

（）を付した単位の中から 4
単位を修得しなければならない。



総合理工学部履修細則

別表4

専門教育科目（基盤科目）履修表

知能情報デザイン学科

コース別必修単位数

授業科目 単位数 情報システム データサイエンス
デザインコース コース

Cプログラミング 4 4 4 

オブジェクト指向プログラミング 2 2 2 

アプリケーションプログラミング演習 2 2 2 

基礎数学 l 2 (2) (2) 

基礎数学1I 2 (2) (2) 

基礎微分積分学 IA 2 

基礎微分積分学 IB 2 (2) (2) 

基礎微分積分学 IC 2 

基礎線形代数学 IA 2 

基礎線形代数学 IB 2 (2) (2) 

基礎線形代数学 IC 2 

合 計 1 2 1 2 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度毎に公表する「授業科目一覧」を参照すること。

-23-

摘 要

（）を付した単位の中から 4
単位を修得しなければならない。



総合理工学部履修細則

別表4

機械・電気電子工学科

授業科 目

専門教育科目（基盤科目）履修表

単位数 必修単位数 摘 要

機械工学概論 2 (2) 
（）を付した単位の中から，

電気電子工学概論 2 (2) 1 4単位を修得しなければならな
し‘
゜コンピ゜ューターセミナー 2 (2) 

機械・電気電子工学某礎セミナー 2 (2) 

基礎実験 2 2 

基碗微分積分学 IB 2 (2) 

基備微分積分学1I 2 (2) 

基礎線形代数学 IA 2 
(2) 

基礎線形代数学 IB 2 

基礎線形代数学1I 2 (2) 

基礎物理学w 2 (2) 

化学基碗 2 (2) 

ムロ 計 1 6 

備考

授業科目の凋講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度毎に公表する「授業科目一覧」を参照すること。

機械・電気電子工学基礎セミナー (2単位）は，履修登録の上限単位数24単位の対象とはしない。

-24-



総合理上学部履修細則

別表4

建築デザイン学科

授業科目

建築デザイン概論

製図基礎演習

建築デザインセミナー

現代建築論

建築構造力学 I

基礎微分積分学 IA

基礎微分積分学 IB 

基礎微分積分学 IC

基礎線形代数学 IA

基礎線形代数学 IB 

基礎線形代数学 IC

基礎物理学1I

某礎物理学1lI

化学某礎

建築構造基礎

住環境基礎

技術と社会

合

備考

計

専門教育科目（基盤科目）履修表

コース別必修単位数

単位数
建築構造・住環境 建築計画デザイン
コース コース

2 2 2 

2 2 2 

1 1 1 

2 2 2 

2 2 2 

2 

2 (2) (2) 

2 

2 

2 (2) (2) 

2 

2 (2) (2) 

2 (2) (2) 

2 (2) (2) 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

1 9 1 9 

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度毎に公表する「授業科目一覧」を参照すること。

-25-

摘 要

（）を付した単位の中から 4
単位を修得しなければならない。



総合理丁学部履修細則

別表4

理工特別コース（学部共通）

授業科目

総合理工学部で開講する
専門教育科目（基盤科目）

ムロ

備考

単位数 必修単位数

計 1 2 

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度毎に公表する「授業科目一覧」を参照するごと。

-26-

摘 要



総合理工学部履修細則

別表 5

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

物理工学科

専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

基 苧早 基 苧粍 基 争早

区 碗 エ子 礎 エ子 礎： エ子
授業科目 単位数 物 呂子プー 物 巫子プーi 物 学デ

分 コ理 コバ コ理 コバ コ理 コバ
l学 lィ l学 lィ l学 lィ
ス スス ス スス ス スス

量子力学セミナー 2 

物理数学基礎II 2 20 20 4 4 

解析力学 2 

物理数学 I 2 

物理数学II 2 

基 量子力学III 2 

礎 相対性理論 2 

物 原子核・素粒子物理学 2 
理 物理学特論A 2 
A 子
物理学特論B 2 

物理学特論c 1 

物理学特論D 1 

物理学特論E 1 

物理学特論F 1 

物理学特論G 1 

半導体デバイスII 2 

デバイス材料工学基礎 2 

光エレクトロニクス 2 

半導体塁子論 2 

電子デバイス特論A 2 

電子デバイス特論B 2 

苧粍
電子デバイス特論c 1 

子
電子デバイス特論D 1 

デ 電子デバイス特論E 1 

ノゞ 電子デバイス特論F 1 

イ 電子デバイス特論G 1 
ス 機能材料学甚礎 2 
T-
材料物理化学 2 

巫子

材料科学特論A 2 

材料科学特論B 2 

材料科学特論C 1 

材料科学特論D 1 

材料科学特論E 1 

材料科学特論F 1 

材料科学特論G 1 

線形代数基礎 2 2 2 

力学 2 2 2 

熱力学 2 2 2 
A 子
材料科学序論 2 2 2 
科
電子工学概論 2 2 2 
共
通 電磁気学 I 2 2 2 

電磁気学II 2 2 2 

電磁気学演習A 1 
1 1 

電磁気学演習B 1 

-27-



専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

基 苧己 基 争屯 基 争屯

区 礎 丁：子 礎 エ子 礎 エ子▲
授業科目 単位数 物 ；子フ—べ→• 物 A 子プ-、 物 た子ユプーベ・

分 コ理 コバ コ理 コバ コ理 コバ
l学 lィ l学 lィ l学 lィ
ス スス ス スス ス スス

鼠子力学 I 2 2 2 

量子力学II 2 2 2 

統計力学 2 2 2 

情報科学演習 1 1 1 

物理学実験 I 4 4 4 

物理学実験II 4 4 4 

固体物理学 I 2 (2) (2) 

固体物理学1I 2 (2) (2) 

機能材料学 2 (2) (2) 

半導体デバイス I 2 (2) (2) 

卒業研究 8 8 8 

外書輪読 2 2 2 
巫子
物理学概論 2 
科
基礎化学実験 2 
共
通 生物学 2 

細胞生物学 2 

韮礎分子生物学 2 

生物学実験 2 

理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI基礎 2 

材料科学から社会を見る 2 

地学通論 2 

I I 地学実験 2 

他
総合理工学部で開講する専門教育科目（自然科

｝ 子
学系学部共通科目，基盤科目を除く）
科

合 計 42 42 20 20 4 4 

備考

1 履修方法を以下に示す。

a 「物理学実験I」を前期2単位・後期2単位，及び「物理学実験II」を前期2単位・後期2単位の合計
8単位を修得しなければならないe
b 専門必修欄の（）を付した単位の中から 2単位を修得しなければならない。
e 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければ
ならない。

-28-



① 英語、初修外国語、健康・スポーツ／文化・芸術、情報科学、
数理データサイエンス 1 6単位

② 専門教育科目（基盤科目） 基礎数学入門 2単位
物理数学基礎 I 2単位
物理数学演習A, B 1単位
某礎物理学A 2単位
基礎物理学B 2単位
力学演習A, B 1単位

計 1 0単位

③ 専門教育科目（専門必修） 「情報科学演習」 1単位， 「物理学実験 I」4単位及び「電磁気学演習A・
B」 1単位を含む必修科目 28単位以上。 ただし，専門必修欄の（ ）を付した単位は 2単位まで
しか含められない。

e 専門教育科目（基盤科目） 「フレッシュマンセミナー」 2単位は，履修登録の上限単位数26単位の対象
とはしない。

2 編入学者の「卒業研究」の履修資格は別に定める。

3 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表する「授業
科目一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表 5

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

物質化学科

専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

基 機 基 機 基 機
区 礎 ム月ヒヒ 礎 ム月ヒヒ 礎 や日ヒ

授業科 目 単位数 化 材 化 材 化 材
分 コ学 コ料 コ学 コ料 コ学 コ料

l l化 l l化 l l化
ス ス学 ス ス学 ス ス学

物理化学1 2 2 2 

物理化学2 2 2 2 27 13 4 4 

物理化学演習 1 

錯体化学 2 2 2 

無機化学1 2 2 2 

基 無機化学2 2 2 2 
礎 有機化学1 2 2 2 
化 有機化学2 2 2 2 
巫子

有機化学3 2 2 2 系
科 有機化学演習 1 
目 分析化学 2 2 2 

環境化学 2 

物質化学実験1 2 2 2 

物質化学実験2 2 2 2 

物質化学実験3 2 2 2 

物質化学実験4 2 2 2 

化学工学 2 2 

反応工学1 2 2 

反応工学2 2 ＊ 

生物無機化学 2 

無機工業化学 2 

無機材料工学 2 ＊ 

応
無機機能材料 2 2 

用 高分子化学 2 2 

化 有機工業化学 2 ＊ 
A 子 有機機能材料 2 2 
系 機器分析化学 l 2 ＊ 
科
機器分析化学2 2 
目
木質材料工学 2 

繊維材料工学 2 

渫境材料工学 2 

バイオマス変換工学 2 

技術者倫理 1 1 

知的財産権法 2 2 

化学技術デザイン 1 1 

卒業研究 8 8 8 

化学英語 1 1 1 

基礎化学数学演習 2 2 2 
邑子
物質化学特論 1 1 
科
物質化学特論2 1 
共
通 物質化学特論3 1 

物質化学特論4 1 

物質化学特論5 2 

物質化学特論6 2 
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専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

某 機 基 機
区 碗 能 礎 ム月ヒヒ

授業科 目 単位数 化 材 化 材
分 コ学 コ料 コ学 コ料

l l化 l l化
ス ス学 ス ス学

理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

A 子 AI基礎 2 

科 物理学概論 2 

共 基備物理学実験 2 
通 地学通論 2 

地学実験 2 

生物学実験 2 

工業概論 2 

就業体験 1 

職業指導概説 I 2 

他
総合理工学部で開講する専門教育科目（自然科学

邑子
系学部共通科目基盤科目を除く）

科

＾ に

計 37 51 27 13 

＊は，課程修了認定の条件とはしないが，履修することが望ましい授業科目である。

備考

1 物質化学科で2年次以降に開講される専門教育科目の履修は，下記の者に対して認められる。
ただし，基盤科目については下記の者以外の履修も認められる。

(1)物質化学科で開講される専門教育科目の某盤科目を年次開始時までに8単位以上修得した者
(2)その他学科の承認を得た者

某

礎
化

コ学
l 
ス

4 

2 履修コースの選択は， 3年次開始時に行う。原則としてこれ以降においては履修コースの変更を行うことはでき
ない。

機
や目ヒ

材
コ料
l化
ス学

4 

ただし，基礎化学コース，機能材料化学コースの履修を希望する者で， 3年次開始時に 1 (1) に定める履修条件を
満たしておらず， 2年次以降の専門科目（某盤科目を除く）を履修していない場合は，それ以降の年次開始時にのみ，
履修条件を満たした場合にいずれかのコースの選択が認められる。

3 コース別履修方法
(1) 基碕化学コース

a 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 110単位以上修得しなければならない。

① 全学基礎教育科目 3 2単位
② 専門教育科目 70単位
但し，基盤科目 14単位， 「物質化学実験1」,「物質化学実験2」,「物質化学実験3」,
「物質化学実験4」及びこれら以外の専門必修科目 16単位以上を含むこと。

b 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位を認めることがある。

(2) 機能材料化学コース

a 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 110単位以上修得しなければなら
ない。

① 全学某礎教育科目 3 2単位
② 専門教育科目 70単位
但し，基盤科目 14単位， 「物質化学実験1」,「物質化学実験2」,「物質化学実験3」及び
「物質化学実験4」を含むこと。

b 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位を認めることがある。

4 基礎化学コース，機能材料化学コースの履修者は， 「基磋化学実験」の履修を認めない。従って何れのコースの
卒業要件単位にも含めることはできない3

5 編入学者の「卒業研究」の履修資格は別に定める。

6 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表する「授業
科目一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表5

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

地球科学科

専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

地 地 自 地 地 自 地 地 自

区
科球 球 然 科球 球 然 科球 球 然

授業科 目 単位数 学物 環 災 学物 環 災 学物 環 災
分 コ質 コ境 コ害 コ質 コ境 コ牢に コ質 コ境 コ宝に

l資 l科 l科 l資 l科 l科 l資 l科 l科
ス源 ス学 ス学 ス源 ス学 ス学 ス源 ス学 ス学

鉱物科学 2 2 2 2 

火成岩岩石学 2 2 2 2 14 

変成地質学 2 2 2 2 

金属・非金属資源学 2 2 2 2 

地 火山学 2 

球 地球化学 2 
物 変成岩岩石学 2 
質
地球エネルギー資源学 2 2 2 2 

資
源 岩石学実習（薄片・主要鉱物） 2 2 2 2 

科 岩石学実習（光学・組織） 1 
巫子 地球資源学演習 1 

地球物質資源科学特論 I 2 

地球物質資源科学特論II 2 

地球物質資源科学特論III 1 

地球物質資源科学特論w 1 

地球史学 2 2 2 2 

地層学 2 2 2 2 

古生物学 2 2 2 2 

地 堆積学 1 1 1 1 
球 古生物学実習 1 
環
地層学演習 1 1 1 1 

境
科 環境地質学実験 1 

巫子 地球環境科学特論 I 2 

地球環境科学特論II 2 

地球環境科学特論rn 1 

地球環境科学特論w 1 

自然災害学 2 2 2 2 

岩盤力学 l 1 1 1 1 

岩盤力学1I 1 

水文地質学 I 1 1 1 1 

水文地質学1I 1 

自
土質力学 l 1 1 1 1 

然 土質力学1I 1 

災 防災学 2 
害 構造地質学 2 2 2 2 
科 グローバルテクトニクス 2 
巫子
地質災害工学実験 1 

自然災害科学演習 1 

自然災害科学特論 I 2 

自然災害科学特論II 2 

自然災害科学特論III 1 

自然災害科学特論w 1 
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専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専円自由（コース別）

地 地 自 地 地 自 地 地 自

区
科球 球 然 科球 球 然 科球 球 然

授業科 目 単位数 学物 環 災 学物 環 災 学物 環 災
分

コ質 コ境 コ害 コ質 コ境 コ牢ロ コ質 コ境 コ害
l資 l科 l科 l資 l科 l科 l資 l科 l科
ス源 ス学 ス学 ス源 ス学 ス学 ス源 ス学 ス学

地質図学演習 2 2 2 2 

地球の物理・演習 1 

地質学と社会 1 1 1 1 

英語による論文作成 I 2 2 2 2 

英語による諭文作成II 2 

地球科学野外実習 I 2 2 2 2 

地球科学野外実習II 4 4 4 4 

地球科学野外実習III 2 

海外ジオエクスカーション 2 

地球科学特別講義 l 2 

地球科学特別講装II 2 

地球科学特別講義rn 1 

地球科学特別講義w 1 

地球科学特別実習 I 2 

地球科学外国語文献講読 I 2 2 2 2 

地球科学外国語文献講読II 2 2 2 2 
A 子
地球科学セミナー l 2 2 2 2 

科
地球科学セミナー11 2 2 2 2 

共
通 卒業論文 1 0 1 0 1 0 1 0 

物理学概論 2 

某礎物理学実験 2 

基礎化学実験 2 

生物学 2 

糾胞生物学 2 

基碗分子生物学 2 

生物学実験 2 

地学通論 2 

地学実験 2 

就業体験 1 

理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI基礎 2 

他
総合理工学部で開講する専門教育

巫子

科
科目（基盤科目を除く）

＾ ロ

計 56 56 56 14 

備考

1 「卒業論文」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位10 0単位以上を修得しなければならない。
ただし特段の理庄を有し，かつ4年次の履修で卒業要件単位を満たす可能性があれば，卒業研究着手を許可する場合も
ある。
(1)全学基礎教育科H 24単位
(2)専門教育科目（基盤科目） 1 0単位
(3)専門教育科目 必修38単位
（「地球科学セミナー I」2単位及び「地球科学野外実習II」4単位を含む。）

2 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。

3 「卒業論文」を再履修した者に限り、前期で単位を認めることがある。
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総合理工学部履修細則

別表 5

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

数理科学科

専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

単
数 数 数 数 数 数

区 理 理 理 理 理 理

分
授業科 目 位 基 展 基 展 基 展

数 幹 開 幹 開 幹 開
こコ こ コ コ コ コ
I I I I I I 
ス ス ス ス ス ス

数学要論 I 2 2 2 

数学要論II 2 2 2 28 28 6 6 

線形代数学 l 2 2 2 

線形代数学II 2 2 2 

基礎解析学 I 2 2 2 

基礎解析学II 2 2 2 

数理構造演習セミナー I 2 (2) (2) 

数 数理構造演習セミナー1I 2 (2) (2) 

理 数理解析演習セミナー I 2 (2) (2) 
基
数理解析演習セミナー1I 2 (2) (2) 
幹
解析学 I 2 (2) (2) 

数 解析学1I 2 (2) (2) 
理 位相数学 I 2 (2) (2) 
展
位相数学1I 2 (2) (2) 
開
共 代数学 I 2 (2) (2) 

通 代数学1I 2 (2) (2) 

幾何学 I 2 (2) (2) 

幾何学1I 2 (2) (2) 

複素解析学 l 2 ＊ ＊ 

複素解析学II 2 ＊ ＊ 

数学輪講 2 ＊ ＊ 

数学国際セミナー 2 ＊ ＊ 

数学海外演習 2 ＊ ＊ 

基幹数理概論 2 (2) (2) 

解析学m 2 ＊ 

位相数学III 2 ＊ 
数 代数学III 2 ＊ 
理
幾何学m 2 ＊ 
基
幹 実解析学 2 ＊ 

数理某幹特論 I 2 ＊ 

数理基幹特論II 2 ＊ 

数理甚幹特論m 2 ＊ 

展開数理概論 2 (2) (2) 

現象数理 I 2 (2) 

現象数理II 2 ＊ 

現象数理III 2 ＊ 

数理統計学 l 2 ＊ 
数 数理統計学II 2 ＊ 
理
保険数理 2 ＊ 
展
開 離散数学 2 ＊ ＊ 

オペレーションズ・リサーチ I 2 ＊ 

オペレーションズ・リサーチII 2 ＊ 

数理展開特論 I 2 ＊ 

数理展開特論II 2 ＊ 

数理展開特論III 2 ＊ 
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専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

単
数 数 数 数 数 数

区 理 理 理 理 理 理

分
授業科 目 位 基 展 基 展 基 展

数 幹 開 幹 開 幹 開
コ コ コ コ コ コ
I I I I I I 
ス ス ス ス ス ス

卒業研究 8 8 8 

理工学PBL実習A 2 

学
理工学PBL実習B 2 

科 海外就業体験 2 

共 総合理工学とSDGs 2 
通
データサイエンス基礎 2 

AI某礎 2 

就業体験 1 

／ ／ 他 総合理工学部で開講する専門教育科目
学 （自然科学系学部共通科目基盤科目

科 を除く）

合 計 34 34 28 28 6 6 

備考

1 数理基幹コース，数理展開コースにあっては，専門必修（コース別）欄の（ ）を付した単位の中から 14 
単位を修得しなければならない。

2 専門必修（コース別）欄の＊印は，課程修了認定の条件とはしないが，履修することが望ましい授業科目
である。

3 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。
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合計24単位
のうち 22単位以上

5 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表5

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

知能情報デザイン学科

専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

情 デ 情 デ 情 デ

単
デ報 I デ報 I デ報 l 

区 ザシ 夕 ザシ 夕 ザシ 夕

ノ刀‘ 授業科 目 位 イス サ イス サ イス サ

数 ンテ イ ンテ イ ンテ イ
コム こコニ コム こココニ コム コエ
I lン I lン I Iン
ス スス ス スス ス スス

情 コンピュータ・ハードウェア基碗 2 2 
デ報 計算機アーキテクチャ 2 2 16 16 4 4 
ザシ
ソフトウェア工学 2 2 

イス
ンテ オペレーティングシステム 2 2 

ム ヒューマン・コンピュータ・インタラクション 2 2 

デ 情報線形代数 2 2 
サ lデータサイエンス I 2 2 
イタ
エ データサイエンス II 2 2 

ン データサイエンスm 2 2 

ス データサイエンスW 2 2 

コンピュータサイエンス基碗 2 2 2 

情報処理猿習 2 2 2 

情報数学基礎 2 2 2 

ITシステム開発論 2 2 2 

アルゴリズムとデータ構造 2 2 2 

コンピュータネットワーク 2 2 2 

データベース 2 2 2 

システム創成プロジェクトA 4 4 4 

システム創成プロジェクト B 6 6 6 

Rubyプログラミング 2 

記号論理学 2 

マルチメディア工学 2 

人間と工学 2 
学 基礎データ構造演習 2 
科
コンピュータセキュリティ 2 

共
通 情報と職業 2 

情報と社会・倫理 2 

基礎情報技術英語 4 

基本情報処理技術特論 4 

コンピュータサイエンス研究室体験 2 2 2 

コンピュータサイエンス講究 2 2 2 

コンピュータサイエンス研究演習 2 2 2 

卒業研究 8 8 8 

アドバンスドインフォマティクス I 2 

アドバンスドインフォマティクスII 2 

アドバンスドインフォマティクス1II 2 

アドバンスドインフォマティクスW 2 

アドバンスドインフォマティクスV 2 

アドバンスドインフォマティクスVI 2 
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専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

情 デ 情 デ 情 デ

単
デ報 I デ報 l デ報 I 

区 ザシ 夕 ザシ 夕 ザシ 夕

ノ刀‘ 授業科 日 位 イス サ イス サ イス サ
数 ンテ イ ンテ イ ンテ イ
コム コエ コム コエ コム ココニ
l lン I lン I lン
ス スス ス スス ス スス

理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 
巫子
海外就業体験 2 

科
総合理工学とSDGs 2 共

通 データサイエンス基侮 2 

AI基儲 2 

就業体験 1 

I I 他
総合理工学部で開講する専門教育科目（自

巫子

科
然科学系学部共通科目，基盤科目を除く）

合 計 48 48 16 16 4 4 

＊は，課程修了認定の条件とはしないが，履修することが望ましい授業科目である。

備考

1.情報システムデザインコース，データサイエンスコースのいずれにあっても，専門必修（コース別）欄の
科目 48単位及び専門選択（コース別）欄の科日の中から 16単位を修得しなければならない3

2. 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。

3. 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件に算入することができる 10 0単位以上を
修得しなければならない。

情報システムデザインコース，データサイエンスコース
(1)全学基礎教育科目，専門教育科目（基盤科目）及び自由選択 44単位以上．
(2)専門教育科目専門必修（コース別）欄の科目 3 0単位以上．
ただし専門教育科目のうち， 「コンピュータサイエンス研究室体験」， 「コンピュータサイエンス講究」
及び「コンピュータサイエンス研究浪習」を含むこと。

4.授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に
公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表5

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

機械・電気電子工学科

単
区分 授業科目 位 専門必修 専門選択 専門自由

数

制御工学 I 2 

制御工学II 2 38 8 4 

流体力学甚礎 2 

工業熱力学 2 

熱流体工学 2 

材料力学 I 2 

機 材料力学II 2 
械
機械力学 I 2 
工
｝ 子 機械力学II 2 

ロボット機構学 2 

機械要素 2 

機械計測 2 

機械製図 2 

機械CAD 2 

機械設計演習 2 

回路理論 I 2 

回路理論II 2 

電磁気学 2 

電気数学 2 

計測工学基碗 2 

アナログ電子回路 2 

電 ディジタル電子回路 2 
気
電磁波工学苧耳 2 

子 通信工学 2 
工
学 信号理論 2 

光工学 l 2 

光工学II 2 

光計測 2 

電磁気計測 2 

電気システム 2 

人間と工学 2 
，，，， 子

プログラミング入門 I 2 科

共
プログラミング入門II 2 通
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単

区分 授業科目 位 専門必修 専門選択 専門自由

数

コンピューターネットワーク基礎 2 

上学系の数学 2 

技術と社会 2 

プロジェクトセミナー 2 

機械・電気電子工学実験 I 2 2 

機械・電気電子工学実験II 2 2 

機械・電気電子工学実験m 2 2 

た子
外書輪読 2 2 

科 卒業研究 8 8 

共 理工学PBL実習A 2 
通
理工学PBL実習B 2 

工業概論 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI基礎 2 

職業指導概説 I 2 

I ※無線法規 1 ／ 
他
総合理工学部で開講する専門教育科目（自然科学系

巫子

科
学部共通科目，基盤科目を除く）

ムロ 計 54 8 4 

備考

1 ※を付した科目は，資格取得に関する科目であり，卒業要件単位に含めることはできない。

2 他学科開講の「就業体験」については，卒業要件単位に含めることはできない。

3 「卒業研究」を履修するまでに，卒業要件となる単位（学科別履修単位表に示す）のうち，以下の
(1)~(4)を含めて100単位以上修得しなければならない。
(1) 全学基礎教育科目 2 8単位
(2) 基礎実験，磯械・電気電子工学実験 I'機械・電気電子工学実験IIおよび
機械・電気電子工学実験III 8単位

(3) (2)以外の専門教育科目。他学科閲講の科目（基盤科目を除く）を
4単位まで含めてよい。 5 6単位

(4) 以下の(a)~(c)のどれかにあてはまる単位数の合計 8単位
(a) 全労基礎教育科目で(1)の28単位を超えて修得した単位数
(b) 総合理工学部の専門教育科目のうち，（2）の8単位と (3)の56単位を超えて
修得した単位数。 (3)に含めなかった他学科開講の科目は，某盤科目も含め，
全て含めてよい
(c) (4) (a), (b)に該当しない， 自由選択に含めることができる単位数

4 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で「卒業研究」の単位修得を認めることがある。

5 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に
公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表 5

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

建築デザイン学科

専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自山（コース別）

住建 デ建 住建 デ建 住建 デ建

区
単 環築 ザ築 環築 ザ築 環築 ザ築

授業科目 位 境構 イ計 境構 イ計 境構 イ計
分

数 コ造 ン画 コ造 ン画 コ造 ン画
I. コ l. コ I. コ
ス l ス I ス l 

ス ス ス

デザインCAD 2 

建築施工学 2 18 18 

建築法規 2 

建築設計製図 l 2 

建 建築計画学 2 

築 都市計画論 2 
コ
西洋建築史
ア

2 26 26 

科 建築設計製図II 2 
目 住環境工学 l 2 

建築設備学 I 2 

建築構造力学II 2 

建築材料学 2 

建築構造計画学 2 

建 建築構造・環境フィールドワーク 2 2 

築 建築環境実験 2 2 (2) 
構
住環塙工学1I 2 (2) 
造
建築設備学1I 2 (2) 
住
建築構造実験 2 2 (2) 
環
境 耐震設計学 2 (2) 
巫子
構造設計学 2 

建 インテリアデザイン 2 (2) (2) 

築 風上と住まい 2 (2) (2) 
計
日本建築史 2 2 画

デ 建築都市空間論 2 2 
ザ
建築設計製図III 2 2 
イ
ン 建築設計製図W 2 (2) 
｝ 子
まちづくり演習 2 

1世 住居学 I 2 
庄子

部 住居学1I 2 

建築見学 l 1 1 1 

学
建築見学1I 1 

科 しまね建築学 2 (2) (2) 

共 木造建築と木材 2 (2) (2) 
通
ヘリテージマネジメント学 (2) (2) 2 

景観論 2 (2) (2) 
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専門必修（コース月I」) 専門選択（コース別） 専門自由（ユース別）

住建 デ建 住建 デ建 住建

区
単 環築 ザ築 環築 ザ築 環築

授業科目 位 境構 イ計 境構 イ計 境構
/刀¥. 

数 コ造 ン画 コ造 ン画 コ造
l. コ I. コ I. 
ス I ス l ス

ス ス

建築生産 2 (2) (2) 

建築デザイン特論 2 

外書輪読 2 2 2 

科目セミナー 1 1 1 

専攻演習 2 2 2 

卒業研究 8 8 8 

巫子 職業指導概説 I 2 
科
工業概論 2 
共
通 就業体験 1 

理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI基礎 2 

防災学 2 

繊維材料工学 2 

木質材料工学 2 

他 環境材料工学 2 
巫子

土質力学 l 1 科

土質力学11 1 

総合理工学部で開講する専門教育科目（自然 ／／  ／ 科学系学部共通科目，基盤科目を除く）

合 計 51 51 18 18 

゜
備考

1 建築構造・住環境コース及び建築計画デザインコースは，専門必修欄の（ ）を付した単位の中から
5単位を修得しなければならない。

2 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位数を含む卒業要件の単位 10 0単位以上を修得しなければな
らない。但し4年次の履修で卒業要件単位を満たす可能性があれば，卒業研究着手を許可する垢合もある。
(1) 全学基礎教育科目 2 6単位
(2) 専門教育科目（基盤科目） 1 7単位
(3) 専門教育科目（専門必修・専門選択・専門自由） 53単位

3 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に
公表する「授業科目一覧」を参照すること。

4 卒業研究を 1年以上履修した者に限り，前期で「卒業研究」の単位修得を認めることがある。
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総合理丁一学部履修網則

別表5

理工特別コース（学部共通）

区
授業科 目 単位数 専門必修 専門選択 専門自由

分

プロジェクトセミナー I 2 2 

プロジェクトセミナーII 2 2 

プロジェクトセミナーm 2 2 

特別研究 I 2 2 

特別研究II 2 2 

卒業研究（卒業論文＊） 8 (10*) 8 (10*) 

理工専門英語セミナー I 2 2 

理工専門英語セミナーII 2 2 

総合理工学部で開講する専門教
育科目（自然科学系学部共通科
目，基盤科目を除く）

合 計 1 8 (20*) 4 2 (40*) 1 0 

備考

1 *について
理工特別コース（地球科学科）の学生は， 「卒業論文」 10単位を必修とする。

2 理工特別コースの履修は， 3年次前期までに決定する。
また，卒業年次開始時以降のコース変更はできない。

3 「卒業研究」又は「卒業論文」 （以下「卒業研究等」という。）の履修要件を，次のように定める。

(1)理工特別コース（物理工学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 英語、初修外国語、健康・スポーツ／文化・芸術、情報科学、
数理データサイエンス 1 6単位

② 専門教育科目（基盤科目）
基礎数学入門（又は基碗微分積分学 IA・ IC,又は微分積分学 IA・ I B) 2単位，
物理数学基礎 I 2単位，物理数学演習A・B 1単位，基礎物理学A 2単位，
基礎物理学B 2単位，力学演習A・B 1単位 計10単位

③ 専門教育科目
(a)理工特別コースの専門必修科目の中から， 8単位以上。ただし，以下の単位を含まなければならない。
プロジェクトセミナー I 2単位，特別研究 I 2単位，特別研究II 2単位

(b)以下の 12科目の中から，情報科学演習 (1単位），物理学実験 I (4単位） を含む 10科目以上の
単位を修得しなければならない。
電子上学概論 2単位， 熱力学 2単位， 力学 2単位， 電磁気学 I 2単位，
電磁気学II 2単位， 電磁気学演習A・B 1単位，材料科学序論 2単位， 量子力学 I 2単位，
量子力学II 2単位， 統計力学 2単位， 物理学実験 I 4単位， 情報科学演習 1単位

(c)選択必修科目である 半導体デバイス I 2単位， 機能材料学 2単位， 固体物理学 I 2単位，
固体物理学II 2単位 の中から 1科目以卜の単位を修得しなければならない。

(2)理工特別コース（物質化学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 11 0単位以上修得しなければならない。
① 全学基礎教育科目 3 2単位
② 専門教育科目 70単位 ただし，次の（a)~(c)を含むこと。

(a)理工特別コースで定める 3年次までに開講の必修科目 10単位

(b)専門教育科目（基盤科目） 基傑化学コースに定める科目のうち， 「基礎物質化学」， 「基礎無機化学」，
「基礎有機化学」， 「基碗物理化学」， 「基礎分析化学」を含む 12単位

(c) 「物質化学実験 1」,「物質化学実験2」,「物質化学実験3」,「物質化学実験4」及びこれら以外の
基碗化学コースで定める専門必修科目（ただし，化学英語を含めない。） 16単位以上
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(3)理工特別コース（地球科学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 全学基礎教育科目 24単位
② 専門教育科目（基盤科目） 地球科学科で必修とされる科目の中から， 1 0単位
③ 専門教育科目 プロジェクトセミナー I•理工専門英語セミナー I • II,特別研究 I• IIを含むこと。

さらに，地球科学科で3年次までに必修とされる科目 38単位（地球科学セミナー I 2単位，
及び地球科学野外実習II 4単位を含む）を含むこと。

(4)理工特別コース（数理科学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 全学基礎教育科目 32単位
② 専門教育科目（基盤科目） 1 4単位
ただし，行列と行列式I• II 4単位，微分積分学 I• II 4単位，数理科学入門セミナー2単位を含む。

③ 専門教育科目
(a)卒業研究を除く理工特別コースの専門必修科目計10単位のうち， 8単位以上

(b)数学要論 I• II 4単位，線形代数学 I• II 4単位，基碍解析学 I• II 4単位
かつ 上記科目及び以下の科目から合わせて計22単位以上：
代薮学 I• 11・川，幾何学 I• 11・皿位相数学 1• 11・皿解析学 I• II •皿
現象数理 I• II •皿複素解析学 I • II,数理統計学 I• II,実解析学

(5)理工特別コース（知能情報デザイン学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 全学基礎教育科目，専門教育科目（基盤科目）及び自由選択 4 6単位以上
ただし，自由選択は最大 10単位までしか組み入れられない。
また，基盤科目のうち， Cプログラミング，オブジェクト指向プログラミング，
アプリケーションプログラミング演習 8単位を含むこと。

② 専門教育科目 専門必修（コース別）欄の科目 1 0単位
③ 専門教育科目 選択科目 42単位中 16単位以上
ただし，計算機アーキテクチャ，コンピュータサイエンス某礎，コンピュータサイエンス研究室体験，
コンピュータサイエンス講究，コンピュータサイエンス研究演習を含むこと。

(6)理工特別コース（機械・電気電子工学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 全学基礎教育科目 2 8単位
② 専門教育科目 64単位 ただし，次の（a), (b), (c)を含むこと。
(a)基盤科目から， 1 6単位。 ただし，某礎実験を含むこと。
(b)プロジェクトセミナー I'特別研究 I• II,理工専門英語セミナー I• II,機械・電気電子工学実験
I • II • illの計 16単位

(c) (b)以外の専門教育科目（碁盤科目を除く）から， 3 2単位。ただし，機械・電気電子工学科の科目を
2 2単位以上含むこと

③ 以下の(a)~(c)のどれかにあてはまる単位数の合計 8単位
(a) 全学基礎教育科目で①の 28単位を超えて修得した単位数
(b) 総合理工学部の専門教育科目のうち，②の 64単位を超えて修得した単位数。②（a）に含めなかった
基盤科目も含めてよい

(c) ③(a) (b)に該当しない， 自由選択に含めることができる単位数

(7)理工特別コース（建築デザイン学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 全学基礎教育科目 2 6単位
② 専門教育科目（基盤科目） 1 7単位
ただし，製図某礎演習，建築デザイン概論を含む。

③ 専門教育科目 5 3単位
ただし，建築設計製図 I'建築設計製図IIを含社。

4 「卒業研究」又は「卒業論文」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位を認めることがある。

5 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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通年 前期 後期

日本語上級Ａ 1 1

日本語上級Ｂ 1 1

日本語上級Ｃ 1 1

日本語上級Ｄ 1 1

日本語上級Ｅ 2

日本語科目及び日本事情に関する科目の単位の修得方法
（総合理工学部履修細則別表７関係）

この科目は，外国人留学生として入学した方のみが修得することが可能な科目です。

外国人留学生は，卒業要件科目として必修である「基礎科目(外国語)」及び「教養育成科目(入門

科目)」に替えて，この日本語科目及び日本事情科目を修得することができます。

具体的には，日本語上級Ａ～日本語上級Ｅまでの１０単位を，英語及び英語以外の外国語１０単

位に読み替えることが可能です。ただし，日本語上級Ａ～日本語上級Ｅまでの１０単位全てを修得

しなければ読み替えることはできません。別表１の英語及び英語以外の外国語の一部だけを修得

し，残りを日本語科目で修得して合計１０単位としてもそれは読み替えることはできませんので注

意が必要です。また，「日本事情」の中の日本事情Ａ（４単位）を全学基礎教育科目の人文社会科

学分野に，日本事情Ｂ（４単位）を全学基礎教育科目の自然科学分野に読み替えることができま

す。

別表７

日本語科目及び日本事情に関する科目履修表

科
目
群

授業科目

区分

授業題目

授業科目名

開講単位数

読 替 科 目 備　　　考

2 自然科学分野

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
科
目
群

日 本 語
外
国
語

別表第１の「全学基礎教
育科目履修表」に定め
る外国語の単位に読替
えることができる。

日本事情

日本事情Ａ 2
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 他の外国語

 英語

2
全
学
基
礎
教
育
科

目

人文社会
科学分野 別表第２の「全学基礎教

育科目履修表」に定め
る科目の単位に読替え
ることができる。日本事情Ｂ 2

日本語科目及び日本事情に関する科目の単位の修得方法
（総合理工学部履修細則別表 7関係）

この科目は，外国人留学生として入学した方のみが修得することが可能な科目です。

外国人留学生は，卒業要件科目として必修である「基礎科目（外国語）」及び「教養育成科目（入門

科目）」に替えて，この日本語科目及び日本事情科目を修得することができます。

具体的には， 日本語上級A～日本語上級Eまでの 10単位を，英語及び英語以外の外国語 10単

位に読み替えることが可能です。ただし， 日本語上級A～日本語上級Eまでの 10単位全てを修得

しなければ読み替えることはできません。別表 1の英語及び英語以外の外国語の一部だけを修得

し，残りを日本語科目で修得して合計 10単位としてもそれは読み替えることはできませんので注

意が必要です。また， 「日本事情」の中の日本事情A (4単位）を全学基碍教育科目の人文社会科

学分野に， 日本事情B (4単位）を全学某礎教育科目の自然科学分野に読み替えることができま

す。

別表7

日本語科目及び日本事情に関する科目履修表

科 授業科目 授業題目
開講単位数

目 読替科目 備 考
群 区分 授業科目名

通年 前期 後期

日本語上級A 1 1 

日本語上級B 1 1 英語

別表第1の「全学某礎教
ユ 外

育科目履修表」に定め
~ 

日本語 日本語上級C 1 1 国
る外国語の単位に読替

ノく 語
えることができる。

l 
サ 日本語上級D 1 1 

Jレ 他の外国諾
科

日本語上級E 2 目
群

全 人文社会
日本事情A 2 2 巫子 別表第2の「全学韮礎教

基 科学分野 育科目履修表」に定め
日本事情 目碍

る科目の単位に読替え教

日本事情B 2 2 ヲ目 自然科学分野 ることができる。
科
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単位の修得方法

（バイリンガル教育コース）





単位の修得方法（バイリンガル教育コース）

単位の修得については総合理工学部規則及び履修細則に規定されていて，これらの規則

に従って科目を履修し，単位を修得しなければなりません。

以下に具体的な修得方法を示します。

I 学科別履修単位（総合理工学部規則 別表関係）

卒業するために必要な学科・コース別，科目区分別の必要単位数は， P48の表のとお

りです。区分毎に必要な単位を修得し，合計 12 4単位を修得しなければなりません。

備考欄にも注意して単位を修得してください。

II 全学基礎教育科目の修得方法（総合理工学部履修細則 別表 9の 1関係）

1・数理データサイエンス／情報科学の履修方法

「数理・データサイエンスヘの誘い」 2単位及び「情報科学」 2単位を修得しなけれ

ばなりません。

「情報科学」には英数字が付してあり，学科により異なる英数字を付して，履修すべ

き科目を定めています。それぞれの学科で定められた科日を履修してください。

2. 日本語科目の履修方法

日本語科目の履修方法は，全学科共通です。 P50の表により履修してください。日本

語中級 8単位，日本語上級 2単位は必修で，「日本語中級 A・日本語中級 B・日本語中級

C・日本語中級 D・日本語上級 A」の各 2単位を全て修得しなければなりません。

日本語初級及び日本語上級（日本語上級 A を除く。）は， 自由選択の単位とすること

ができます。

3. 外国語の履修方法

外国語は必修ではありませんが， ドイツ語，フランス語，中国語，韓国・朝鮮語を

開講していますので，履修することはできます。この単位は，自由選択の単位とする

ことができます。

4. SDGs入門／健康・スポーツ／文化・芸術の修得方法

「SDGs入門」 2単位及び「健康スポーツ」または「芸術文化 I」の 2単位を修得

します。「健康スポーツ」または「芸術文化 I」については，原則として 2年次以上で

履修してください。
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W 日本事情に関する科目の履修方法（同別表 9の 1 (5) 及び 9の 1 (6) 関係）

日本事情に関する科目及び全学基礎教育科目の人文社会科学分野，自然科学分野，学

際分野の科目の履修方法は，全学科共通です。 P51の表により履修してください。合せ

て 1単位修得する必要があります。

日本事情に関する科目は必修で，「日本事情A」4単位及び「日本事情B」をそれぞれ

4単位，合計 8単位を修得しなければなりません。

その他に全学基碕教育科目の人文社会科学分野，自然科学分野及び学際分野の科目か

ら6単位修得しなければなりません。特に指定はありませんので， 自由に授業科日を選

び，単位を修得してください。

v 専門教育科目（基盤科目・専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）の履修方法
（総合理工学部履修細則別表 9関係）

専門教育科目の履修方法は，各学科によって異なります。

専門教育科目には，基盤科目，専門必修科目，専門選択科目，及び専門自由科目の 4

種類があり，それぞれ修得する単位数が指定されています。

1. 基盤科目の修得方法（同別表 9の2)

P 52の表の各授業科目の中から 22単位を修得しなければなりません。

物理工学科及び物質化学科は，上記 22単位のうち指定されている科目を必ず修得

してください。

2. 専門必修科目の修得方法（同別表 9の 3)

P 53から，学科別に専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

が掲載されています。この表中の専門必修欄に単位数が記載されている授業科目のこ

とで，必ず修得しなければならない科目です。表中には，単位が（）で書かれている

授業科目があります。これは，単位が（）で書かれている科目の中から選択し，学科

で定められた単位数を修得する科目です。

3. 専門選択科目及び専門自由科目の修得方法

別表中の専門選択欄及び専門自由欄にまとめて単位数が書かれています。この単位

の修得方法は，専門必修科目として修得した科日以外の授業科目から 22単位を修得

しなければなりません。

なお，専門教育科目の専門選択科目・専門自由科目の単位には，総合理工学部で開

講される他学科の専門教育科目（基盤科目を除く）も含めることができます。

VII 自由選択の履修方法

自由選択の単位は，上記の全学基礎教育科目 (32単位），専門教育科目 (78単位）に

加えてさらに必要となる単位です。全学基礎教育科日，専門教育科目全ての中から修得

してください。

なお，他学部が全学に開放する科目（全学開放科目）で修得した単位を自由選択の単

位として含めることができます。
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VIII 履修科目の登録の上限について

総合理工学部では，学科毎に 1学期間（前期・後期）に履修することができる単位の

上限が定められています。履修登録の上限を設定することは，履修に無理な負担をかけ

ることなく，十分な学修効果を上げることを目的としています。詳糾は， P138に記載

されている「総合理工学部バイリンガル教育コースにおける履修科目の登録の上限に関

する要項」を参照してください。

なお，詳細については，各学期の履修登録手続きの際に公表する資料（「総合理工学部

における履修科目の登録の上限について」）を参照してください。

履修科目の登録の上限は卒業するまで適用されますので，計圃的な履修が必要になり

ます。

IXその他

別表 9の専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）の履修表には，

各学科それぞれ備考が記載されています。この備考には， 3年次終了時までに修得して

おかなければならない科目及び単位数等が記載されています。これは， 4年次で修得す

る「卒業研究」又は「卒業論文」を履修する資格を得るための要件ですので，よく読み

理解しておいてください。
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（総合理工学部規則第19条関係別表）

学科別履修単位

全学基礎教育 専門教育

島大STEAM科目群
科目 島大STEAM

科目群
ユニバーサル科目群 教養育成

ユニバーサル科目群
科目群 地域創生科目群

教養育成科目群

ヘ数 基 専 専 専
の理 健
誘・

初
s 
文康

人 計
盤 門 F月 円

情 D 

学科
ク 報 英 修 化ス

文 自
巫子

科 必 選 自

サ 外
G 社 然

目 修 択

科

由

イ 壱 国
s しポ ム 科

工 巫子
ロロ

入 =1 
コ云

際
ン 語

科 産

術、ソ 子

ヌ 門 邑子

／ 

物理工学科
2 2 6 4 2 2 

人文社会科学4,
自然科学4 32 16 42 20 4 

（基礎物理学コース）
（電子デバイス工学コース）

6 

物質化学科
212161412  

2 人文社会科学4,
自然科学4 32 14 37 27 4 

（基碕化学コース） 6 

212161412  
物質化学科

2 人文社会科学4,
自然科学4 32 14 51 13 4 

（機能材料化学コース） 6 

地球科学科
212161412  

（地球物質資源科学コ ス）

2 | 人文社会科学4,
自然科学4 32 12 56 14 

（地球環境科学コース） 6 
（自然災害科学コース）

数理科学科 212161412  
（数理基幹コース）

2 | 人文社会科学4,

（数理展開コース）

自然科学4 32 14 34 28 6 
6 

212161412  知能情報デザイン学科
2 人文社会科学4,

（情報システムデザインコース）
自然科学4

（データサイエンスコース）
6 

32 12 48 16 4 

212161412  

機械・電気電子工学科

2 人文社会科学4,
自然科学4 32 16 54 8 4 

6 

212161412  建築デザイン学科
2 | 人文礼会科学4,

（建築構造・住環境コース）
自然科学4

（建築計画デザインコース）
6 

32 19 51 18 

゜
212161412  

理工特別コース

2 人文社会科学4,

（学部共通）

自然科学4 32 12 
18 42 
(20) (40) 10 

6 

2 1 2 日本語 101 2 1 
バイリンガル教育コ ス

2 
日本事情A 4, 
日本事情B 4 32 22 56 

（学部共通） 6 

注 1 自由選択欄の単位は，全学基礎教育科目及び総合雖工学部の学生が履修することができる専門教育科目の中から選択して

履修した科目の単位とする。

自

由

計 選

択

＊ 
82 

10 

821 * 
10 

＊ 
82 

10 

82 ＊ 

10 

82 ＊ 

10 

＊ 
80 

12 

＊ 
82 

10 

88 ＊ 

4 

＊ 
82 

10 

78 

14 

注2 理工特別コース（学部共通）専門教育科目欄の（ ）を付した単位の取り扱いについては，総合理工学部履修細則別表5理丁特別

コース（学部共通）に定める。
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計

124 

124 

124 

124 

124 

124 

124 

124 

124 

124 



備考

1.初修外国語は， ドイツ語，フランス語，中国語及び韓国・朝鮮語の中から 1科目を選択して履修しなければならない。

バイリンガル教育コース（学部共通）は， 日本語を履修しなければならない。

2.全学基礎教育科目は， 「健康スポーツ」又は「芸術文化 I」以外に，人文社会科学分野から 4単位， 自然科学分野から 4単位履修し，

残りの 6単位については島大STEAM科目群，ユニバーサル科目群，地域創生科目群，教養育成科目群の中から自由に履修する

ことができる。

バイリンガル教育コース（学部共通）の 16単位は， 日本事情Aを4単位， 日本事情Bを4単位履修し，残りの 8単位については

島大STEAM科目群，ユニバーサル科目群，地域創生科目群，教養育成科目群の中から自由に履修する。

3.専門教育科目のうち，学芸員の資格取得のための授業科目のうち指定する科目及び教職に関する科目の単位は，卒業の要件となる

単位に算入しない。

4. ＊を付した単位には放送大学で開講される科目の単位を含めることができる。

5.法文学部，教育学部，人間科学部及び生物資源科学部が全学に開放する専門教育科目を修得した単位は自由選択の単位とする。

6. 島根県立大学との間における単位互換に関する協定により，島根県立大学で修得した単位は，自由選択の単位に含めることができ

る。ただし，大学教育センター長又は学部長があらかじめ承認した場合に限り，専門教育科目（選択又は自由に限る。）の単位に

含めることができる。

7.松江工業高等専門学咬との間における単位互換に関する協定により，松江工業高等専門学校で修得した単位は，自由選択の単位に

含めることができる。
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総合理主学部履修細則

別表9

バイリンガル教育コース履修表

1. 全学基礎教育科目

(1)数理データサイエンス／情報科学

最大
選択 履修方法及び

授業科目
認定
必修科巨区分

単位
必修 履修上の注意

数

数理・データサイ＝ンス 2 2 
烏大STEAM科目群

情報科学 2 2 

合 計 4 

(2) 日本語科目

最大
選択 履修方法及び

授業科巨
詔定
必修科巨区分

単位
必修 履修上の注意

数

日本語初級A 4 
必修以外の日本語科目は， 自由

日本語初級B 4 
選択の単位とすることができる。

日木語中級A 2 

ユ 日本語中級B 2 
二

10 ノく 日本語中級C 2 
I 
サ 日本語 日本語中級D 2 
Jレ

科 日本語上級A 2 

目
群 日本諾上級B 2 

日本：語上級C 2 

日本諾上級D 2 

日本語卜．級E 2 

ノロ 計 10 

(3)外国語

最大
選択 履修方法及び

授業科廿
認定
必修科目区分

単位
必修 履修上の注意

数

ドイツ語 I 2 初修外国語は，自止選択の単位と
ドイツ語 することができる。

ドイツ諾1l （総合セミナー） 2 ユ
二

フランス語 I 2 
ノゞ 初 フランス語
I 修 フランス諾II（総合セミナー） 2 
サ 外

2 Iレ 国 中国茫 I

科 語 中国諾
中国琵11 （総合セミナー） 2 目

群 韓国・朝鮮語 I 2 
韓国・朝鮮語

韓国・朝鮮荏Il（総合セミナー） 2 

(4) SDGs入門／健康・スポーツ／文化・芸術

最大
選択

科目区分 授業科目
詔定

履修方法及び

単位
必修

数
必修 履修上の注意

ユーバサル科目群 SDG s入門 2 2 

教養育成科目群

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上

(2) 
履修すること。

芸柄文化］ 2 

合 計 4 

備考

授業科目の開講時期，単イ寸数及び履修資格について1ま，各年度毎に公表する「授業科目一覧」を

参照すること，
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総合理工学部履修細則

別表 9

(5) 日本事情に関する科目

科 目 授業科目

日本事情A

日本事情

日本事情B

合 計

必修単位数 履修方法及び履修上の注意

4 

4 

8 

(6)全学基礎教育科目（人文社会科学分野・自然科学分野・学際分野）

科 目 群 分 野 必修単位数 履修方法及び履修上の注意

人文社会科学分野 島大STEAM科日群、

島大STEAM科目群 ユニバーサル科目 科目の区分により，複数の授
ユニバーサル科目群

自然科学分野
群、地域創生科目 業が開講されるので，その中か

地域創生科目群 群、教養育成科目群 ら授業を選択し， 4年次までに
教蓑育成科目群 の中から自由に6単 修得すること。

学際分野 位履修すること。

合 計 6 

備考

授業科目，開講時期，単位数及び履修資格については，各年度毎に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表 9

2. 専門教育科目（基盤科目）履修表

授業科 目 単位数

物理学
2 

Physics 

化学基礎
2 

Fundamental Chemistry 

基礎分析化学
Fundamental Analytical 2 
Chemistry 

地球物質資源科学概論
Earth and earth Resource 2 
Science 

地球環境科学概論
2 

Geoenvironmental Science 

微分積分学 I
2 

Calculus I 

微分積分学1I
2 

Calculus II 

オブジェクト指向プログラミング
入明

2 
Introduction to Object-Oriented 
Programming 

コンピュータ・ハードウェア某礎
2 

Computer Hardware Basics 

機械工学入門
Introduction to Mechanical 2 
Engineering 

電気電子工学入肥
Introduction to Electronics and 2 
Electrical Engineering 

建築デザイン概論
2 

Architectural design 

合 計

備考

必修単位数 摘 要

(2) （）を付した単位の中から
2 2単位を修得しなければならな
vヽ。

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 2 

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度毎に公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表 9

3.専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

物理工学科

区
授業科 E 単位数 専門必修 専門選択

分

量子力学セミナー 2 

物理数学基礎II 2 22 

解析力学 2 

物理数学 I 2 

物理数学1I 2 

基 量子力学m 2 

礎 相対性理論 2 

物 原子核・素粒子物理学 2 
理 物理学特論A 2 
巫子
物理学特論B 2 

物理学特論c 1 

物理学特論D 1 

物理学特論E 1 

物理学特論F 1 

物理学特論G 1 

半導体デバイス 1I 2 

デバイス材料工学基礎 2 

光エレクトロニクス 2 

半導体量子論 2 

電子デバイス特論A 2 

電子デバイス特論B 2 

苧耳
電子デバイス特論c 1 

子
電子デバイス特論D 1 

デ 電子デバイス特論E 1 

ノゞ 電子デバイス特論F 1 

イ 電子デバイス特論G 1 
ス 磯能材料学基礎 2 
工
材料物理化学 2 

巫子

材料科学特論A 2 

材料科学特論B 2 

材料科学特論c 1 

材料科学特論D 1 

材料科学特論E 1 

材料科学特論F 1 

材料科学特論G 1 
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区
授業科 巨 単位数 専門必修 専門選択 専門自由

分

物理数学基礎 l 2 2 

物理数学基磋演習A 1 
1 

物理数学基礎演習B 1 

基礎物理学B 2 2 

力学演習A 1 
1 

力学演習B 1 

線形代数基礎 2 (2) 

力学 2 2 

熱力学 2 (2) 

材料科学序論 2 (2) 

電子工学概論 2 (2) 

電磁気学 I 2 (2) 

電磁気学II 2 (2) 

電磁気学演習A 1 
(1) 

電磁気学演習B 1 

量子力学 I 2 (2) 

量子力学II 2 (2) 

巫子 統計力学 2 (2) 

科 情報科学演習 1 (1) 

共 物理学実験 l 4 4 
通 物理学実験II 4 4 

固体物理学 l 2 (2) 

固体物理学II 2 (2) 

磯能材料学 2 (2) 

半導体デバイス I 2 (2) 

卒業研究 8 8 

外書輪読 2 2 

物理学概論 2 

基猫化学実験 2 

生物学実験 2 

地栄通論 2 

地学実験 2 

理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI韮礎 2 

他 総合理工学部で開講する専門教育科目
巫子 （自然科学系学部共通科目，基盤科目を
科 除く）

ムロ 計 34 22 
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備考

1 履修方法を以下に示す。

a 「物理学実験 I」を前期 2単位・後期2単位，及び「物理学実験II」を前期2単位・後期2単位の合計
8単位を修得しなければならない。
b 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければ
ならない。

① 日本語，健康・スポーツ／文化・芸術，情報科学，
数理データサイエンス

②専門教育科目（基盤科目） 「Physics （物理学）」 2単位を含む
③ 専門教育科目（専門必修） 物理数学基礎I

物理数学韮礎演習A, B 
基礎物理学B
力学
力学演習A, B 
物理学実験 I

1 6単位
2 2単位
2単位
1単位
2単位
2単位
1単位
4単位

計 1 2単位
④ 専門教育科目（専門必修）欄の（ ）を付した単位の中から 10単位以上

2 授業科目開溝時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表9

3. 専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

物質化学科

区
授業科 目 単位数 専門必修 専門選択 専門自由

ノ刀＼ 

物理化学 1 2 (2) 

物理化学2 2 (2) 22 

物理化学演習 1 

錯体化学 2 (2) 

無機化学 1 2 (2) 

括 無機化学2 2 (2) 

礎 有機化学 1 2 (2) 
化 有機化学2 2 (2) 
学
有機化学3 2 (2) 系
科 有機化学演習 1 

日 分析化学 2 (2) 

環境化学 2 

物質化学実験1 2 2 

物質化学実験2 2 2 

物質化学実験3 2 2 

物質化学実験4 2 2 

化学工学 2 (2) 

反応工学 1 2 (2) 

反応工学2 2 

生物無機化学 2 

無機材料工学 2 

無機工業化学 2 

応
無機機能材料 2 

用 高分子化学 2 

化 有機工業化学 2 
巫子 有機機能材料 2 
系 機器分析化学 1 2 
科
機器分析化学2 2 
目
木質材料工学 2 

繊維材料工学 2 

環境材料工学 2 

バイオマス変換工学 2 

化学技術デザイン 1 

技術者倫理 1 

知的財産権法 2 

基礎物質化学 2 (2) 

基礎物理化学 2 (2) 

学 某礎無機化学 2 (2) 

科 基礎有機化学 2 (2) 

共 工業数学 2 
通 卒業研究 8 8 

化学英語 1 

基礎化学数学演習 2 
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区
授業科 目 単位数 専門必修 専門選択 専門自由

ノ刀＼ 

物質化学特論 1 1 

物質化学特論2 1 

物質化学特論3 1 

物質化学特論4 1 

物質化学特論5 2 

物質化学特論6 2 

物理学概論 2 

基礎物理学実験 2 

子呂 生物学実験 2 

科 地学通論 2 

共 地学実験 2 
通 工業概論 2 

職業指導概説 I 2 

就業体験 1 

理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI基礎 2 

他 総合理工学部で開講する専門教育科目
た子 （自然科学系学部共通科目，基盤科目を

科 除く）

合 計 34 22 

（）を付した科目の中から 17単位を修得しなければならない。

備考

(1)履修方法

「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 11 0単位以上修得しなければ
ならない。

① 全学基礎教育科目 3 2単位
②専門教育科目 6 6単位 ただし，次の（a)~(b) を含むこと。
(a)バイリンガル教育コースで定める専門教育科目（基盤科目）のうち，化学基礎
Fundamental Chemistry,基礎分析化学 FundamentalAnalytical Chemistry 
を含む22単位

(b) 「物質化学実験 1」,「物質化学実験2」,「物質化学実験3」, 「物質化学実験4」,
「基礎物質化学」， 「基礎有機化学」，「基磋無機化学」，「基礎物理化学」及び
これら以外の物質化学科バイリンガル教育コースで定める専門必修科目 7単位以上

授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表9

3.専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

地球科学科

区
授業科 目 単位数 専門必修 専門選択 専門自由

分

鉱物科学 2 (2) 

火成岩岩石学 2 (2) 22 

変成地質学 2 (2) 

金属・非金属資源学 2 (2) 

地 火山学 2 

球 地球化学 2 
物 変成岩岩石学 2 
質
地球エネルギー資源学 2 (2) 

資
瀕 岩石学実習（薄片•主要鉱物） 2 2 

科 岩石学実習（光学・組織） 1 
邑子 地球資源学演習 1 

地球物質資源科学特論 l 2 

地球物質盗源科学特論II 2 

地球物質資源科学特論m 1 

地球物質資源科学特論w 1 

地球史学 2 (2) 

地層学 2 (2) 

古生物学 2 (2) 

地 堆積学 1 (1) 
球 古生物学実習 1 
環
地屑学浪習 1 1 

境
科 環境地質学実験 1 

邑子 地球環境科学特論 I 2 

地球環境科学特論II 2 

地球環境科学特論m 1 

地球環境科学特論w 1 

自然災害学 2 2 

岩盤力学 I 1 (1) 

岩盤力学1I 1 

水文地質学 l 1 (1) 

水文地質学II 1 

自
土質力学 l 1 (1) 

然 土質力学1I 1 

災 防災学 2 

害 構造地質学 2 (2) 
科 グローバルテクトニクス 2 
邑子
地質災害工学実験 1 

自然災害科学演習 1 

自然災害科学特論 I 2 

自然災害科学特論II 2 

自然災害科学特論ill 1 

自然災害科学特論w 1 
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区
授業科 目 単位数 専門必修 専門選択 専門自由

分

地質図学演習 2 (2) 

地球の物理・演習 1 

地質学と社会 1 (1) 

英語による論文作成 I 2 (2) 

英語による論文作成II 2 

地球科学野外実習 I 2 2 

地球科学野外実習II 4 4 

地球科学野外実習m 2 

海外ジオエクスカーション 2 

地球科学特別講義 I 2 

地球科学特別講義1I 2 

地球科学特別講義m 1 

地球科学特別講義w 1 

地球科学特別実習 I 2 

巫子 地球科学外国語文献講読 I 2 2 

科 地球科学外国語文献講読II 2 2 

共 地球科学セミナー I 2 2 
通 地球科学セミナー1I 2 2 

卒業論文 1 0 1 0 

物理学概論 2 

基礎物理学実験 2 

基礎化学実験 2 

生物学実験 2 

地学通論 2 

地学実験 2 

就業体験 1 

理工学PB［実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基滴 2 

AI基礎 2 

他
総合理工学部で開講する専門教育科目

巫子
（基盤科目を除く）

科

合 計 34 22 

備考

1 専門必修槽の（ ）を付した単位の中から 5単位を修得しなければならない。

2 「卒業論文」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位10 0単位以上を修得しなければ
ならない。
ただし特段の理由を有し，かつ4年次の履修で卒業要件単位を満たす可能性があれば，卒業研究着手を許可
する場合もある。
(1)全学基礎教育科H 24単位
(2)専門教育科目（基盤科目） 1 0単位
(3)専門教育科目 専門必修襴 3 8単位
（「地球科学セミナー I」2単位及び「地球科学野外実習II」4単位を含む。）

3 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に
公表する「授業科目一覧」を参照すること。

4 卒業研究を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。
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総合理工学部履修細則

別表9

3 専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

数理科学科

区
単

授業科目 位 専門必修 専門選択 専門自由
／刀＼ 

数

数学要論 I 2 2 

数学要論II 2 2 22 

線形代数学 I 2 2 

線形代数学1I 2 2 

某碗解析学 I 2 2 

基備解析学1I 2 2 

数理構造演習セミナー I 2 (2) 

数 数理構造演習セミナーII 2 (2) 

理 数理解析演習セミナー I 2 (2) 
基
数理解析演習セミナーII 2 (2) 
幹
解析学 I 2 (2) 

数 解析学1I 2 (2) 
理 位相数学 I 2 (2) 
展
位相数学1I 2 (2) 
閲
共 代数学 I 2 (2) 

通 代数学1I 2 (2) 

幾何学 l 2 (2) 

幾何学1I 2 (2) 

複素解析学 I 2 

複素解析学1I 2 

数学輪講 2 

数学国際セミナー 2 

数学海外演習 2 

括幹数理概論 2 (2) 

解析学III 2 

位相数学III 2 
数 代数学III 2 
理
幾何学皿 2 
基
幹 実解析学 2 

数理基幹特論 I 2 

数理某幹特論II 2 

数理某幹特論III 2 

展関数理概論 2 (2) 

現象数理 I 2 (2) 

現象数理II 2 

現象数理III 2 

数理統計学 I 2 
数 数理統計学1I 2 
理
保険数理 2 
展
開 離散数学 2 

オペレーションズ・リサーチ l 2 

オペレーションズ・リサーチII 2 

数理展開特論 I 2 

数理展開特論II 2 

数理展開特論III 2 
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区
単

分
授業科目 位 専門必修 専門選択 専門自由

数

卒業研究 8 8 

就業体験 1 

巫子
理工学PBL実習A 2 

科 理工学PBL実習B 2 

共 海外就業体験 2 
通
総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI基礎 2 

他 総合理工学部で開講する専門教育科目
学 （自然科学系学部共通科目，基盤科目を
科 除く）

合 計 34 22 

備考

1専門必修欄の（）を付した科目の中から 14単位を修得しなければならない。

2 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。

3 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の 10 0単位以上を修得しなければならない。
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4 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表する
「授業科日一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表9

3 専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

知能情報デザイン学科

区
授業科 目 単位数 専門必修 専門選択

分

情 計算機アーキテクチャ 2 (2) 
デ報
ソフトウェア工学 (2) ザシ 2 

イス オペレーティングシステム 2 (2) 
ンテ
ム ヒューマン・コンピュータ・インタラクション 2 (2) 
デ 情報線形代数 2 (2) 
I 

夕 データサイエンス I 2 (2) 
サ
データサイエンスII 2 (2) イ

工 データサイエンスm 2 (2) 
ン
データサイエンスWス 2 (2) 

Cプログラミング 4 4 

オブジェクト指向プログラミング 2 2 

アプリケーションプログラミング演習 2 2 

基礎数学 I 2 2 

某磋数学1I 2 2 

コンピュータサイエンス基礎 2 (2) 

情報処理演習 2 (2) 

情報数学基礎 2 (2) 

ITシステム開発論 2 (2) 

アルゴリズムとデータ構造 2 (2) 

コンピュータネットワーク 2 (2) 

データベース 2 (2) 

システム創成プロジェクトA 4 (4) 

システム創成プロジェクト B 6 (6) 

Rubyプログラミング 2 

巫子 記号論理学 2 

科 マルチメディア工学 2 
共 人間と工学 2 
通
基礎データ構造演習 2 

コンピュータセキュリティ 2 

情報と職業 2 

情報と社会・倫理 2 

基礎情報技術英語 4 

某本情報処理技術特論 4 

コンピュータサイエンス研究室体験 2 

コンピュータサイエンス講究 2 2 

コンピュータサイエンス研究演習 2 2 

卒業研究 8 8 

アドバンスドインフォマティクス I 2 

アドバンスドインフォマティクスII 2 

アドバンスドインフォマティクスm 2 

アドバンスドインフォマティクスW 2 

アドバンスドインフォマティクスV 2 

アドバンスドインフォマティクスVI 2 
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専門自由

22 



区
授業科 H 単位数 専門必修 専門選択 専門自由

分

就業体験 1 

理工学PBL実習A 2 

邑子 理工学PBL実習B 2 
科
海外就業体験 2 共

通 総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI基礎 2 

他
総合理工学部で開講する専門教育科目（自然科学系

巫子
学部共通科目基盤科目を除く）

科

合 計 34 22 

備考

1.専門必修欄の（ ）を付さない科目 26単位及び（ ）を付した科目の中から 8単位を修得しなければならない。
さらに，専門選択及び専門自由の科目の中から 22単位を修得しなければならない。

2. 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。

3. 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件に算入するごとができる 10 0単佗以上を
修得しなければならない。

(1)全学基礎教育科目及び専門教育科目（基盤科且自由選択） 5 2単位以上．
ただし， 自由選択は最大 14単位までしか組み入れられない。
(2)専門教育科目専門必修欄の科目 20単位以上．
ただし専門教育科目のうち， 「コンピュータサイエンス研究室体験」， 「コンピュータサイエンス講究」
及び「コンピュータサイエンス研究演習」を含むこと。

4. 授業科目の関謂時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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島根大学総合理工学部履修細則

別表9

3. 専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

機械・電気電子工学科

区

授業科 目 単位数 専門必修 専門選択 専門自由
分

制御工学 I 2 (2) 

制御工学1I 2 (2) 22 

流体力学基礎 2 (2) 

工業熱力学 2 (2) 

熱流体工学 2 (2) 

材料力学 I 2 (2) 

機 材料力学1I 2 (2) 

械
機械力学 I 2 (2) 
工
巫子 機械力学1I 2 (2) 

ロボット機構学 2 (2) 

機械要素 2 (2) 

機械計測 2 (2) 

機械製図 2 (2) 

機械CAD 2 (2) 

機械設計演習 2 (2) 

回路理論 I 2 (2) 

回路理論II 2 (2) 

電磁気学 2 (2) 

電気数学 2 (2) 

計測工学基礎 2 (2) 

アナログ電子回路 2 (2) 

命用 ディジタル電子回路 2 (2) 
気
電磁波工学 (2) 電 2 

子
工
通信工学 2 (2) 

｝ 子 信号理論 2 (2) 

光工学 I 2 (2) 

光工学1I 2 (2) 

光計測 2 (2) 

電磁気計測 2 (2) 

電気システム 2 (2) 

人間と工学 2 (2) 

-64-



区
授業科 目 単位数 専門必修 専門選択

分

基碗実験 2 (2) 

プログラミング入門 I 2 (2) 

プログラミング入門 II 2 (2) 

コンピューターネットワーク基碗 2 (2) 

工学系の数学 2 (2) 

技術と社会 2 (2) 

プロジェクトセミナー 2 (2) 

機械・電気電子工学実験 I 2 2 

機械・電気電子工学実験II 2 2 
巫子

機械・電気電子工学実験III科 2 2 

共 外藍輪読 2 2 
通
卒業研究 8 8 

理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

工業概論 2 

職業指導概説 I 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI基礎 2 

他
総合理工学部で開講する専門教育科目（自 / 巫子
然科学系学部共通科目基盤科目を除く）

科

合 計 34 22 

備考

1 ( )を付した単位の中から 18単位を修得しなければならない。

2 他学科開講の「就業体験」については，卒業要件単位に含めることはできない。

3 「卒業研究」を履修するまでに，卒業要件となる単位（学科別履修単位表に示す）のうち，以下の
(1)~(4)を含めて100単位以上修得しなければならない。

(1) 全学基礎教育科目 2 8単位
(2) 機械・電気電子工学実験 I'機械・電気電子工学実験IIおよび
機械・電気電子工学実験111 6単位

(3) (2)以外の専門教育科目 5 8単位
ただし，基盤科目は，バイリンガル教育コースの科目のみを
含めることができる。機械・電気電子工学科の専門教育科目
（基盤科目を除く）を 10単位以上含むこと。

(4) 以下の(a)~(c)のどれかにあてはまる単位数の合計 8単位
(a) 全学基礎教育科目で(1)の28単位を超えて修得した単位数
(b) 総合理工学部の専門教育科日のうち，（2）の 6単位と (3)の
5 8単位を超えて修得した単位数

(c) (4) (a) (b)に該当しない， 自由選択に含めることができる単位数

専門自由

4 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で「卒業研究」の単位修得を認めることがある。

5 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に
公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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総合理工学部履修細則

別表9

3. 専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）履修表

建築デザイン学科

区
授業科 目 単位数 専門必修 専門選択

ノ刀＼ 

デザインCAD 2 (2) 

建築施工学 2 (2) 22 

建築法規 2 (2) 

建築設計製図 l 2 2 

建 建築計画学 2 (2) 

築 都市計両論 2 (2) 
コ
西洋建築史 (2) 
ア

2 

科 建築設計製図II 2 2 
目
住環境工学 I 2 (2) 

建築設備学 I 2 (2) 

建築構造力学II 2 (2) 

建築材料学 2 (2) 

建築構造計画学 2 (2) 

建 建築構造・環境フィールドワーク 2 

築 建築環境実験 2 
構
住環境工学1I 2 
造． 建築設備学II 2 
住
建築構造実験 2 
環
境 耐震設計学 2 
邑子
構造設計学 2 

建 インテリアデザイン 2 

築 風士と住まい 2 
計
日本建築史 2 画

デ 建築都市空間論 2 
ザ
建築設計製図III 2 
イ
ン 建築設計製図w 2 
邑子
まちづくり演習 2 

1也 住居学 I 2 
た子

部 住居学II 2 

製図基礎演習 2 2 

巫子
建築構造力学 I 2 2 

科 建築構造基礎 2 2 

共 住環境碁礎 2 2 
通
建築見学 I (1) 1 

建築見学II 1 (1) 
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区
授業科 目 単位数 専門必修 専門選択

分

しまね建築学 2 

木造建築と木材 2 

ヘリテージマネジメント学 2 

最観論 2 

建築生産 2 

建築デザイン特論 2 

外書輪読 2 (2) 

科目セミナー 1 1 

た子 専攻演習 2 2 
科
卒業研究 8 8 
共
通 職業指導概説 I 2 

工業概論 2 

就業体験 1 

理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

海外就業体験 2 

総合理工学とSDGs 2 

データサイエンス基礎 2 

AI基礎 2 

防災学 2 

繊維材料工学 2 

木質材料工学 2 

他 環境材料工学 2 
巫子

土質力学 I 1 科

土質力学II 1 

総合理工学部で開講する専門教育科目（自然科
学系学部共通科目，基盤科目を除く）

合 計 34 22 

備考

1 バイリンガル教育コースは，専門必修欄の（ ）を付した単位の中から 11単位を修得しなければ
ならない。

専門自由

2 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位数を含む卒業要件の単位10 0単位以上を修得しなければ
ならない。但し4年次の履修で卒業要件単位を満たす可能性があれば，卒業研究着手を許可する場合もある。
(1) 全学基礎教育科目 2 6単位
(2) 専門教育科目（基盤科目） 1 7単位
(3) 専門教育科目（専囲必修・専門選択・専門自由） 5 3単位

3 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表
する「授業科日一覧」を参照すること。

4 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で「卒業研究」の単位修得を認めることがある。
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教育職員免許状取得のための単位の修得方法

（総合理工学部履修細則別表 6関係）

I 総合理工学部で取得できる教育職員免許状

II 

総合理工学部で取褐できる教育職員免許状は，学科毎に次のとおりです。

物理工学科 中学校教諭 一種免許状（理科）

高等学校教諭 一種免許状（理科）

物質化学科 中学校教諭 一種免許状（理科）

高等学校教諭 一種免許状（理科）

地球科学科 中学校教諭 一種免許状（理科）

高等学校教諭 一種免許状（理科）

数理科学科 中学校教諭 一種免許状（数学）

高等学校教諭 一種免許状（数学）

知能情報デザイン学科 高等学校教諭 一種免許状（情報）

機械・電気電子工学科 高等学校教諭 一種免許状（工業）

建築デザイン学科 高等学校教諭 一種免許状（工業）

教育職員免許状を取得するための要件

教育職員免許状を取得するためには， II~VIIの要件を全て満たさなければなりません。 (VII

の介護等の体験は，中学校教諭一種免許状取得の場合のみ。）

1. 免許状の種類毎に，次の基礎資格を有していること。

中学校教諭 一種免許状・・・学土の学位を有すること。（大学を卒業すること。）

裔等学校教諭 一種免許状・・・学士の学位を有すること。（大学を卒業すること。）

2.教育職員免許法第 5条別表第 1備考第4号に規定する文部科学省令で定める科目（教育

職員免許法施行規則第 66条の 6) の単位を修得していること。

①日本国憲法 日本国憲法 • 2単位

②体育 健康スポーツ • 2単位

③外匡語コミュニケーション 英語 IB • 1単位

英語IIA • 1単位

④情報機器の操作 情報科学 • 2単位

情報科学演習 • 1単位

（物理工学科のみ）

プログラミング入門 I • 2単位

（機械・電気電子工学科のみ）

皿 教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）の単位の修得方法

別表P73からのとおり，学科毎免許教科毎に，それぞれ定められた「教科及び教科の指導
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法に関する科目（教科に関する専門的事項）」の単位を修得しなければなりません。

例えば，物理工学科の理科（中学校教諭一種）の免許を取得する場合は，表中の「免許法

施行規則に定める科日区分」欄に物理学～物理学実験・化学実験•生物学実験・地学実験ま

で5区分あり，それぞれの区分の中から必修単位を修得，必修単位を含め合計 20単位以上

を修得しなければなりません。他の学科•免許種も同様に，必修単位を含め合計 2 0単位以

上を修得してください。

なお，「教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）」で修得した単位

は，卒業要件単位に含めることができます。

w 教職に関する科目の単位の修得方法

別表P84のとおり，教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）と同

様に，「教職に関する科目」のそれぞれの区分毎に定められた単位を修得しなければなりま

せん。教職に関する科目は全学科共通ですが，学校種及び教科によってそれぞれ修得単位が

異なりますので，自分が取得する免許状毎に間違いがないように履修してください。

特に，高等学校の「理科」，「数学」及び「エ業」の免許状を取得する場合には，（ ）又は

［ ］の単位が付してありますが，これは免許法上の特例によって修得する単位です。

特例によって単位を修得した場合は，備考欄に説明がありますが，本来修得すべき単位（理

科・数学は 31単位）と特例により修得した単位（理科・数学の場合 17単位）との差単位

（理科・数学の場合， 31-17=14単位）は， 11Iで記した「教科及び教科の指導法に関

する科目（教科に関する専門的事項）」から修得しなければなりません。従って，教科及び教

科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）の修得単位は， 2 0単位の上に 14単

位を多く修得することになります。特例によらず修得した場合（理科・数学の場合31単位）

は，その必要はありません。

なお，「教職に関する科目」で修得した単位は，卒業要件単位には算入できませんので注意

してください。

V 大学が独自に設定する科目の単位の修得方法

II~Wまで修得すべき単位について説明しましたが，別表P85に定められている「大学が

独自に設定する科目」も修得しなければなりません。

この科目は，中学校教諭一種免許状の場合4単位，高等学校教諭一種免許状の場合 12単

位を修得しなければならず，前述のIII及びWで修得した単位とは別に，「教科及び教科の指導

法に関する科目（教科に関する専門的事項）」又は「教職に関する科目」の表から修得しなけ

ればなりません。特に， Wの「教職に関する科目」から修得する場合には一部使えない科目

があるので，「教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）」から修得し

た方が良いと思われます。

例年，この「大学が独自に設定する科日」の取り忘れにより，免許が取得できない方がい

ますので，特に注意が必要です。
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VI 教育実習について

「教育実習」の単位の修得は，中学校と高等学校では異なります。

中学校教諭一種免許状を取褐するとき（同時に高等学校教諭一種免許状を取得する場合を

含む。）は「教育実習 l」4単位を，高等学校教諭一種免許状（工業を除く。）のみを取得す

るときは「教育実習 II」 2単位を修得しなければなりません。また，教育実習の前後に行わ

れる「事前及び事後の指導」 1単位の修得もそれぞれに必要です。

総合理工学部の場合， 2年次の 3月頃に実習校に実習のお願いに行き， 4年次の 6月又は

9月（早い学校では 5月，遅い学校では 11月の場合もある。）に教育実習を行うことになり

ます。

教育実習を履修するためには，「教育実習履修願」を提出するまでに修得すべき単位数があ

り，更に 4年次の実習までに修得しなければならない単位数が定められていますので，p

86に記載されている「総合理工学部教育実習取扱規則」をよく読んで確認しておいてくださ

し‘。

VII 介護等の体験について

中学校の教育職員免許状（総合理工学部では，理科・数学）を取得するための条件として，

上記1I~VIの単位の修得以外に，障がい者，高齢者に対する「介護等体験」が必要になりま

す。

「介護等体験」は，「義務教育に従事する教員が個人の雌厳及び社会連帯の理念に対する認

識を深めることの重要性にかんがみ，教員としての資質の向上を図り，義務教育の一層の充

実を期する観点から，小学校又は中学校の教諭の普通免許状の授与を受けようとする者に，

障害者，高齢者等に対する介護，介助，これらの者との交流等の体験を行なわせる措置J（小

学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律，平成

9年法律第 90号）に基づいて設定されたもので，島根県内の社会福祉施設（老人ホーム等）

での体験が 5日間，島根県内又は鳥取県内（鳥取県出身者に限る。）の特別支援学校（盲学

校，聾学校，養護学校等）での体験が 2日間の計 7日間が義務付けられています。

実施時期は 3年次（数理科学科は 4年次）で，体験終了後，「介護等体験に関する証明書」

が発行されます。

なお，「介護等の体験に関する証明書」は再発行できませんので，紛失することがないよう

に十分注意してください。

【参考】 「教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）」，「教職に関する

科目」及び「大学が独自に設定する科目」の免許状の種類毎の最低修得単位数（特例を除く。）

教科及び教科の
大学が独自に

種 類 指導法に関する科目（教 教職に関する科目
設定する科目

科に関する専門的事項）

中学校教諭一種免許状 2 0又は 24 3 9 4 

高等学校教諭一種免許状 2 0 3 1 1 2 

-71-



総合理工学部履修細則

別表６

１．免許状の種類ごとの基礎資格

科目区分 授業科目の分類 授 業 科 目 単位数

体　育 全学基礎教育科目 教養育成科目群 健康スポーツ ２ ２単位

英語ⅠＢ １

英語ⅡＡ １

全学基礎教育科目 島大STEAM科目群 情報科学 ２

情報科学演習 １

プログラミング入門Ⅰ ２

-72-

＊「情報科学演習」は物理工学科のみ，
  「プログラミング入門Ⅰ」は機械・電気電子工学科のみ必ず履修すること。

外国語コミュニ
ケーション

全学基礎教育科目 ユニバーサル科目群 ２単位

情報機器の操作 ２単位

専門教育科目 専門必修科目

日本国憲法 全学基礎教育科目 教養育成科目群 日本国憲法 ２ ２単位

 高等学校教諭一種免許状 　学士の学位を有すること。

２．教育職員免許法第５条別表第１備考第４号に規定する文部科学省令で定める科目
（教育職員免許法施行規則第６６条の６）の単位の修得方法

免許法施行
規則に定め
る科目

総 合 理 工 学 部 に お け る 授 業 科 目
修　得
単位数

教育職員免許状取得のための履修方法

※　教育職員一種免許状を取得するためには，次の１．～６．を全て満たさなければならない。
（６．の介護等の体験は，中学校教諭免許状取得の場合のみ。）

免 許 状 の 種 類 基  礎  資  格

 中学校教諭一種免許状 　学士の学位を有すること。



3. 教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）の単位の修得方法

(1) 物理工学科

中学校教諭一種免許状（理科）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位数
る科目区分 必修 選択

物理学概論 2 2 

物理数学基礎 I 2 

基礎物理学A 2 

基儲物理学B 2 

基礎物理学C 2 

凪子力学セミナー 2 

物理数学基礎II 2 

解析力学 2 

物理数学 l 2 

物理数学1I 2 

物理学 址子力学1II 2 

相対性理論 2 

原子核・素粒子物理学 2 

熱力学 2 

電磁気学 l 2 

理科
電磁気学1I 2 2 

葦子力学 I 2 

絋子力学1I 2 

統計力学 2 

固体物理学 I 2 

固体物理学1I 2 

化学 化学基礎 2 2 

生物学 2 2 

生物学 細胞生物学 2 

基礎分子生物学 2 

地学
地学通論 2 2 

地球史学 2 

物理学実験 I 4 4 
物理学実験II 4 

物理学実験・化学実験・
基礎化学実験 2 2 生物学実験・地学実験
生物学実験 2 2 

地学実験 2 2 

ムロ 計 20単位
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(1) 物理工学科

高等学校教諭一種免許状（理科）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位数
る科目区分 必修 選択

物理学概論 2 2 

物理数学某儲 I 2 

基礎物理学A 2 

基硝物理学B 2 

基礎物理学C 2 

量子力学セミナー 2 

物理数学基礎II 2 

解析力学 2 

物理数学 I 2 

物理数学1I 2 

物理学 址子力学III 2 

相対性理論 2 

原子核・素粒子物理学 2 8~10 

熱力学 2 

電磁気学 l 2 

電磁気学1I 2 

理科
量子力学 l 2 

凪子力学1I 2 

統計力学 2 

固体物理学 I 2 

固体物理学1I 2 

化学 化学某礎 2 2 

生物学 2 2 

生物学 細胞生物学 2 

基礎分子生物学 2 

地学
地学通論 2 2 

地球史学 2 

物理学実験 I 4 ※ 

物理学実験 基礎化学実験 2 ※ l科目

化学実験
選択

生物学実験
生物学実険 2 ※ 必修

地学実験 地学実験 2 ※ 

物理学実験II 4 

ムロ 計 20単位
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(2) 物質化学科

中学校教諭一種免許状（理科）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位数
る科目区分 必修 選択

物理学概論 2 2 

物理学 基礎物理学 I 2 

基碍物理学1I 2 

基礎物質化学 2 2 

基礎無機化学 2 2 

基礎有機化学 2 2 

基礎物理化学 2 2 

基礎分析化学 2 2 

物理化学 1 2 

物理化学2 2 

物理化学演習 1 

錯体化学 2 

無機化学 1 2 

化学 無機化学2 2 

生物無機化学 2 

有機化学 1 2 

有機化学2 2 

理科
有機化学3 2 

有機化学演習 1 

分析化学 2 

環境化学 2 

高分子化学 2 

機器分析化学 1 2 

機器分析化学2 2 

生物学 2 2 

生物学 細胞生物学 2 

基備分子生物学 2 

地学
地学通論 2 2 

地球史学 2 

基礎物理学実験 2 2 

物質化学実験 1 2 2 

物理学実験・化学実験・
物質化学実験2 2 

生物学実験・地学実験 物質化学実験3 2 

物質化学実験4 2 

生物学実験 2 2 

地学実験 2 2 

合 計 24単位
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(2) 物質化学科

高等学校教諭一種免許状（理科）

免許
免許法施行 最低修得単位数
規則に定め 授業科 目 単位数

教科
る科目区分 必修 選択

物理学概論 2 2 

物理学 基礎物理学 l 2 

基礎物理学1I 2 

基礎物質化学 2 2 

基礎無機化学 2 2 

基礎有機化学 2 2 

基礎物理化学 2 2 

基礎分析化学 2 2 

物理化学 1 2 

物理化学2 2 

物理化学演習 1 

錯体化学 2 

無機化学 1 2 

化学 無機化学2 2 

生物無機化学 2 

有機化学 1 2 

有機化学2 2 

理科
有機化学3 2 

有機化学演習 1 2 

分析化学 2 

環境化学 2 

高分子化学 2 

機器分析化学1 2 

機器分析化学2 2 

生物学 2 2 

生物学 細胞生物学 2 

基礎分子生物学 2 

地学
地学通論 2 2 

地球史学 2 

某礎物理学実験 2 ※ 

物理学実験
生物学実験 2 ※ l 1科目地学実験 2 ※ 選択

化学実験
物質化学実験1 2 ※ 

必修

生物学実験
物質化学実験2 2 

地学実験
物質化学実験3 2 
物質化学実験4 2 

合 計 20単位
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(3) 地球科学科

中学校教諭一種免許状（理科）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位数
る科目区分 必修 選択

物理学
物理学概論 2 2 

地球基磋物理学 1 

化学 化学基礎 2 2 

生物学 2 2 

生物学 細胞生物学 2 

某翡分子生物学 2 

地学通論 2 2 

鉱物科学 2 

火成岩岩石学 2 

変成地質学 2 

金属・非金属資源学 2 

火山学 2 4 

変成岩岩石学 2 

地球エネルギー資源学 2 

地球史学 2 

地層学 2 

理科
地学 古生物学 2 

堆積学 1 

構造地質学 2 

自然災害学 2 

岩盤力学 I 1 

岩盤力学1I 1 

水文地質学 I 1 

水文地質学II 1 

士質力学 I 1 

士質力学1I 1 

防災学 2 

基礎物理学実験 2 2 

韮磋化学実験 2 2 

生物学実験 2 2 
物理学実験・化学実験・

地学実験 2 2 生物学実験・地学実験
岩石学実習（薄片•主要鉱物） 2 

岩右学実習（光学・組織） 1 

地層学演習 1 

合 計 20単位
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(3) 地球科学科

高等学校教諭一種免許状（理科）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位数
る科目区分 必修 選択

物理学
物理学概論 2 2 

地球基礎物理学 1 

化学 化学基碗 2 2 

生物学 2 2 

生物学 細胞生物学 2 

基碗分子生物学 2 

地学通論 2 2 

鉱物科学 2 

火成岩岩石学 2 

変成地質学 2 

金属・非金属資源学 2 

火山学 2 

変成岩岩石学 2 10 

地球エネルギー資源学 2 

地球史学 2 

地層学 2 

地学 古生物学 2 

堆積学 1 

構造地質学 2 
理科 自然災害学 2 

岩盤力学 I 1 

岩糀力学1I 1 

水文地質学 I 1 

水文地質学II 1 

士質力学 I 1 

土質力学1I 1 

防災学 2 

基磋物理学実験 2 ※ 

韮礎化学実験 2 ※ 1科目

選択

生物学実験 2 ※ 
必修

物理学実験

化学実験
地学実験 2 ※ 

生物学実験
地学実験 岩石学実習（薄片•主要鉱物） 2 

岩石学実習（光学・組織） 1 

地層学演習 1 

合 計 20単位
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(4) 数理科学科

中学校教諭一種免許状（数学）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位数
る科目区分 必修 選択

線形代数学 I 2 ※ 1科目

基礎数学 l 2 ※ 
選択

必修

線形代数学II 2 

代数学 I 2 

代数学 数理構造演習セミナーII 2 

代数学1I 2 

代数学1II 2 

情報数学基礎 2 

記号論理学 2 

数学要論 l 2 

数学要論II 2 

幾何学 I 2 2 

幾何学
数理構造演習セミナー I 2 

10 
幾何学1I 2 

幾何学1II 2 

位相数学1I 2 

数学 位相数学1II 2 

基礎解析学 I 2 ※ ｝ 1科目
基礎数学1I ※ 

選択
2 必修

基礎解析学II 2 

解析学 l 2 

数理解析演習セミナー I 2 

解析学 数理解析演習セミナーII 2 

解析学1I 2 

解析学1II 2 

複素解析学 I 2 

複素解析学II 2 

実解析学 2 

数理統計学 I 2 ※ ｝ 1科目「確率論、統計学」 選択

データサイエンス I 2 ※ 必修

現象数理 I 2 2 

現象数理II 2 

コンピュータ データサイエンス II 2 

離散数学 2 

データサイエンスIII 2 

合 計 20単位
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(4) 数理科学科

高等学校教諭一種免許状（数学）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位数
る科目区分 必修 選択

線形代数学 I 2 ※ ｝ 1科目
某礎数学 l 2 ※ 

選択
必修

線形代数学II 2 

代数学 I 2 

代数学 数理構造演習セミナー1I 2 

代数学II 2 

代数学1II 2 

情報数学基礎 2 

記号論理学 2 

数学要論 I 2 

数学要論II 2 

幾何学 I 2 2 

位相数学 I 2 10 
幾何学 数理構造演習セミナー I 2 

幾何学II 2 

幾何学1II 2 

数学
位相数学II 2 

位相数学rn 2 

某礎解析学 l 2 ※ ］ 1科目
某礎数学II 2 ※ 

選択
必修

基礎解析学II 2 

解析学 I 2 

数理解析演習セミナー I 2 

解析学 数理解析演習セミナー1I 2 

解析学II 2 

解析学1II 2 

複素解析学 l 2 

複素解析学II 2 

実解析学 2 

「確率論、統計学J
数理統計学 I 2 ※ ｝ 1科目
データサイエンス l 2 ※ 

選択
必修

現象数理 l 2 2 

現象数理II 2 

コンピュータ データサイエンス 11 2 

離散数学 2 

データサイエンス1II 2 

合 計 20単位
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(5) 知能情報デザイン学科

高等学校教諭一種免許状（情報）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位数
る科目区分 必修 選択

情報と社会・倫理 2 2 

情報社会（職業に関す コンピュータセキュリティ 2 
る内容を含む。） ・情

コンピュータサイエンス基礎 ※ 報倫理 2 ｝ 1科目
情報と職業 ※ 

選択
2 必修

計算機アーキテクチャ 2 ※ ｝日現象数理 I 2 ※ 

現象数理II 2 

コンピュータ・ハードウェア甚礎 2 

Cプログラミング 4 

コンピュータ及び情報
オブジェクト指向プログラミング 2 

8 
処理 アプリケーションプログラミング演習 2 
（実習を含む。）

データサイエンス11 2 

データサイエンスm 2 

情報処理演習 2 

数理統計学II 2 

データサイエンス基礎 2 

情報
AI基碗 2 

ソフトウェア工学 2 ※ 

｝日オペレーションズ・リサーチ I 2 ※ 

オペレーションズ・リサーチ1I 2 

アルゴリズム基囃 2 

情報システム アルゴリズムとデータ構造 2 

（実習を含む。） データベース 2 

オペレーティングシステム 2 

基碍データ構造演習 2 

システム創成プロジェクトA 4 

システム創成プロジェクト B 6 

コンピュータネットワーク 2 ※ ｝ 1科目情報通信ネットワーク
基幹数理概論 ※ 

選択

（実習を含む。）
2 必修

展開数理概論 2 

マルチメディア工学 2 ※ ｝ 1科目
マルチメディア表現

選択
現象数理III 2 ※ 必修

及び技術
（実習を含む。） ヒューマン・コンピュータ・インタラクション 2 

データサイエンスW 2 

合 計 20単位
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(6) 機械・電気電子工学科

高等学校教諭一種免許状（工業）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位数
る科目区分 必修 選択

工業概論 2 2 
制御工学 l 2 
制御工学1I 2 

流体力学某礎 2 

工業熱力学 2 
熱流体工学 2 

材料力学 l 2 

材料力学1I 2 

機械力学 l 2 

機械力学1I 2 

ロボット機構学 2 
機械要素 2 

機械計測 2 
機械製図 2 
機械CAD 2 
機械設計演習 2 
回路理論I 2 

工業
工業の関係科目 回路理論II 2 

電磁気学 2 16 

電気数学 2 
計測工学基礎 2 
アナログ電子回路 2 

ディジタル電子回路 2 

電磁波工学 2 
通信工学 2 
信号理論 2 

光工学 I 2 

光工学1I 2 

光計測 2 

電磁気計測 2 
プログラミング入門II 2 
コンピューターネットワーク基礎 2 

機械・電気電子工学実験 I 2 

機械・電気電子工学実験II 2 
機械・電気電子工学実験III 2 

職業指導 職業指導概説 I 2 2 

合 計 20単位
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(7) 建築デザイン学科

高等学校教諭一種免許状（工業）

免許
免許法施行 最低修得単位数

教科
規則に定め 授業科 目 単位
る科目区分 必修 選択

工業概論 2 2 

製図枯礎演習 2 

現代建築論 2 

建築構造力学 I 2 

建築構造基礎 2 

建築施工学 2 

建築設計製図 I 2 

建築計画学 2 

都市計画論 2 

西洋建築史 2 

建築設計製図II 2 

住環境工学 I 2 

建築設備学 I 2 

建築構造力学1I 2 16 

工業
工業の関係科目 建築材料学 2 

建築構造計画学 2 

建築環境実験 2 

建築構造実験 2 

風土と住まい 2 

日本建築史 2 

建築都市空間論 2 

建築設計製図III 2 

建築設計製図w 2 

耐震設計学 2 

景観論 2 

建築生産 2 

繊維材料工学 2 

木質材料工学 2 

環境材料工学 2 

職業指導 職業指導概説 I 2 2 

合 計 20単位
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4. 教職専門科日の単位の修得方法

免許状の種類

教職専門科日 中学校教諭
高等学校教諭一種免許状

（卒業要件単位に 授業科目 単位 一種免許状
含めることはできない）

理科 数学 理科 数学 情報 工業

教科及び教科の指 数学科教育法概説 2 2 2 (2) 
導法に関する科目 数学科教育法特講 I 2 2 

数学科教育法特講II 2 2 2 

数学科教育法特講m 2 2 
各
中等理科教育法概説 2 2 2 (2) 

教
科 中等理科教育法特講 I 2 2 

の 中等理科教育法特講II 2 2 2 
指 中等理科教育法特講III 2 2 
導
情毅科教育法概説 2 2 
法
情報科教育法特講 I 2 

2 
情報科教育法特講II 2 

工業科教育法概説 2 2 

工業科教育法特購 2 2 

教育の基礎的理解に関 教職概論 2 2 2 2 (2) 2 (2) 2 2 〔2〕
する科目

教育原論II 2 2 2 2 2 2 2 

教育社会学概説 2 2 2 2 2 2 2 

学校教育心理学概説 2 2 2 2 (2) 2 (2) 2 2 〔2〕

特別支援教育 2 2 2 2 2 2 2 

教育課程論 2 2 2 2 2 2 2 

道徳、総合的な学習の 道徳教育指導論 2 2 2 
時問等の指導法及び生 総合的な学習の時間 2 2 2 2 2 2 2 
徒指導、教育相談等に

特別活動指導論 2 2 2 2 2 2 2 関する科目 (4) (4) 〔4〕
教育の方法および技術（情

2 2 2 2 2 2 2 
報通信技術の活用を含む）

生徒・進路指導論 2 2 2 2 
(2) 

2 
(2) 

2 2 
[2〕

教育相談の理論と方法 2 2 2 2 2 2 2 

教育実践に関する科目 教育実習 I 4 4 4 

教育実習II 2 2 (2) 2 (2) 2 2 

教育実習III 2 

事前及び事後の指導 1 1 1 1 (1) 1 (1) 1 1 

教職実践演習（中・高） 2 2 2 2 (2) 2 (2) 2 2 

合計単位数 39 3 9 3 1 (1 7) 3 1 (1 7) 3 1 3 1 〔10〕

備考 1 教育職員免許法施行規則第5条第1項表備考第5号の特例により，託等学校一種免許状（数学又は理科）を取得しようとするときは，

（）内の単位を修得し，合計単位数との差単位は，当該教科及び教科の指導法に関する科巨について修得することができる。

2 教育職員免許法施行規則第5条第1項表備考第6号の特例により，高等学校一種免許状（工業）を取得しようとするときは，

［ ］内の単位数を修得し，合計単位数との羞単位は，当該教科及び教科の指導法に関する科目について修得することができる。

3 中学校教諭免許状と高等学校教諭免許状を両方取得する場合，教育実習 Iのみ修得する。教育実習 Iと教育実習11を

両方修得する必要はない。

4 教育実習mについては，高等学校教諭免許状のみを取待するため教育実習11を修得した者が，中学校教諭免許状を
取得する際に行う実習である。

5 教職に関する科目の単位は，卒業要件となる単位に算入しない。

この表の「教職に関する科目」は，教育職員免許法施行規則第4条及び第5条に定める，教科及び教科の指導法に関する科目のうち

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。），教育の基礎的理解に関する科目，

道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目並びに教育実践に関する科目を指す。

6 平成31年4月1日以降に平成30年度以前入学者と同学年に編入学，転入学又は再入学した者で，次のいずれかに該当する

場合は，総合理工学部履修細則（令和3年2月17日一部改正）別表6の規定を適用する。

一 短期大学を卒業後，平成31年4月以降に編入学した場合

― 高等専門学校又は専門学校を卒業後，平成31年4月以降に編入学した場合

一 本学部の 1日課程に在学していたものが，平成31年4月以降に卒業せず退学した後，間を置いて本学部に再入学した場合

7 備考6のいずれにもよらない場合の履修方法については，島根県教育委員会等と協議する。
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5.大学が独自に設定する科目の単位の修得方法

免許状の種類 単位数 備 考

中学校教諭一種免許状 4 「3.教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）の
単位の修得方法」に定める表に基づき修褥した20単位及び「4.教職に
関する科目の単位の修得力法」に定める表に基づき修得した単位数を含め

高等学校教諭一種免許状 1 2 ることはできない。

6.介護等の体験について

(1) 中学校教諭一種免許状を受ける場合には，介護等の体験が必要である。

(2) 介護等の体験に関し必要な事項は，別に定める。

【教職実践演習について】

教職実践演習は「教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）第2条第1項の表備考 十 教職実践演習は、当該演
習を履修する者の教科及び教職に関する科目（教職実践演習を除く。）の履修状況を踏まえ、教員として必要な知識技能を修
得したことを確認するものとする（次条第一項、第四条第一項、第五条第一項、第九条及び第十条の表の場合においても同様
とする。）。」として，全学年を通じた「学びの軌跡の集大成」として位置付けられている，教育職員免許状を取得するため
の必修科目です。

教職実践演習の履修学年は4年生ですが，入学の段階から教職課程に閑する科目や教職課程外での活動等を通じての学修内
容等の振り返り確認を行います。また，教員としての資質能力を形成するにあたっての自己課題や達成目標等を明らかにしな
がら学び続けるために， 「教職履修ポートフォリオ」の作成が義務付けられています。この「教職履修ポートフォリオ」は以
下の準備が必要です。

1. 「教職履修ポートフォリオ」についての説明会に出席すること。
(2年生前期に実施）

2. 「教職履修ポートフォリオ」を提出すること。
(2年・ 3年・ 4年の各学年の前期に提出）

3. 「教職実践演習」を履修するためには，履修年度において「教育実習」及び「事前及び事後の指導」
以外の教育職員免許状取得に必要とされている科目をすべて修得していること。もしくは，当該年度に
おいて不足単位を修得見込みであること。
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総合理工学部教育実習取扱規則

（趣旨）

（平成 16年島大総合理工学部規則第 19号）

（平成 16年4月 1日制 定）

〔令和 6年 3月 13日最終改正〕

第1条 この規則は，総合理工学部の学生で，真に教育職員になる意思のある者が，数学，理科又

は情報の教育職員免許状を取得するために教育実習を履修する場合の手続き等に関し必要な事

項を定める。

（教育実習の許可）

第2条 教育実習履修希望者は，教育実習履修願を，指導教員又は学科長の承認を得て，原則とし

て， 3年次前期の所定の期日までに，学部長に提出しなければならない。

2 学部長は，教務委員会の議を経て，教育実習の履修を許可するものとする。

3 次の各号の一に該当するものは，原則として，教育実習の履修を許可しない。

ー 数学又ば情報の免許状を取得しようとする者で，教育実習履修願提出時の修得単位数（「各

教科の指導法」又は教育の基礎的理解に関する科目，道徳，総合的な学習の時間等の指導法及

び生徒指導教育相談等に関する科目若しくは教育実践に関する科目を除く。）が 70単位に

満たない者

二 理科の免許状を取得しようとする者で，教育実習履修願提出時の修得単位数（「各教科の指

導法」又は教育の基礎的理解に関する科目，道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指

導教育相談等に関する科目若しくは教育実践に関する科目を除く。）が 77単位に満たない

者

― 「教職概論」を修得していない者
4 教育実習の履修を許可された者で，数学，情報及び理科の免許状を取得しようとする者は，

教育実習履修時までに，原則として，以下に定める単位数を修得しなければならない。

ー 中学校教諭一種免許状を取得しようとする者は，「各教科の指導法」又は教育の基碗的理解

に関する科目，道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目

若しくは教育実践に関する科目 12単位以上（各教科の指導法（概説2単位を含む。） 4単位

及び「生徒・進路指導論」又は「教育相談の理論と方法」のいずれか2単位を含む。）

二 高等学校教諭一種免許状を取得しようとする者は，「各教科の指導法」又は教育の基礎的理

解に関する科目，道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科

日若しくは教育実践に関する科目 12単位以上（各教科の指導法概説2単位及び「生徒・進路

指導論」又は「教育相談の理論と方法」のいずれか2単位を含む。）

5 次の各号の一に該当する者は，教育実習の履修の許可を取り消すことがある。

伝染性疾患等教育実習を行うに妨げとなる疾病状態にある者

「事前及び事後の指導」の履修手続きをしていない者及び事前指導に欠席した者

― 特別の理由がなく教育実習説明会に欠閻した者
（教育実習の辞退）

第3条 教育実習の履修を辞退する者は，速やかに教育実習辞退願を提出しなければならない。

（教育実習の履修）

第4条 教育実習は，原則として出身学校において行うものとし，これに必要な経費は本人の負担
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とする。

2 教育実習を許可された者は，教育実習実施前の所定の期日までに，教育実習生調査表を提出し

なければならない。

3 教育実習終了後は，教育実習記録簿を提出しなければならない。

（教育実習の評価及び単位の授与）

第5条 教育実習の成績は，教育実習校の意見を参考にして，教務委員会において評価し，合格と

判定された者に単位を授与する。

（科日等履修生への準用等）

第6条 第2条第3項及び第4項，第4条並びに第5条の規定は，科目等履修生が総合理工学部で

教育実習を履修する場合に準用する。

2 科目等履修生として教育実習を履修することができる者は，次の各号の一に該当する者とする。

本学部を卒業した者

島根大学大学院総合理工学研究科に在学する者

島根大学大学院総合理工学研究科を修了した者

島根大学大学院自然科学研究科に在学する者

島根大学大学院自然科学研究科を修了した者

口
四

五

1

2

 

1

2

 

1

2

 

ー

附則

この規則は平成 16年4月1日から施行する。

附則（平成 17年 6月 22日一部改正）

この規則は平成 17年6月22日から施行する。

附則（平成 19年 7月 25日一部改正）

この規則は平成 19年7月25 Hから施行する。

附則（平成 24年3月 19日一部改正）

この規則は，平成24年4月 1日から施行する。

平成23年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この規則による改正後の島根大学総合理工学部教育実習取扱規則の規定にかかわ

らず，なお従前の例による。

附則（平成 25年 3月 21日一部改正）

この規則は，平成25年4月 1日から施行する。

平成24年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この規則による改正後の島根大学総合理工学部教育実習取扱規則の規定にかかわ

らず，なお従前の例による。

附則（平成 26年 2月 24日一部改正）

この規則は，平成26年4月 1日から施行する。

附則（平成 30年 2月 28日一部改正）

この規則は，平成30年4月 1日から施行する。

平成29年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この規則による改正後の島根大学総合理工学部教育実習取扱規則の規定にかかわ

らず，なお従前の例による。

附則（平成 31年2月 20日 一部改正）

この規則は，平成31年4月1日から施行する。
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2 平成30年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この規則による改正後の島根大学総合理工学部教育実習取扱規則の規定にかかわ

らず，なお従前の例による。

附則（令和 2年 12月23日一部改正）

この規則は，令和3年 1月1日から施行する。

附則（令和 5年2月22日一部改正）

1 この規則は，令和 5年4月 1Hから施行する。

2 令和4年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理工学部教育実習取扱規則の規定にかかわらず，なお

従前の例による。ただし、第6条第2項については、令和4年度以前入学生（当該入学生と

同学年に編入学，転入学又は再入学する者も含む。）にあっても適用する。

附則（令和6年3月13日 一部改正）

1 この規則は，令和6年4月1日から施行する。

-88-



学芸員の資格を取得する

ための単位の修得方法





学芸員の資格を取得するための単位の修得方法
（総合理工学部履修細則別表8関係）

学芸員の資格を取得するためには，下記別表8に定める単位を修得する必要があります。
この単位は，博物館法施行規則に定める科目及び単位を総合理工学部における授業科目の「生涯教育論」から
「生物学実験」までの科目の中から，必修又は選択を含めて合計21単位修得しなければなりません。
岩石学実習（薄片•主要鉱物），岩石学実習（光学・組織），地学実験及び生物学実験以外の授業科目の単位
は，卒業要件の単位とならないので注意が必要です。

総合理工学部履修細則別表8

学芸員の資格を取得するための履修方法

博物館法施行規則に
総合理工学部における授業科目及び履修方法

定める科廿及び単位

科 単位 授業科目
単位数

履修資格目
必修 選択

生涯学習概論 2 生涯教育論 2 

博物館概論A
博物館概論 2 2 

博物館概論B

博物館資料論 2 博物館資料論 2 

博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 2 

博物館展示論A
博物館展示論 2 2 

博物館展示論B

博物館経営論 2 博物館経営論 2 

博物館情報・メディア論 2 
博物館情報・メディア論A

2 
博物館情報・メディア論B

教育原論II 2 
博物館教育論 2 

博物館教育論 1 

博物館実習II 1 博物館実習1I及び博物館
実習I11を除く 19単位を

博物館実習m 1 修得した者

岩石学実習（薄片・主要鉱物） 2 地球科学科
博物館実習 3 

岩石学実習（光学・組織） 1 地球科学科

地学実験
2 地球科学科以外

生物学実験

計 19 計 21 

備考 岩石学実習（薄片・主要鉱物），岩石学実習（光学・組織），地学実験及び生物学実験以外の授業
科日の単位は，卒業要件となる単位に算入しない。
この別表については，令和4年度入学者から適用する。
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各種資格について





各種資格について

1 教育職員免許状

卒業所要単位のほかに，教育職員免許法に定められた単位を修得することにより，次の教科の

中学校及び商等学校教諭免許状を取得することができます。 (P72参照）

｝ 子 科 中学校教諭一種免許状 商等学校教諭一種免許状

物 理 工 巫子 科 理 科 理 科

物 質 化 巫子 科 理 科 理 科

地 球 科 巫子 科 理 科 理 科

数 理 科 学 科 数 学 数 学

知能情報デザイン学科 ------情 報

機械・電気電子工学科 ------工 業

建築デザイン学科 ------工 業

※他学科の欄に記載されている教科の免許状も、単位修得などの必要な要件を満たすことで

取得することが可能です。

2 学芸員（全学科）

学芸員は，博物館等において資料の収集，保管，展示及び調査研究に関する専門的な職務に従事

し，卒業要件のほかに，博物館法に定められた単位を修得することが必要です。 (P89参照）

3 物理工学科

取得できる資格

修習技術者（応用理学部門）

（技術土試験の一次試験免除）

4 物質化学科

（機能材料化学コース）

取得できる資格

修習技術者（化学部門）

（技術土試験の一次試験免除）

（基礎化学コース，機能材料化学コース）

取得できる資格

毒物劇物取扱責任者

取得できる受験資格

危険物取扱者（甲種）
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取得要件

卒業所要単位を修得することが必要です。

取得要件

卒業所要単位を修得することが必要です。

取得要件

卒業所要単位を修得することが必要です。

取得要件

化学に関する授業科目を 15単位以上修得す

ることが必要です。



5 地球科学科

取得できる資格 取 得 要 件

修習技術者（応用理学部門）
卒業所要単位を修得することが必要です。

（技術士試験の一次試験免除）

測 量： 士 補 卒業所要単位を修得することが必要です。

6 機械・電気電子工学科

取得できる資格 取 得 要 件

第一級陸上特殊無線技士
卒業所要単位を含め，無線通信に関する所定の

授業科目を修得することが必要です。

第二級及び第三級海上特殊無線技士
卒業所要単位を含め，無線通信に関する所定の

授業科目を修得することが必要です。

7 建築デザイン学科

取得できる資格 取 得 要 件

卒業所要単位を修得することが必要です。イン

インテリアプランナー テリアプランナー試験に合格後，すぐに登録を受

（登録資格） けることができます。
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取得できる受験資格

級 建 築 士

二級建築士及び木造建築士

1級建築施工管理技上等

／一

建築機械施工技士

士木施工管理技士

電気工事施工管理技士

管工事施工管理技士

造園施工管理技土
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取得要件

建築士試験の受験に当たっては，建築士法の改

正に伴い，令和 2年度学科試験受験者からは，国

土交通大臣の指定する建築に関する科目（以下

「指定科目」という。）を修めて卒業した者は，卒

業後すぐに一級・ニ級・木造建築士試験を受験可

能です。

ただし，修得した指定科目の単位数により，建

築士免許の登録までに必要となる建築実務の経

験年数が異なります。 (P94参照）

(1級）卒業後に受検しようとする種目に関し，

3年以J::（指導監督的実務経験 1年以上を含む）

の実務経験が必要です。

(2級）以下の受検しようとする種目について，

卒業後にそれぞれの条件を満たさなければなり

ません。

【建築機械施工】

卒業後，受検しようとする種別に閣する 6月以

J::の実務経験を含む 1年以上の実務経験を有す

る者

【土木施工管理】【建築施工管理】【電気工事施工

管理】【管工事施工管理】【造園施工管理】

卒業後，受検しようとする種目（種別）に関し，

1年以上の実務経験を有する者



ー級建築士，二級建築士，木造建築士

建築デザイン学科の学生で，次の表に示す所定の科目（指定科目）を修得して卒業した者
は，ー級建築上，二級建築上及び木造建築上の受験資格が取得できる。

ただし，建築士免許の登録にあたっては，修得した指定科目の総単位数に応じて，一定年数

以上の建築実務の経験を要する。

建築士試験の受験資格取得
のための必修単位数

／刀＼ 野 科目名 単位数

ー級建築士
二級建築土及び
木造建築士

製図基礎演習 2 

デザインCAD 2 

建築設計製図
建築設計製図 I 2 

7単位以上 5単位以上
建築設計製図II 2 

建築設計製図III 2 

建築設計製図w 2 

現代建築論 2 

建築計画学 2 

都市計画論 2 

西洋建築史 2 

建築計画 インテリアデザイン 2 7単位以上

風土と住まい 2 

日本建築史 2 
7単位以上

建築都市空間論 2 

最観論 2 

住環境工学 I 2 

建築環境工学 建築環境実険 2 2単位以上

住環境工学II 2 

建築設備
建築設備学 I 2 

2単位以上
建築設備学II 2 

建築構造力学 I 2 

構造力学 建築構造力学1I 2 4単位以上

建築構造実験 2 

建築構造基礎 2 

建築一般構造
建築構造計画学 2 

3単位以上
6単位以上

構造設計学 2 

耐震設計学 2 

建築材料
建築材料学 2 

2単位以上
木造建築と木材 2 
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建築士試験の受験資格取得
のための必修単位数

ノ刀＼ 野 科目名 単位数

ー級建築士
二級建築士及び
木造建築士

建築生産
建築施工学 2 

2単位以上 l単位以上
建築牛産 2 

建築法規 建築法規 2 1単位以上 1単位以上

建築デザイン概論 2 

建築デザインセミナー 1 

住環境基礎 2 

しまね建築学 2 

建築見学 l 1 

その他 建築見学II 1 

建築構造・環境フィールドワーク 2 

技術と社会 2 

まちづくり演習 2 

ヘリテージマネジマント学 2 

建築デザイン特論 2 

60単位以上 (2年） 40単位以上 (0年）
総単位数＊ 50単位以上 (3年） 30単位以上 (1年）

40単位以上 (4年） 20単位以上 (2年）

＊ （ ）は，建築士免許の登録にあたって最低限必要となる建築実務の経験年数である。

※ 学部・博土前期一貰プログラムAの修了者におけるー級建築土免許の登録にあたって最低限
必要となる建築実務の経験年数は， 3年以上必要である。
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総合理工学部関係規則等

(1)総合理工学部規則（別表を除く）

(2)総合理工学部履修細則（別表を除く）

(3)総合理工学部における履修科目の登録の上限に関する要項

(4) 「就業体験実習（インターンシップ）」の成績評価及び単位認定に関する申合せ

(5)総合理工学部3年次編入学者に対する在学年限についての確認事項

(6)総合理工学部における 3年次編入学者の入学前の既修得単位認定に係る申合せ

(7)島根大学総合理工学部・総合理工学研究科における成績評価に係る不服申立てに

関する取扱要項

(8)総合理工学部学生の博士前期課程授業科目の履修に関する要項

(9)総合理工学部における学際的卒業研究に関する取扱要項

〔理工特別コース関係〕

(10)総合理工学部理工特別コースにおける履修科目の登録の上限に関する要項

〔地域人材育成コース関係〕

(11)総合理工学部における地域人材育成コースに関する取扱要項

〔バイリンガル教育コース関係〕

(12)総合理工学部バイリンガル教育コースにおける履修科目の登録の上限に関する要項

［学部・博士前期課程一貫教育プログラム関係〕

(13)総合理工学部における学部・博士前期一貫プログラムに関する取扱要項

(14)大学院自然科学研究科における学部・博士前期一貫プログラムに関する取扱要項

〔島大クロス教育関係〕

(15)総合理工学部におけるクロス教育に関する取扱要項

〔委員会規則〕

(16)総合理工学部教務委員会規程

(17)総合理工学部学生委員会規程

(18)総合理工学部就職委員会規程





総合理工学部規則

（趣旨）

（平成 16年島大総合理工学部規則第 1号）

［平成 16年 4月 1H 制定］

〔令和 6年 5月 29日最終改正〕

第 1条 島根大学総合理工学部（以下「本学部」という。）における組織，教

育課程，履修方法，課程修了の認定等については，学則（平成 16年島大学則

第 2号。）に定めるもののほか，この規則の定めるところによる。

（教育研究上の目的）

第 1条の 2 本学部は，専門的基礎学力と総合的視野をもった活力ある人材の育

成を日的とする。

（学科）

第 2条 本学部に次の学科を置く。

物理工学科

物質化学科

地球科学科

数理科学科

知能情報デザイン学科

機械・電気電子工学科

建築デザイン学科

（教育組織の編成）

第 2条の 2 本学部は，本学の教授，准教授，講師及び助教のうち，学部におけ

る教育及び研究指導を担当する資格を有する者をもって編成する。

（単位制）

第 3条教育課程の履修は，単位制とする。

（授業科目の意義及び区分）

第 4条授業科日とは，教育課程における授業の科 Hをいう。

2 授業科目を内容により全学基礎教育科目及び専門教育科目に分ける。

（全学屈碍教育科目）

第 5条 全学基礎教育科目は，次の履修区分毎に開設するものとし，各履修区

分に属する授業科目，単位数及び履修方法については，別に定める。

島大 STEAM科目群

ユニバーサル科目群

地域創生科目群

教養育成科目群

第 6条削除

第 7条削除
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（専門教育科目）

第 8条 専門教育科目は，これを基盤科目，専門必修科目，専門選択科目及び

専門自由科目に分け，授業科目，単位数及び履修方法については，別に定め

る。

（授業科目の区分に関する履修上の特例）

第 9条 第 4条に規定する授業科目の区分により開設する授業科目について，

学生の専攻との関連において教育上有益と認めるときは，当該授業科日の

区分以外の区分に係る授業科目として履修させることができる。

（卒業研究等の単位の計算方法）

第 10条本学部において開設する卒業研究及び卒業論文は，開設する学科の指

導の形態に応じ，演習又は実験として取り扱うものとし，学科ごとに次の基

準により計算するものとする。

物理工学科の卒業研究

演習及び実験 30時間の研究指導をもって 1単位とする。

物質化学科の卒業研究

実験 45時聞の研究指導をもって 1単位とする。

地球科学科の卒業論文

実験 45時間の研究指導をもって 1単位とする。

数理科学科の卒業研究

演習 30時間の研究指導をもって 1単位とする。

知能情報デザイン学科の卒業研究

実験 45時間の研究指導をもって 1単位とする。

機械・電気電子工学科の卒業研究

実験 45時間の研究指導をもって 1単位とする

建築デザイン学科の卒業研究

浪習 30時間の設計指導，若しくは

実験 45時間の研究指導をもって 1単位とする。

（各科目の履修）

第 11条学生は，入学初年度から全学基礎教育科目と並行して専門教育科目（教職

に関する科目を含む。）を履修することができる。

（コース別の履修方法）

第 12条 以下の学科の学生は，指定された授業科目を系統的に履修することに

より，卒業研究又は卒業論文を履修するまでに，次のコースに分かれる。

物理工学科 某礎物理学コース，電子デバイス工学コース

物質化学科 基礎化学コース，機能材料化学コース

地球科学科 地球物質資源科学コース，地球環境科学コー

数理科学科

知能情報デザイン学科

建築デザイン学科

ス， 自然災害科学コース

数理基幹コース，数理展開コース

情報システムデザインコース，データサイエ

ンスコース

建築構造・住環境コース，建築計画デザイン

コース
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（理工特別コース）

第 12条の 2 本学部に理工特別コースを置き，コースで指定された授業科目を

履修するものとする。

（バイリンガル教育コース）

第 12条の 3 本学部にバイリンガル教育コースを置き，コースで指定された授

業科目を履修するものとする。

（学部・博士前期一貫プログラム）

第 12条の 4 本学部に学部・博士前期一貰プログラムを置くものとする。

（最低修得単位数及び履修手続）

第 13条学生は，最終学年を除き， l学年間に最低 20単位を修得しなければな

らない。

2 学生は，各学期の始めに，履修しようとする科目を定め，所定の様式に

より，指定された期日までに，届け出なければならない。

（編入学者，再入学者及び転入学者の既修得単位の認定）

第 14条 学則第 9 条，第 10条又は第 12条の規定により入学を許可された

者が，入学前に，他の大学，短期大学，高等専門学校等において修得した

単位については，学則第 14条の規定に基づき，教授会の議を経て，その全

部又は一部を本学部において修得した単位として認定する。

（編入学者，再入学者及び転入学者の修業年限）

第 15条 学則第 9 条の規定により入学を許可された者の修業年限は， 2年

とする。

2 学則第 10条又は第 12条の規定により入学を許可された者の修業年限は，

当該志願者の合否を決定するときに，教授会の議を経て決定する。

（編入学者，再入学者及び転入学者の在学年限）

第 16条 学則第 9条から第 12条の規定により編人学等を許可された者及び学

則第 16条又は第 17条の規定により転学部等を許可された者の在学年限は，

別に定める。

（他の大学又は短期大学の授業科目の履修及び認定）

第 17条 学生は，学則第 32条の規定により，他の大学又は短期大学の授業

科目の履修を希望するとき又は学則第 44条の規定により， 外国の大学又

は短期大学に留学を希望するときは，当該大学又は短期大学と協議が成立

している場合に限り，学部長の許可を得て，当該大学又は短期大学の授業

科日を履修することができる。

2 他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）で修得した単

位は， 60単位を限度として教授会の議を経て，卒業要件の単位として認定

することができる。

（大学以外の教育施設等における学修及び認定）

第 18条 学生が学則第 33条の規定により，短期大学，高等専門学校の専科

又は高等専門学校における学修を希望するときは，学部長は，教育上有益

と認めたものについて，教授会の議を経て，当該教育施設等における学修

を許可するものとする。

2 学生が前項に定めるもの以外の文部科学大臣が定める大学以外の教育施

設等における学修を希望するときは，学部長は，特に教育上有益と認めた
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ものについて，教授会に諮り，当該教育施設等における学修を許可するこ

とができる。

3 第 1項の規定に基づく学修により修得した単位は，前条第 2項の規定に

より認定する単位数と合わせて 60単位を限度として，教授会の議を経て，

卒業要件の単位として認定することができる。

4 第 2項の規定に基づく学修により修得した単位は，卒業要件の単位には

算入しない。

（課程修了の要件及び認定）

第 19条 学則第 49条の規定による課程を修了するためには，別表に定める

学科別履修単位数を修得しなければならない。

2 課程の修了は，所定の期間在学し，所定の単位を修得した者について，

教授会の議を経て学部長が認定する。

（教育職員免許状の取得）

第 20条 学生は，教育職員免許法（昭和 24年法律第 147号）に定める所定の

単位を修得することにより，教育職員免許状を取得することができる。

2 教育職員免許状取得のための授業科目，単位数及び履修方法は，別に定

める。

（特別聴諧学生）

第 21条 学則第 62条の規定により，他の大学又は短期大学（外国の大学又は

短期大学を含む。）の学生が本学部の授業科目の履修を希望するときは，学

部長は，教授会に諮り教育上有益と認め，かつ，当該大学との協議が成立

したものについて，特別聴講学生として学長に許可の申請をするものとす

る。

（日本語科目及び日本事情に関する科目）

第 22条 学則第 64条の規定により入学を許可された者に対し，日本語科目

及び日本事情に関する科 Hを次のとおり置くこととし，授業科目，単位数

及び履修方法については，別に定める。

ユニバーサル科目群 H本語

ユニバーサル科目群 日本事情

（外国人留学生等の履修の特例）

第 23条 外国人留学生が，前条に規定する科目を履修し，単位を修得したと

きは，別表に規定する課程修了の要件として修得すべき単位のうち，全学韮

礎教育科日のユニバーサル科目群の単位は 10単位を日本語科日についての単

位で，全学基礎教育科目の人文社会科学分野及び自然科学分野についての単位

は 8単位までを日本事情に関する科目についての単位で代えることができる。

2 前項の規定は，外国人留学生以外の学生で，外国において相当の期間中

等教育（中学校又は高等学校に対応する学校における教育をいう。）を受け

たものの教育に教授会が必要であると認めた場合に準用する。

（学芸員の資格の取得）

第 24条 学生は，博物館法（昭和 26年法律第 285号）に定める所定の単位を

修得することにより，学芸員の資格を取得することができる。

2 学芸員の資格取得のための授業科目，単位数及び履修方法は，別に定め

る。
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（組織的研修等）

第 25条 授業の内容及び方法の改善を図るため，組織的な研修及び研究を実

施するものとする。

附則

1 この規則は，平成16年4月1日から施行する。

2 島根大学学則（平成16年島大学則第2号）附則第2項の規定に某づき，平成15年

9月30日において島根大学総合理工学部（以下「旧島根大学総合理工学部」という。）

に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成16年4月以降に在学者の所属する年

次に編入学，転入学又は再入学する者（以下「編入学者等」という。）が旧島根大学総合

理工学部を卒業するために必要であった教育課程の履修は島根大学総合理工学部が行う

ものとし，在学者及び編入学者等の教育課程に関し必要な事項は平成 15年9月30日

における旧島根大学総合理工学部規則等の定めるところによる。

附則（平成 17年 2月 23日 一部改正）

1 この規則は，平成17年4月1日から施行する。

2 平成 16年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この規則による改正後の島根大学総合理工学部規則の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

附則（平成 19年 12月 19日 一部改正）

この規則は，平成20年4月1日から施行する。

附則（平成 21年 2月 23日 一部改正）

この規則は，平成21年4月1日から施行する。

附則（平成 22年 2月 24日 一部改正）

1 この規則は，平成22年4月1日から施行する。ただし，この規則による改正後の島根

大学総合理工学部規則（以下「改正後の規則」という。）別表備考3の規定は，平成

2 1年4月1日から適用する。

2 平成21年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者

については，この規則による改正後の規則別表（備考3を除く。）の規定にかかわらず，な

お従前の例による。

附則（平成 23年 2月 23日 一部改正）

1 この規則は，平成23年4月1日から施行する。

2 平成22年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この規則による改正後の島根大学総合理工学部規則の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

附則（平成 24年 3月 19 H 一部改正）

1 この規則は，平成24年4月1日から施行する。

2 平成23年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この規則による改正後の島根大学総合理工学部規則の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

附則（平成 25年 3月 21日 一部改正）

1 この規則は，平成25年4月1日から施行する。

2 平成24年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この規則による改正後の島根大学総合理丁学部規則の規定にかかわらず，

なお従前の例による。
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附則（平成 26年 2月 24日 一部改正）

1 この規則は，平成26年4月1日から施行する。

2 平成25年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この規則による改正後の島根大学総合理工学部規則の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

附則（平成 27年 2月 24日 一部改正）

1 この規則は，平成27年4月1日から施行する。

2 平成26年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この規則による改正後の島根大学総合理工学部規則の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

附則（平成 28年 2月 24日 一部改正）

1 この規則は，平成28年4月1日から施行する。

2 平成27年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この規則による改正後の島根大学総合理工学部規則の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

附則（平成 29年 2月 22日 一部改正）

1 この規則は，平成29年4月1日から施行する。

2 平成 28年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転人学又は再入学する

者については，この規則による改正後の島根大学総合理工学部規則の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

附則（平成 30年 2月 28日一部改正）

1 この規則は，平成30年4月1日から施行する。

2 平成29年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この規則による改正後の島根大学総合理工学部規則の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

附則（平成30年2月20日 一部改正）

1 この規則は，平成31年4月1日から施行する。

2 平成30年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転人学又は再入学する者に

ついては，この規則による改正後の島根大学総合理工学部規則の規定にかかわらず，なお従

前の例による。ただし，別表備考7については，平成30年度以前の入学生（当該入学生と

同学年に編入学，転入学又は再入学する者も含む。）にあっても適用する。

附則（令和 2年 12月23日 一部改正）

この規則は，令和3年1月 1日から施行する。

附則（令和 3年2月 17 H 一部改正）

1 この規則は，令和3年4月1日から施行する。

2 令和 2年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学、転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理工学部規則の規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。

附則（令和4年3月 16日 一部改正）

1 この規則は，令和4年4月1日から施行する。

2 令和 3年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学、転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理丁学部規則の規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。ただし，別表にある理工特別コース（学部共通）の専門必修，専門選択の履修単位
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については，令和 2年度及び令和 3年度入学生（当該入学生と同学年に編入学，転入学又

は再入学する者も含む。）にあっても適用する。

3 総合理工学部理工特別コースにおける早期卒業に関する取扱要項（平成23年2月23日

制定）は廃止する。

附則（令和 5年 2月22日 一部改正）

1 この規則は，令和5年4月1日から施行する。

2 令和4年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学、転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理工学部規則の規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。

附則（令和6年 2月21日 一部改正）

1 この規則は，令和6年4月 1日から施行する。

2 令和 5年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学、転入学又は再人学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理工学部規則の規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。

附則（令和6年5月29日 一部改正）

1 この規則は，令和6年4月 1日から施行する。

2 令和 5年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学、転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理工学部規則の規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。
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総合理工学部履修細則

（平成16年島大総合理工学部細則第1号）

（平成16年4月 1日制定）

〔令和6年9月18H最終改正〕

澳旨）

第1条 この細則は，総合理工学部規則（平成16年島大総合理工学部規則第1号。以下「規則」

という。）の規定に基づき，島根大学総合理工学部の教育課程及び履修方法の細目を定める。

（全学某碕教育科目の履修）

第2条規則第5条の規定による全学基礎教育科Hの履修の細目については，別表1の全学基礎教

育科目履修表に定める。

第3条削除

第4条削除

（専門教育科目の履修）

第5条規則第8条の規定による専門教育科目の履修の細目については，別表の専門教育科目（基

盤科目）履修表及び別表の専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科

目）履修表に定める。

（教育職員免許状取得のための履修方法）

第6条規則第20条第2項の規定による教育職員免許状取得のための，教育職員免許法第5条別

表第1備考第4号に規定する文部科学省令で定める科目（教育職員免許法施行規則第66条の

6)'教科に関する科目及び教職に関する科目の履修については，別表6の教育職員免許状取得

のための履修方法に定める。

（日本語科目及び日本事情に関する科目の履修）

第7条規則第22条及び第23条の規定による日本語科目及び日本事情に関する科目の履修の

細目については，別表7の日本語科目及び日本事情に関する科目履修表に定める。

（学芸員の資格取得のための履修方法）

第8条規則第24条第2項の規定による学芸員の資格取得のための履修方法は，別表8の学芸

員の資格取得のための履修方法に定める。

（バイリンガル教育コースの履修）

第9条規則第12条の3の規定によるバイリンガル教育コースの履修の細目については，第2条，

第3条及び第5条の規定にかかわらず別表9のバイリンガル教育コース履修表に定める。

附則

この細則は，平成16年4月1日から施行する。

附則（平成17年1月26日一部改正）

1 この細則は，平成17年4月1日から施行し，この細則による改正後の島根大学総合理工学部

履修細則別表4専門科目履修表のうち，物質科学科及び電子制御システム工学科の履修表並びに

別表5教育職員免許状取得のための履修方法3.教科に関する科目の単位の修得方法のうち，

(1)物質科学科及び（4)電子制御システム工学科の修得方法については，平成16年4月1
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日から適用する。

2 平成16年度以前の地球資源環坑学科，数理・情報システム学科及び材料プロセス工学科の入

学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する地球資源環境学科，数理・情報シ

ステム学科及び材料プロセス工学科の者については，この細則による改正後の島根大学総合理工

学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成17年2月23日一部改正）

1 この細則は，平成17年4月1日から施行する。

2 この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の細則」）別表5教育

職囁免許状のための履修表4.教職に関する科目の履修方法については，平成16年4月1日か

ら適用する。

3 平成16年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，改正後の細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。なお，改正後の細則別表4.地

球資源環境学科の表中，沸洋地質学概論については，平成14年4月1日から適用する。

附則（平成18年2月22日一部改正）

1 この細則は，平成18年4月1日から施行する。

2 この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の細則」）別表4専門

教育科目履修表物質科学科備考1.ただし書については平成17年度入学生から適用し，備考3.

については平成16年度入学生から適用する。

3 平成17年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者（物質

科学科を除く。）については，改正後の細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成19年2月28日一部改正）

1 この細則は，平成19年4月1日から施行する。

2 平成18年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編人学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の糾則」）の規定

にかかわらず，なお従前の例による。

3 前項の規定にかかわらず，改正後の細則別表2共通教養科目（主題別科目・展開科目）履修表

については，平成16年度入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者か

ら適用する。

附則（平成20年2月29 H 一部改正）

1 この細則は，平成20年4月1日から施行する。

2 平成19年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の細則」という。）

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の細則別表2.共通教養科目（主題

別科目・展開科目・総合科目）履修表については，平成16年度入学生及び当該入学生と同学年

に編入学，転入学又は再人学する者から適用する。

3 前項の規定にかかわらず，改正後の細則別表4.物質科学科の履修表並びに別表5.教育職員

免許状取得のための履修方法3.教科に関する科日の単位の修得方法のうち， （1)物質科学科

の表中，化学工学については，平成19年4月1日から適用し，改正後の細則別表4.材料プロ
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セス工学科の履修表中， 日本建築史については，平成17年4月1日から適用する。

附則（平成21年2月23日一部改正）

1 この細則は，平成21年4月1日から施行する。

2 平成20年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の細則」という。）

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の細則別表4.物質科学科の履修表

中，物質構造特論H,物質構造特論I,物質機能特論I,物質機能特論J,鼠子物理特論G及び

最子物理特論Hについては，平成18年4月1日から適用する。

附則（平成22年2月24日一部改正）

1 この細則は，平成22年4月1日から施行する。

2 平成21年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の細則」という。）

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の細則別表4.材料プロセス工学科

の履修表中，建築設計製図Wについては，平成19年4月1日から適用し，家族の生活と住まい

及び住まいの計画については，平成21年4月1日から適用する。

附則（平成23年2月23日一部改正）

1 この細則は，平成23年4月1日から施行する。

2 平成22年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の

例による。

附則（平成24年3月19日一部改正）

1 この細則は，平成24年4月1日から施行する。

2 平成23年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編人学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の糾則」という。）

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の細則別表4.物質科学科の履修表

中，太陽電池工学については，平成22年4月1日から適用する。

3 前項の規定にかかわらず，改正後の細則別表7.学芸員の資格を取得するための履修方法は，

平成24年度入学者から適用する。

附則（平成25年3月21 H 一部改正）

1 この細則は，平成25年4月1日から施行する。

2 平成24年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の細則」という。）

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の細則別表 4. 建築•生産設計

工学科の履修表中，企業実践プロジェクトについては，平成23年4月1日から適用する。

附則（平成26年2月24日一部改正）

1 この細則は，平成26年4月1日から施行する。

2 平成25年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の
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例による。

附則（平成27年2月24日一部改正）

1 この細則は，平成27年4月1日から施行する。

2 平成26年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の細則」という。）

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の細則別表4.数理・情報シス

テム学科の履修表中，数学海外演習については，平成26年度以前の入学生（当該入学者と同

学年に編入学，転入学又は再入学する者を含む。）にあっても適用する。

附則（平成28年2月24日一部改正）

1 この細則は，平成28年4月1日から施行する。

2 平成27年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の細則」という。）

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の細則別表4.理工特別コースの履

修表中，備考3については，平成26年度及び平成27年度入学生（当該入学者と同学年に編入

学，転入学又は再入学する者を含む。）にあっても適用する。

附則（平成29年2月22日一部改正）

1 この細則は，平成29年4月1日から施行する。

2 平成28年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則（以下「改正後の細則」という。）

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の細則別表4.各学科の履修表中，

海外就業体験については，平成27年度及び平成28年度入学生（当該入学者と同学年に編入学，

転入学又は再入学する者を含む。）にあっても適用する。

附則（平成30年2月28日一部改正）

1 この細則は，平成30年4月1日から施行する。

2 平成29年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の

例による。

附則（平成31年2月20日一部改正）

1 この細則は，平成31年4月1Hから施行する。

2 平成30年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編人学，転入学又は再入学する者につい

ては，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の

例による。ただし，別表5.物理・マテリアルエ学科の履修表にある， Materials Science及

び別表6.教職に関する科目の単位の履修方法の備考6のいずれかに該当する場合は，平成30

年度以前の入学生（当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者も含む。）にあって

も適用する。

附則（令和2年2月19日一部改正）

1 この細則は，令和2年4月1日から施行する。

2 令和元年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者について

-107-



は，この細則による改正後の島根大学総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の例

による。ただし，別表5.物理・マテリアルエ学科の履修表にある， Introduction to high-

temperature materialsについては，令和元年度以前の入学生（当該入学生と同学年に編入学，

転入学又は再入学する者も含む。）にあっても適用する。

附則（令和2年12月23日一部改正）

この細則は，令和3年1月1日から施行する。

附則（令和3年2月17日一部改正）

1 この細則は，令和3年4月1日から施行する。

2 令和2年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者について

は，この細則による改正後の総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

ただし，別表5.物理・マテリアル工学科の履修表にある， Phase diagrams and alloy design 

については，令和2年度以前の入学生（当該人学生と同学年に編人学，転入学又は再入学する者

も含む。）にあっても適用する。

附則（令和4年2月16日一部改正）

1 この細則は，令和4年4月1日から施行する。

2 令和3年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者について

は，この細則による改正後の総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

ただし，別表5.物理・マテリアル工学科の履修表にある， PhysicalMetallurgy of Engineer-

ing Alloys, Materials Processing for Control of Properties and Performance,材料科学か

ら社会を見る，別表9.物理・マテリアル工学科の履修表にある，外書輪読， MaterialsScie 

nee, Introduction to high-temperature materials, Phase diagrams and alloy design, Phys 

ical Metallurgy of Engineer-ing Alloys, Materials Processing for Control of Properties 

and Performance,別表5.数理科学科の履修表，別表6. 3 (4)数理科学科の中学校，高等

諏敦諭一種免許状（数学）の各表，及び別表9.数理科学科の履修表にある，離散数学，別表

6. 【教職実践演習について】，については，令和3年度以前入学生（当該入学生と同学年に編

入学，転入学又は再入学する者も含む。）にあっても適用する。理工特別コース（学部共通）の

履修表（備考3の (3)⑤の括弧蓄， （5）①及び③のただし蓄を除く。）については，令和2

年度及び令和3年度入学生（当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者も含む。）

にあっても適用する。

附則（令和5年 2月22日一部改正）

1 この細則は，令和5年4月1日から施行する。

2 令和4年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編人学，転人学又は再入学する者について

は，この細則による改正後の総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

ただし，別表5.及び別表9.各学科の履修表にある理工学PBL実習A,理工学PBL実習B,デ

ータサイエンス某礎， AI某礎，別表5.数理科学科の履修表，別表6. 3 (4)数理科学科の

中学校，高等学校教諭一種免許状（数学）の各履修表，別表6. 3 (5)知能清報デザイン学科

の高等学校教諭一種免許状（情報）の履修表，及び別表9.数理科学科の履修表にある，オペレ

ーションズ・リサーチI,オペレーションズ・リサーチ11については，令和4年度以前入学生
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（当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者も含む。）にあっても適用する。別表

5.及び別表9.建築デザイン学科の履修表にある，士質力学I'士質力学11については，令和

4年度入学生（当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者も含む。）にあっても適

用する。

附則（令和5年 3月15H 一部改正）

1 この細則は，令和5年4月1日から施行する。

2 令和4年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者について

は，この細則による改正後の総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

ただし，別表6. 3 (4)数理科学科の中学校，高等学校教諭一種免許状（数学）の各履修表，

にある，離散数学，オペレーションズ・リサーチI'オペレーションズ・リサーチII,データサ

イエンスmについては，令和4年度以前入学生（当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入

学する者も含む。）にあっても適用する。

附則（令和6年 2月21日一部改正）

1 この細則は，令和6年4月1日から施行する。

2 令和5年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者について

は，この細則による改正後の総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

ただし，別表5.物質化学科の履修表，別表9.物質化学科の履修表にある有機工業化学につい

ては，令和5年度入学生（当該入学生と同学年に編人学，転入学又は再人学する者も含む。）に

あっても適用する。その際，環境化学コース学生については「専門選択科目」，材料工学特別コ

ース学生については「＊ （履修することが望ましい授業科目）」とする。別表5建築デザイン学

科の履修表にある備考4については，令和5年度以前の入学生（当該入学生と同学年に編入学，

転入学又は再入学する者も含む。）にあっても適用する。別表5地球科学科の履修表にある備

考3については，令和2年度以前の入学生（当該入学生（地球資源環境学科も含む。）と同学年

に編入学，転入学又は再入学する者も含む。）にあっても適用する。

附則（令和6年5月29日一部改正）

1 この細則は，令和6年4月1日から施行する。

2 令和5年度以前の人学生及び当該入学生と同学年に編入学，転人学又は再入学する者について

は，この細則による改正後の総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

ただし，別表6. 3 (4)数理科学科の中学校，高等学佼教諭一種免許状（数学）の各履修表，

別表6. 3 (5)知能情報デザイン学科の商等学校教諭一種免許状（情報）の履修表について

は，令和5年度の入学生（（当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者も含む。）

にあっても適用する。

附則（令和6年9月18日一部改正）

1 この細則は，令和6年4月1日から施行する。

2 令和5年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者について

は，この細則による改正後の総合理工学部履修細則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

ただし，別表5.地球科学科の履修表にある備考1ただし書き、別表9.地球科学科の履修表に

ある備考2ただし書きについては，令和5年度の入学生（当該入学生と同学年に編入学，転入学
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又は再入学する者も含む。）にあっても適用する。
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総合理工学部における履修科目の登録の上限に関する要項

（趣旨）

（平成16年 3月17日 制定）

［令和 5年2月22日最終改正〕

第1条 この要項は，総合理工学部規則第 13条第 2項の規定に基づき，島根大学総合理

工学部（以下「本学部」という。）において履修できる単位数の上限に関し，必要な事項

を定める。ただし，理工特別コース及びバイリンガル教育コースの取扱いについては，

別に定める。

（対象科目）

第2条 履修科目の登録（以下「履修登録」という。）の上限の対象となる授業科目は，本

学部の課程修了の要件として履修する授業科目とする。ただし，集中講義として開謂す

る授業科目は上限単位数の対象としない。

（上限単位数）

第3条 履修登録の上限単位数については，次のとおりとする。

1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

物理工学科 各期 26

物質化学科 各期 25

地球科学科 25 30 30 30 25 25 25 25 

数理科学科 30 30 25 25 25 25 25 25 

知能情報デザイン学科 30 30 25 25 25 25 25 25 

機械・電気電子工学科 各期 24

建築デザイン学科 28 28 30 30 30 30 24 24 

（履修登録単位数の特例）

第4条 前条の規定にかかわらず，次の各号のーに該当する者は，履修登録の上限単位数

を超えて授業科目の登録を認めることがある。

成績優秀者

― 3年次編入学者
三再履修者

四 その他学科で認める者

（履修指導）

第5条 前条の規定により履修登録上限単位数を超えて授業科目を履修するにあたっては，

各学科が履修授業科目，単位数等適切な履修指導を行うものとする。

附則

この要項は，平成16年4月1日から施行する。

附則（平成19年12月19日一部改正）

1 この要項は，平成20年4月1日から施行する。

2 平成 19年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する
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者については，この要項による改正後の島根大学総合理工学部における履修科目の登録

の上限に関する要項第3条の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成23年2月23日一部改正）

この要項は，平成23年4月1日から施行する。

附則（平成24年 3月19日一部改正）

1 この要項は，平成24年4月1日から実施する。

2 平成23年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この要項による改正後の島根大学総合理工学部における履修科目の登録

の上限に関する要項第3条の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成26年 5月28日一部改正）

この要項は，平成26年5月28日から実施し，平成26年4月1日から適用する。

附則（平成28年 1月27日一部改正）

1 この要項は，平成28年4月1日から実施する。

2 平成27年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この要項による改正後の島板大学総合理工学部における履修科目の登録

の上限に関する要項第3条の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成30年 2月28日一部改正）

1 この要項は，平成30年4月1日から実施する。

2 平成29年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する

者については，この要項による改正後の島根大学総合理工学部における履修科目の登録

の上限に関する要項第3条の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（令和2年 12月23日一部改正）

この要項は，令和3年1月1日から実施する。

附則（令和5年2月22日一部改正）

1 この要項は，令和5年4月 1日から実施する。

2 令和4年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者

については，この要項による改正後の総合理工学部における履修科目の登録の上限に関

する要項第3条の規定にかかわらず，なお従前の例による。
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「就業体験実習（インターンシップ）」の成績評価及び単位認定に関する申合せ

（平成16年3月17日制定）

〔令和5年3月15日最終改正］

インターンシップ制度により就業体験を履修した学生の成績評価及び単位認定について，次

のとおり申合せる。

（認定科目）

1 授業科目名，単位数及び実施学年は別表のとおりとする。

（単位認定の申請）

2 単位認定を受けようとする学生は，就業体験単位認定願（別紙様式第1号）を教務委員長

に提出しなければならない。

（成績評価の方法）

3 成績の評価は，インターンシップ制度により学生を受け人れた企業等の指導責任者が行う

次の項日についての評価並びに大学教育センターが行う事前指導及び事後指導に関する評

価により行うものとする。

評価項目

出席状況，就業態度，責任感，積極性，協調性，テーマヘのアプローチ

（単位の認定）

4 教務委員長は，第2項の規定により就業体験単位認定願の提出があったときは，教務委員

会の議を経て，前項の評価に基づき単位の認定を行うものとする。

5 教務委員長は，単位認定結果を就業体験単位認定書（別紙様式第2号）により，当該学生

に通知するものとする。

附則

この申合せは，平成 16年4月1日から施行する。

附則（平成17年6月22日一部改正）

この申合せは，平成 17年6月22日から施行する。

附則（平成20年1月30日一部改正）

1 この申合せは，平成20年4月1日から施行する。

2 平成 19年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この申合せによる改正後の「就業体験実習（インターンシップ）」の成績評価及

び単位認定に関する申合せ第2項の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成24年3月19日一部改正）

1 この申合せは，平成24年4月1日から実施する。

2 平成23年度以前の人学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再人学する者に

ついては，この申合せによる改正後の「就業体験実習（インターンシップ）」の成績評価及

び単位認定に関する申合せ別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成25年3月21日一部改正）

1 この申合せは，平成25年4月1日から施行する。

2 平成24年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この申合せによる改正後の「就業体験実習（インターンシップ）」の成績評価及
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び単位認定に関する申合せ別表の規定にかかわらず，なお従前の例によるっ

附則 （平成26年3月19 H ・部 改 正）

1 この申合せは，平成26年4月1Hから施行する'-’

2 平成25什度以前の入学牛及び当該入学牛と同学仕．に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この申合せによる改正後の 「就棠体験実習 （インターンシップ）」の成績評価及

び爪位認定に閲する申合せ別表の規定にかかわらず， なお従前の例に．tな

附 則 （平成29年2月22日 一 部改止）

1 この中合せは，平成29年4月1日から施行する。

附 則 （平成30年2月28日一部改 IE)

1 この中合せは，平成30年4月1日から施行する。

2 ア成29年度以前の人学生及び当該人学生と同栄年に編人学，似人学．J...は再人学する省に

ついては，この1|」合せによる改正後の 「就業体敷丈習 （インターンシップ）」の成禎評価及

び単位認定に関する中合せ別表の規定にかかわらず，なお従前の例による,・,

附 則 （令和5年3月15|―1 一部改 正）

1 この市合せは，令和5年4H 1 Hから施行する。

2 令和 4年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，伝入学．又は再入学する者に

ついては，この申合せによる改正後の「就棠体験実習（インターンシッブ）」の成釈評価及

び叫寸認定に開する申合せ別表の規定にかかわらず，なお従前の例による，・，

別表

学 科

物煕工学科
~”~ ~ • ~ ~ " ~ ←P ~ " ~ "‘ " ~ ~ " ~ ~ " ・ " ~ ~—” ~ ~ 

物竹化学科

授栄科且名

就棠体験

就業体験

口位数 1 実施学年

2 • :1 • 4年
・→ ~ " ~ " ·…·~ ~ ~ " ” ~ ~—S~ ~ " ~ " ・,.‘" ~ " ~ "...~ " ← 

2 <3 • 4年I地球科学科 就棠体験 1 3. 4年

数四訂学科 •—• --l就支（木薮 •一• 一 ・— .-1--L --2. :]. -4ー仕
知能情報デザイン学科 就莱体験 2 • :1 • 4-!f-

1機械 ・電気電f・上学科 就業体険 l 2. 3. 4年•一 ，ー· • 9●99 ー・一9 99.,..  _ ,.9 999●9 ー・ •一9,.l ·-• 99 9● 9● 9-•, ..…9 999-9 99,.  9999 ＂一99 9-• - - 19ー，．，＂＇一 9 ," ' 999 9べ9 一9 90  9999 9ー’
建築デザイン学科 就業体験 1 I 2 • cl • 4年

（別紙様式第 1号～2号省略）

「就業体験実習 （インターンシップ）」の単位の取り扱いについて

1.物質化学科，数理科学科及び知能I古坂デザイン学科にあっては，それぞれ履修細則に定め
るところにより，学部規則第19条別表 「学科別同修単位」に定める専門敦育科門専円ド由

の単位とすることができるぐ4 地球科学科及び建築デザイン学科にあっては， I司別表の専門教

育科目専門選択又は専門口由の単位とすることができるc

2.物旺工学科にあっては，総合理上学部で開講する寺「9教育科目として履修し専門教育科目

専門自由の単位とすることができる。

3.機械 ・雷気淫子工学科にあってぱ，卒業要件となる単位に算入しないぐ
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様式第1号

令和 年 月 日
様式第2号

教務委員長 殿

単 位 函
uむ 定 書

所属学部

所属学科

学生番号

笠

学科

学 科

氏 名
学生番号

氏 名

就業体験実習単位認定願

|
1
1
5
1
 

下記の就業体験により単位認定を受けたいので，閥係書類を添えて願い出ます。

記

受入先

（企業等名）

期 間 令和 年 月 日 ～ 令和 年 月 日

就業日数 日 1就業時間 時間

授業科目名 単位数 評 価

上記のとおり，就業体験実習（インターンシップ）にかかる単位を認定します。

年 月 日

総合理工学部長



総合理工学部3年次編入学者に対する在学年限についての確認事項

r

ノ

日

認

日

認
1
確

1
確

6

月
会
月

[

員

び

＝

7
委

7

1

1

授

生

成

成
平

学

平

教

r

¥

 

〇 学則第9条の規定に韮づき，総合理工学部 3年次に編入学した学生の総合理工学部規則

第16条に定める在学年限は， 4年とする。
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総合理工学部における 3年次編入学者の入学前の既修得単位認定に係る申合せ

（平成 18年10月25日制定）

（令和5年3月15日最終改正）

総合理工学部における 3年次糾入学者（以下，「編入学者」という。）に係る既修得単位の認定の

手続きについては，この申合せによるものとする。

1．既修得単位の認定に必要な書類は次のとおりとする。

(1)既修得単位認定願（別紙様式1)

(2)入学前の大学等の履修規則 (1単位の授業時間数が分かるものを含む。）

(3)学業成績証明書（提出時に履修中の科目がある場合は，その旨が記載されたもの。）

(4)シラバス（教科書名を含む。）又は授業内容記載書

(5)その他認定に必要な書類

2.既修得単位の認定は次の基準によるものとする。

(1)全学共通教育科目

① 数理科学科，知能情報デザイン学科，機械・電気電子工学科，建築デザイン学科

基確科目，教養育成科目，及び自山選択 Iとして修得すべき最低修得単位数28~3 6 

単位（学科により修得すべき単位数が異なる。）については本学部で修得したものとして，

一括認定する。

② 物理工学科，物質化学科，地球科学科

基礎科目の健康・スポーツ／文化・芸術として修得すべき最低修得単位数2単位，教養育

成科目として修得すべき最低修得単位数12単位，及び自由選択 Iとして修得すべき最低

修得単位数4~8単位（学科により修得すべき単位数が異なる。）については，本学部で修

得したものとして，一括認定する。

健康・スポーツ／文化・芸術2単位を除いた基礎科目は，授業内容を審査し，本学部の授

業科目と同等と学部長が認めるものについて，個別に認定する。

(2)専門教育科日

① 物質化学科，数理科学科，知能情報デザイン学科，建築デザイン学科

専門教育科目（自然科学系学部共通科目）として修得すべき最低修得単位数4単位につ

いては，本学部で修得したものとして，一括認定する。

② 物理工学科

専門教育科目（自然科学系学部共通科目）として修得すべき最低修得単位数4単位，専

門教育科目（基盤科目）のうち，「基礎数学人門」「物理数学基礎 I」「物理数学演習A・

B」「基礎物理学A」「基礎物理学B」「力学演習A・B」「フレッシュマンセミナー」「物

理化学甚礎」，及び専門教育科目（専門必修科目）のうち，「線形代数某礎」「電磁気学演

習A・B」「情報科学演習」については，本学部で修得したものとして，一括認定する。

③ 地球科学科

専門教育科目（自然科学系学部共通科目）として修得すべき最低修得単位数4単位，専

門教育科目（某盤科日）のうち，「地球科学フィールドセミナー」「地球応用数学」「地球
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基儲物理学」「地球基礎化学」「地球情報解析学」については，本学部で修得したものとし

て，一括認定する。

④ 機械・電気電子工学科

専門教育科目（自然科学系学部共通科日）として修得すべき最低修得単位数4単位，及

び専門教育科目（某盤科目）として修得すべき最低修得単位数16単位については本学部

で修得したものとして，一括認定する。

なお，全学科とも，上記以外の専門教育科目は，授業内容を審査し，本学部の授業科目と同

等と学部長が認めるものについて，個別に認定する。

3.個別認定の手順は次のとおりとする。

(1)松江地区学部等事務部学務課（以下，「学務課」という。）は，編入学者選抜試験合格者から

入学確約書が提出された場合には，速やかに第 1項に掲げる書類を提出するよう入学確約書提

出者に依頼するものとする。

(2)学務課は，個別認定しようとする科目が基礎科目（外国語）の場合は，外国語教育センター

長，教職科目の場合は教育学部附属教師教育研究センター長，全学開放科目の場合は開講する

学部の長に第 1項で提出させた書類を添付して審査の依頼をするものとする。また，認定しよ

うとする科目が専門教育科目の場合は，人学しようとする学科の学科長に審査を依頼するもの

とする。

(3)学科長は，前号の依頼を受けた場合は，本学で認定しようとする授業科日を開設する担当教

員に対し，審査を依頼するものとする。

(4)担当教員は，関連資料に基づき認定の有無について審査しなければならない。この場合にお

いて，必要に応じて本人に対し面接又は試験を実施することができる。

4. 単位の認定基準は，次のとおりとする。

(1)入学前に取得した単位の授業時間数及び授業内容を勘案し，入学後に取得したものとして与

える単位を認定するものとする。

(2)入学前に取得した複数の科目を入学後の 1科目として単位を認定する場合は，授業時間数及

び授業内容を勘案し，認定するものとする。

(3)機械・竜気竜子工学科に入学する編入学者は，専門教育科日（自然科学系学部共通科目及び

某盤科目を除く。）の単位認定は30単位を限度とする。

(4)成績評価については，入学前に取得した単位の評価に対応する評価を基本とする。ただし，

複数の科目を入学後の 1科目として単位認定する場合の評価については，認定を行う教員の判

断によるものとする。

5.既修得単位として個別認定を受けた授業科目は，入学後に履修しても単位としては認定しない。

6. この申合せに定めるもののほか，既修得単位の認定に関して必要な事項は，別に定める。

附則（平成 19年 10月24日 一部改正）

この申合せは，平成 19年 10月24日から実施する。

附則（平成24年3月19日 一部改正）

1 この申合せは，平成24年4月 1日から実施し，平成26年度3年次編入学者から適用する。

2 平成25年度以前の 3年次編入学者については，この申合せによる改正後の総合理工学部に
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おける 3年次編入学者の入学前の既修得単位認定に係る申合せの規定にかかわらず，なお従前

の例による。

附則（平成25年3月21日 一部改正）

1 この申合せは，平成25年4月1日から実施し，平成27年度3年次編入学者から適用する。

2 平成26年度以前の 3年次編入学者については，この申合せによる改正後の総合理工学部に

おける 3年次編入学者の入学飢の既修得単位認定に係る申合せの規定にかかわらず，なお従前

の例による。

附則（平成26年2月24日 一部改正）

この申合せは，平成26年2月24日から施行し，平成25年4月 1日から適用する。

附則（平成29年2月22日 一部改正）

1 この申合せは，平成29年4月1日から施行する。

2 平成28年度以前の 3年次編入学者については，この申合せによる改正後の総合理工学部に

おける 3年次編入学者の入学前の既修得単位認定に係る申合せの規定にかかわらず，なお従前

の例による。

附則（平成30年2月28日一部改正）

1 この申合せは，平成30年4月1日から施行し，平成32年度3年次編入学者から適用する。

ただし，この申合せによる改正後の総合理工学部における 3年次編入学者の入学前の既修得単

位認定に係る申合せ（以下「改正後の申合せ」という。）第3項の規定は，平成30年4月1

日から適用する。

2 平成31年度以前の 3年次編入学者については，この申合せによる改正後の申合せ（第3項

を除く。）の規定に関わらず，なお従前の例による。

附則（平成31年2月20日 一部改正）

1 この申合せは，平成31年4月1日から施行する。

2 平成31年度以前の 3年次編入学者については，この申合せによる改正後の総合理工学部に

おける 3年次編入学者の入学前の既修得単位認定に係る申合せの規定にかかわらず，なお従前

の例による。

附則（令和元年7月24日一部改正）

1 この申合せは，令和元年7月24日から施行し，令和2年度3年次編入学者から遥用する。

2 平成31年度以前の 3年次編入学者については，この申合せによる改正後の総合理工学部に

おける 3年次編入学者の人学前の既修得単位に係る申合せの規定にかかわらず，なお従前の例

による。

附則（令和3年2月17日 一部改正）

1 この申合せは，令和 3年4月1日から施行し，令和5年度3年次編入学者から適用する。

2 令和4年度以前の 3年次編入学者については，この申合せによる改正後の総合理工学部にお

ける 3年次編入学者の入学前の既修得単位に係る申合せの規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。

附則（令和4年3月22日 一部改正）

この申合せは，令和4年4月 1Hから施行する。

附則（令和 5年3月15日 一部改正）
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1 この申合せは，令和5年4月1日から施行し，令和 7年度3年次編入学者から適用する。

2 令和6年度以前の 3年次編入学者については，この申合せによる改正後の総合理工学部にお

ける 3年次編入学者の入学前の既修得単位に係る申合せの規定にかかわらず，なお従前の例に

よる。
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り濯おも喋1%
令和年月 日

既 修 得単位認定顧

学部長殿

所属学祁総合理工学部 学科

氏名

下のとおり既修得単位の認定を受けたいので． 関係書類を添えてm諸します＇

1.入学前に在籍した大学等

大学等名及び学部，学科等

人学 学部

学科等

2.認定を受けようとする既修得単位

入学前に在籍した大学等で

修得した授業科目・五位数

記

入学及び卒棠又は速学年月日

年月 ヨ入学

年 月 ヨ 卒業・連学等

本＼’得した単位として稔定を

受けようとする授業科目・ 五位数

科目区分等 I 授業科日 1単位 1 科目区分等 I 授業利B I単位

- -- ― -- -9- - ←— ー •- - ----- - --—+ · — +-- ----- -•·• ー・ - +--― - --- -- - -•- - -- -

（注） 1 認定を受けようとする授菜科目・迅け粕が多いために「2.認宅を受けようとする口は符阜比欄に記入で

きない場合は，直雌池等I喋・目四涜授裔1目，叫蹟を記入頃〇環叫碍屯肩＇こ翫中すること 。

2 各悦棠弁目につ9ヽてそれぞれ授蜘べ谷干に軌邊（．即間やキ第3号）工J`•iナすること．

3 入学後の学部・学秤こよっては修褐し；上茶仕目のより踪紗3特_,.,ることがある。
4 記入に当たっては別添m滋得判99-Jhィ入知を参煕）こと．

別紙咲式第3号

授業内容等記載書

1授業科 目，単位数

2 担当教只

3 授業の方法

藷 義 演習 実習 実技 実験

4 授業内容（詳細に記入のこと）

5 授業で使用したテキスト等

テキスト名

著害名
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2 認定を受けようとする既修得出位

入学前に在袢した大学等で

修得した授業科目・単位数

豆＼哨芦した肋立としつ8定を
受けようとする授業科目・単位数

和田区分等 I 授業科E |血| 科E区分等 I 授業利日 1半位



総合理工学部・総合理工学研究科における成績評価に係る

不服申立てに関する取扱要項

（平成20年1月30日制定）

〔令和4年7月27日 最終改正〕

1 この要項は，成績の評価に関する取扱要項の規定に基づき，島根大学総合理工学部及び

総合理工学研究科における成績評価の疑義に関する取扱いについて必要な事項を定めるも

のとする。

2 成績評価に関する問合せは，成績の評価に関する取扱要項（平成 16年4月1日学長決

裁）第5項第2号に定める取扱いとする。

3 学部専門教育科目及び研究科授業科目に係る不服申し立ての手続き等は，次のとおりと

する。

(1)学生は，成績評価に係る不服申立書（別紙様式第 1号） （以下「申立書」という。）に

必要事項を記入し，松江地区学部等事務部学務課（以下「学務課」という。）に提示する

ものとする。

(2)学務課は，学生から提示された申立書の記載内容を確認し，申立書を教務委員長（博

士後期課程学生にあっては博士後期課程教務委員会委員長。以下「教務委員長」という。）

に提出するよう指示するものとする。

(3)教務委員長は，教務委員長及び教務委員（博士後期課程学生にあっては博士後期課程

教務委員会教務委員。以下「教務委員」という。）若千名で構成される調査委員会を設置

するものとする。

(4)調査委員会は，申立書の提出に対して以下のように対応するものとする。ただし，教

務委員長又は教務委員が当該授業科目の担当教員（以下「担当教員」という。）であった

場合には，担当教員を除く教務委員長が指名した委員長代行者，教務委員及びその他若

干名で構成される調査委員会が対応するものとする。

調査委員会は，

1-1. 当該学生と面談し，申立書の内容確認を行う。

1-2.担当教員と面談し，申立書の事実確認を行う。

1-3.成績評価に係る不服申立に対する回答蓄（別紙様式第2号） （以下「回答書」

という。）を作成し，担当教員に提示する。

解決案（回答書）を担当教員が受け入れた場合

1-4. 学務課に対し，当該学生を教務委員長の元に出向かせるよう依頼する。

1-5.教務委員長は，当該学生に対し回答する。

解決案（回答書）を担当教員が受け入れなかった場合

1-6.担当教員が関係する学科長又はコース代表（博±前期課程理工・医連携コース

及び博士後期課程理工学際創成コースにあっては研究科長が指名する者を含

む。）と面談し経過説明を行うと共に，学科又は教育コース（教育研究コース）

での検討を開始し，検討結果報告書（様式任意）を教務委員長あてに提出するよ

う依頼する。

1-7.検討結果報告脅受領後，直近の教務委員会又は博士後期課程教務委員会並びに

学部教授会又は研究科教授会に諮るものとする。
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1-8.上記会諺の結果を受け，教務委員長は，当該学生に会講の結果等を伝える。

4 学生が申立てをできる期間は，成績通知の日から起算して 20日以内とする。

5 卒業又は修了予定学期の学生に係る成績評価に関する不服申立てについては，前項の規

定にかかわらず，授業担当者の説明を受けた日から原則として 3H以内とする。

6 成績評価に係る不服申立ては，当該期間の当該科目に対して一回のみとする。

7 博士前期課程学生，博士後期課程学生の論文審査及び最終試験に係る不服申立ての手続

き等は，この要項を準用する。

附則

1 この要項は，平成20年4月 1日から実施する。

2 成績評価に関する不服申立てへの対応に係る申合せ（平成 18年 10月25日教授会

申合せ）は廃止する。

附則（平成24年3月19日 一部改正）

1 この要項は，平成24年4月 1日から実施する。

2 平成23年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者

については，この要項による改正後の島根大学総合理工学部・総合理工学研究科における

成績評価に係る不服申立てに関する取扱要項の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成26年2月24日 一部改正）

1 この要項は，平成26年4月 1日から実施する。

2 平成25年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者

については，この要項による改正後の島根大学総合理工学部・総合理工学研究科における

成績評価に係る不服申立てに関する取扱要項の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成30年2月28日 一部改正）

1 この要項は，平成30年4月1日から実施する。

附則（令和2年12月23 H 一部改正）

1 この要項は，令和 3年 1月1日から実施する。

附則（令和4年3月22日一部改正）

1 この要項は，令和4年4月1日から実施する。

附則（令和4年7月27日一部改正）

1 この要項は，令和4年7月27日から実施する。

（別紙様式第1号～ 2号省略）
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総合理工学部学生の博土前期課程授業科目の履修に関する要項

（趣旨）

（平成23年2月23日制定）

〔令和6年2月21日最終改正〕

第1条 この要項は，学則（平成 16年島大学則第2号）第31条の2の規定に基づき，島根大

学総合理工学部の学生が大学院自然科学研究科博士前期課程（以下「研究科博士前期課程」と

いう。）の授業科目を履修すること（以下「早期履修」という。）に関し，必要な事項を定め

る。

（日的）

第2条 早期履修は，大学院に進学を志望する学業優秀な学生に対して研究科博士前期課程の授

業科目を履修する機会を提供するとともに，大学院教育との連携を図ることを目的とする。

（履修資格）

第3条 早期履修ができる者は，次に該当する者とする。

一 履修時に卒業予定年次に在籍し，卒業研究又は卒業論文を履修する者

ニ 研究科博士前期課程に進学を志望し，指導教員から推横のあった者
（申請手続）

第4条 早期履修を希望する者は，あらかじめ授業担当教員の許可を得て，前期及び通年開講科

Hについては履修しようとする年度の前期履修登録期間終了日までに，後期開講科目について

は後期履修登録期間終了日までに早期履修申請書（別紙様式）により，学部長に申請するもの

とする。

（学部長の推薦）

第5条 学部長は，早期履修が教育上有益と認めるときは，研究科長に椎薦するものとする。

（履修の許可）

第6条 研究科長は，前条の推薦に基づき審査の上，早期履修を許可するものとし，学部長を通

じて本人に通知するものとする。

（履修科目の上限）

第7条 履修科目として申請することができる単位数は， 1 0単位までとする。ただし，島根大

学大学院自然科学研究科規則（平成30年島大自然科研究科規則第 1号。以下「研究科規則」

という。）別表第 1の各教育コース履修表に掲げる授業科目のうち，次に掲げる授業科目の単

位はこれに含めることができない。

アカデミック英語演習 I,II,工科系英語演習，研究と倫理，研究力とキャリアデザイン，学際

プレゼンテーション入門，英語による発表技術，実践教育プロジェクト I,II, III,海外インタ

ーンシップ，地域再生システム特論，植物機能開発学特論，セミナー I,II, III, N,特別研究 I,

II,III,N, 区理工農連携科目

（単位の授与）

第8条 単位の授与については，研究科規則第20条の規定を適用する。
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（修得した単位の取扱い）

第9条 第6条の規定により履修を許可された者（以下「早期履修者」という。）が修得した単

位については，早期履修者が卒業後研究科博上前期課程に入学した場合に限り， 1 0単位の範

囲内で修了要件単位に含めることができる。

2 早期履修者が修得した単位は，学部の卒業要件単位に含めることはできない。

附則

この要項は，平成23年4月1日から実施し，平成23年度入学生から適用する。

附則（平成26年7月23日一部改正）

この要項は，平成26年7月23日から実施する。

附則（平成27年2月24日一部改正）

この要項は，平成27年4月1日から実施する。

附則（平成30年2月28日一部改正）

この要項は，平成30年4月1日から実施する。

附則（令和2年7月22 H一部改正）

この要項は，令和 2年7月22日から実施する

附則（令和2年 12月23日一部改正）

この要項は，令和 3年 1月 1日から実施する

附則（令和4年 1月26日一部改正）

この要項は，令和4年4月1日から実施する

附則（令和6年2月21日一部改正）

この要項は，令和6年4月1日から実施する
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総合理工学部における学際的卒業研究に関する取扱要項

（平成25年3月21日制定）

〔令和6年2月21日 最終改正〕

（趣旨）

第 1条 この要項は，総合理工学部履修細則（平成 16年島大総合理工学部細則第1号）別

表4に規定する卒業論文，卒業研究（以下「卒業研究等」という。）の履修における学際

的卒業研究の認定等に関し必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第2条 学際的卒業研究とは，学生が本学部の指導教員（以下「主指導教員」という。）の

指導の下で本学部以外の教員（以下「副指導教員」という。）の指導も併せて受けながら

学際領域の研究を行う卒業研究等をいうものとする。

（申請）

第3条 学際的卒業研究を希望する者は，学際的卒業研究認定願を，主指導教員及び副指導

教員の承認を得て， 4年次前期の所定の期 Hまでに学部長に提出しなければならない。た

だし，早期卒業資格認定者にあっては， 3年次前期の所定の期日までに学部長に提出しな

ければならない。

（承認）

第4条 学部長は，前条の願い出があったときは，教授会の議を経て当該学生が履修する卒

業研究等を学際的卒業研究として承認することができる。

2 前項の規定により承認された場合，当該学生の申請に基づき履修の事実を証する学際的

卒業研究履修証明書を交付するものとする。

3 学部長は，学際的卒業研究として承認したときは，その旨を副指導教員の所属学部長又

は所属センター長に通知するものとする。

（成績の評価）

第5条 学際的卒業研究の成績評価については，主指導教員及び副指導教員協議の上，主指

導教員が行うものとする。

（修得証明書の交付）

第6条 学際的卒業研究として承認された卒業研究等の単位を修得した者の申請に基づき，

学際的卒業研究単位修得証明書を交付するものとする。

附則

この要項は，平成25年4月1日から実施し，平成22年度入学生及び当該入学生と同

学年に編入学，転入学又は再入学する者から適用する。

附則（令和2年12月23日一部改正）

この要項は，令和3年4月1日から実施する。

附則（令和6年 2月21日 一部改正）

この要項は，令和6年4月 1日から実施する。
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年月 E

総合理工学部長殿

学際的卒業研究認定願

所属学部

氏名

学部 学科

卒業論文，卒業研究の履修にあたり，学際的卒業研究の認定を受けたいので，下記の

とおり申請しますり

記

学際的卒業研究履修証明書

所鼠学部

氏名

学部 学科

本学部の教育課程における卒業袷文又は卒業研究において，下記の学際的卒染研究を

履修中であることを証明します、＇

研究（論文）題目

記

研究（論文）厖目

研究概要

主指導教貝

副指導教貝 学部 学科

主指導教貝

副指導教只

年月日

学部 学科

総合理工学部長 印

学際的卒業研究単位修得証明書

所厩学部

氏名

学部 学科

上記の者は，下記の学際的卒菜枡究により，本学郎の教育課程における卒業論文又

は卒業研究の単位を修得したことを証明します。

記

研究（論文）題目

主指導教貝

剃指導教只 学部 学科

年月日

総合理工学部長 印
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総合理工学部理工特別コースにおける履修科目の登録の上限に関する要項

（趣旨）

（平成 23年 2月 23日制定）

〔令和 2年 12月23日一部改正J

第 1条 この要項は，総合理工学部における履修科目の登録の上限に関する要項第 1条の規

定に基づき，島根大学総合理工学部理工特別コース（以下「理工特別コース」とい

う。）において 1学期間に履修できる単位数の上限に関し，必要な事項を定める。

（対象科日）

第2条 履修科目の登録（以下「履修登録」という。）の上限の対象となる授業科目は，理

工特別コースの課程修了の要件として履修する授業科目とする。ただし，集中講義とし

て開講する授業科目は上限単位数の対象としない。

（上限単位数）

第3条 授業科目の履修登録は， 1学期間において 30単位を上限とする。

（履修登録単位数の特例）

第4条 前条の規定にかかわらず，次の各号の一に該当する者は，履修登録の上限単位数を

超えて授業科目の登録を認めることがある。

一成績優秀者

□ その他教務委員会において認めた者
2 成績優秀者として認定された者については，本人の申請に基づき，翌年度に履修登録の

上限単位数を超えて授業科目を登録することができるものとする。

（成績優秀者）

第5条 前条の成績優秀者は，次の各号に掲げる要件を満たしていなければならない。

一 過去 1年間に第2条に定める対象科目を 32単位以上修得していること。

二 前号で修得した授業科目の評価について 90％以上が秀又は優であること。

2 教務委員会は，各学年終了時に成績優秀者を認定し該当者に通知するものとする。

（履修指導）

第6条 第4条の規定により履修登録単位数の特例を認められた者が履修登録上限単位数を

超えて授業科目を履修するに当たっては，アドバイザー教員が，履修授業科目，単位数

等適切な履修指導を行うものとする。

附則

この要項は，平成 23年4月1日から実施する。

附則（令和 2年 12月23 H 一部改正）

この要項は，令和 3年4月 1日から実施する。
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総合理工学部における地域人材育成コースに関する取扱要項

（趣旨）

（平成28年 2月24日制定）

〔令和6年2月21日最終改正〕

第1条 この要項は，地域人材育成コースに関する取扱要項（平成26年12月25日学長決裁。

以下「取扱要項」という。）第7条の規定に基づき，総合理工学部における地域人材育成コー

スの教育プログラム等に関し，必要な事項を定めるものとする。

（育成する人材像）

第2条 地域人材育成コースは，基礎から応用，理学から工学の幅広い専門知識・技術により地

域の活性化に寄与する人材を育成する。

（教育プログラム）

第3条 開設する教育プログラムは，次の各号に揚げる地域関連科目及び地域人材育成コース

セミナーよりなる。

ベースストーン科目（以下第4条において「BS科目」という。）

ー キャップストーン科日（以下第4条において「CS科日」という。）

― 地域貢献インターンシップ
四 地域人材育成コースセミナー

（履修資格及び修了要件等）

第4条 前条の教育プログラムの履修資格，構成する授業科目 (BS科目， CS科目，地域貢献イ

ンターンシップ）及び履修方法並びに修了要件については，別紙に定めるところによる。

（事務）

第5条 地域人材育成コースに関する事務は，松江地区学部等事務部学務課において処理する。

（雑則）

第6条 この要項に定めるもののほか，地域人材育成コースに関し，必要な事項は別に定める。

附則

この要項は，平成28年4月1日から実施する。

附則（平成29年2月22日一部改正）

1 この要項は，平成29年4月1日から実施する。

2 平成28年度の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，この規則による改正後の島根大学総合理丁学部におけるcoc人材育成コースに関す

る取扱要項の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（平成30年2月 28日一部改正）

1 この要項は，平成30年4月1日から実施する。

2 平成29年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この規則による改正後の島根大学総合理工学部におけるCOC人材育成コースに

関する取扱要項（「以下 I改正後の要項」という。」の規定にかかわらず，なお従前の例による。

3 前項の規定にかかわらず，改正後の要項第5条については，平成28年度入学生から適用す

る。

附則（平成31年 2月 20日一部改正）

1 この要項は，平成31年4月1日から実施する。
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2 平成30年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者に

ついては，この規則による改正後の島根大学総合理工学部におけるCOC人材育成コースに

関する取扱要項（「以下「改正後の要項」という。」の規定にかかわらず，なお従前の例による。

3 前項の規定にかかわらず，改正後の要項第5条については，平成28年度入学生から適用す

る。

附則（令和2年2月 19日一部改正）

1 この要項は令和2年4月1日から実施する。

2 令和元年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の島根大学総合理工学部におけるcoc人材育成コースに関

する取扱要項の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（令和 2年 12月 23日一部改正）

この要項は令和3年1月1日から実施する。

附則（令和3年3月 17日一部改正）

1 この要項は令和3年4月1日から実施する。

2 令和 2年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理工学部における地域人材育成コースに関する取扱要

項の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附則（令和4年 3月22日一部改正）

1 この要項は令和4年4月1日から実施する。

2 令和 3年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理工学部における地域人材育成コースに関する取扱要

項の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，別紙建築デザイン学科のキャップス

トーン科目表にある建築構造・環境フィールドワークについては，建築デザイン学科の令

和2年度及び令和3年度入学生（当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者も含

む。）にあっても適用する。

附則（令和 5年 2月22日一部改正）

1 この要項は令和5年4月1日から実施する。

2 令和4年度以前の入学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理工学部における地域人材育成コースに関する取扱要

項の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，各学科の別紙の履修表中，キャップ

ストーン科目表にある「地域プロジェクト型実習」については，令和4年度入学生（当該入

学生と同学年に編入学，転入学，又は再入学するものも含む。）にあっても適用する。別紙

物質化学科，地球科学科，機械・電気電子工学科，建築デザイン学科の地域貢献インターン

シップ表にある理工学PBL実習A,理工学PBL実習B については，物質化学科，地球科学

科，機械・電気電子工学科，建築デザイン学科の令和4年度以前入学生（当該入学生と同学

年に編入学，転入学，又は再入学するものも含む。）にあっても適用する。

附則（令和6年2月21 H 一部改正）

1 この要項は令和6年4月1日から実施する。

2 令和 5年度以前の人学生及び当該入学生と同学年に編入学，転入学又は再入学する者につ

いては，この規則による改正後の総合理工学部における地域人材育成コースに関する取扱要

項の規定にかかわらず，なお従前の例による。
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別紙

物理工学科

教育プログラム (10単位以上）

履修資格
本プログラムの履修資格は，次のとおりとする。

令和3年度以降に地域志向入試を経て入学した者

構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。
なお，履修年次等は年度ごとに配付する「授業科目一覧」を参照すること。

ベースストーン科目

科目区分 授業科目名 単位数

入門科目／学際分野 プロジェクトデザイン 2 

教
島根学養 2 

ヲ目

発展科目／学際分野 イノベーション創成基礎セミナー I成 2 

科
目 イノベーション創成基礎セミナーII 2 

社会人力養成科目 島根の企業と経済 2 

専門教育科目 フレッシュマンセミナー 2 

合 計

※ イノベーション創成基礎セミナー I,イノベーション削成基礎セミナーIIの履修を推奨する。

キャップストーン科目

科目区分 授業科目名 単位数

叙衰

育成 社会人力養成科目 地域プロジェクト型実習 2 
科目

専門教育科目 物理学実験II 4 

＾ ロ 計
地域貢献インターンシップ

科目区分 授業科目名 単位数

教
地域共創インターンシップA 2 

養
ゴ目
社会人力養成科目 地域共創インターンシップB 2 

成
科

地域共創インターンシップC 4 目

合 計

地域人材育成コースセミナー

地域人材育成コースの学生は，協働共学の機会として地域未来協創本部が開催する

正課外のセミナー等に参加することができる。ただい地域人材育成コースの

入学セミナーについては，特段の事由がある場合を除き参加しなければならない。

修了要件

次の要件をすべて満たすこと。
ー 所属する学科の卒業要件を満たすこと。

ー ト記履修表により履修し，ベースストーン科目から 2単位，

キャップストーン科目から 2単位及び地域貢献インターン

シップから 2単位を含む合計 10単位以上を修得すること。
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必修 選択

2 
以上

2以上

必修 選択

2 V 
／ 
2以上

必修 選択

I 2 以上
2以上



別紙

物質化学科

教育プログラム (9単位以上）

履修資格
本プログラムの履修資格は，次のとおりとする。

令和 3年度以降に地域志向入試を経て入学した者

構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。
なお，履修年次等は年度ごとに配付する「授業科目一覧」を参照すること。

ベースストーン科E

科目区分 授業科目名 単位数

入門科目／学際分野 プロジェクトデザイン 2 

汽水域の科学（入門編） 2 
発展科目／自然科学分野

汽水域の科学（応用編） 2 

島根学 2 

発展科目／学際分野 イノベーション創成基礎セミナー I 2 

イノベーション創成基礎セミナーII 2 

基礎物質化学 2 
専門教育科目

機器分析化学1 2 

ムF 計

※ イノベーション創成基礎セミナー］，イノベーション創成基礎セミナー11の履修を推奨する。

キャップストーン科目

科目区分 授業科目名 単位数

言| 社会人力養成科目 地域プロジェクト型実習 2 
科目

環境化学 2 
専門教育科目

物質化学実験1 2 

＾ ロ

計

地域貢献インターンシップ

科目区分 授業科目名 単位数

教養 地域共創インターンシップA 2 
育成 社会人力養成科目
科目 地域共創インターンシップB 2 

理工学PBL実習A 2 
専門教育科目

理丁学PBL実習B 2 

＾ ロ

計

地域人材育成コースセミナー

必修 選択

2 

以上

2 

／ 
4以上

必修 選択

V 2 以上
2 ／ 
4以上

必修 湮択

I 2 以上
2以上

地域人材育成コースの学生は，協働共学の機会として地域未来協創本部が開催する

正課外のセミナー等に参加することができる。ただし，池域人材育成コースの

入学セミナーについては，特段の事由がある場合を除き参加しなければならない。

修了要件

次の要件をすべて満たすこと。
ー 所属する学科の卒業要件を満たすこと。

ー 上記履修表により履修し，ベースストーン科目から 4単位以上，
キャップストーン科目から 4単位以上及び地域貢献インターン

シップから 2単位以上の合計 10単位以上を修得すること。
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別紙

地球科学科

教育プログラム (6単位以上）

履修資格
本プログラムの履修資格は，次のとおりとする。

令和 3年度以降に地域志向入試を経て入学した者

構成する授業科目及び履修方法
次の履修表により履修すること。
なお，履修年次等は年度ごとに配付する「授業科目一覧」を参照すること。

ベースストーン科目

科目区分 授業科目名

入門科目／学際分野 プロジニクトデザイン

汽水域の科学（入門編）

発展科目／自然科学分野 汽水域の科学（応用編）

山陰地域の自然災害

教
養 島根学

ぷ目

フィールドで学ぶ「斐伊川百科」
成
科 ジオパーク学入門
目

発展科目／学際分野 ジオパーク学各論

地域博物館へのいざない

イノベーション創成基礎セミナー 1

イノベーション創成基礎セミナー[]

専門教育科目 地球科学フィールドセミナー

合 計

単位数

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

※ イノベーション創成基傑セミナー I,イノベーション創成基礎セミナー11の履修を推奨する。

キャップストーン科目

科目区分 授業科目名 単位数

霜 |社会人力養成科目 地域プロジェクト型実習 2 
科目

地球科学野外実習 I 2 
専門教育科目

地質学と社会 1 

＾ ロ 計
地域貢献インターンシップ

科目区分 授業科目名 単位数

地域共創インターンシップA 2 
教養
育成 社会人力養成科目 地域共創インターンシップB 2 
科目

地域共創インターンシップC 4 

就業体験 1 

専門教育科目 理工学PBL実習A 2 

理工学PBL実習B 2 

A ロ 計

地域人材育成コースセミナー

必修 選択

2 
以上

2以上

必修 選択

I 2 以上
2以上

必修 選択

1 
以上

1以上

地域人材育成コースの学生は，協働共学の機会として地域未来協創本部が開催する

正課外のセミナー等に参加することができる。ただし，地域人材育成コースの

入学セミナーについては，特段の事由がある場合を除き参加しなければならない。

修了要件
次の要件をすべて満たすこと。
ー 所属する学科の卒業要件を満たすこと。
ー 上記履修表により履修し，ベースストーン科目から 2単位，
キャップストーン科目から 2単位及び地域貢献インターン
シップから 1単位を含む合計6単位以上を修得すること。
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別紙

数理科学科

教育プログラム (8単位以上）

履修資格
本プログラムの履修資格は，次のとおりとする。
令和 3年度以降に地域志向入試を経て入学した者

構成する授業科目及び履修方法
次の履修表により履修すること。
なお，履修年次等は年度ごとに配付する「授業科目一覧」を参照すること。

ベースストーン科目

科目区分 授業科目名 単位数 必修 選択

入囲科巨／学際分野 プロジェクトデザイン 2 I 教
島根学 2 

養
コ自
発展科目／学際分野 イノベーション創成基礎セミナー I 2 2 

成 2 
科

イノベーション創成基礎セミナーII 2 

I 
以上

目

社会人力養成科目 島根の企業と経済 2 

専門教育科目 数理科学入門セミナー 2 

合 計 4以上

キャップストーン科目

科目区分 授業科目名 単位数 1必修

地域プロジェクト型実習 2
 
2
 

合 計 2
 

地域貢献インターンシップ

科目区分 授業科目名

地域共創インターンシップA

地域共創インターンシップB

単位数 選択

教養
育成 1社会人力養成科目
科目

2
 

2
 

2 
以上

合 計 2以上

地域人材育成コースセミナー

地域人材育成コースの学生は，協働共学の機会として地域未来協創本部が開催する

正課外のセミナー等に参加することができる。ただし，地域人材育成コースの

入学セミナーについては，特段の事由がある場合を除き参加しなければならない。

修了要件

次の要件をすべて満たすこと。
所属する学科の卒業要件を満たすこと。

ー 上記履修表により履修し，ベースストーン科日から 6単位以上，

キャップストーン科目から 2単位及び地域貢献インターン
シップから 2単位以上の合計8単位以上を修得するごと。
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別紙

知能情報デザイン学科

教育プログラム (8単位以上）

履修資格
本プログラムの履修資格は，次のとおりとする。

令和3年度以降に地域志向入試を経て入学した者

構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。
なお，履修年次等は年度ごとに配付する「授業科目一覧」を参照するごと。

ベースストーン科目

科H区分 授業科目名 単位数 必修 選択

教
入日］科目／学際分野 プロジェクトデザイン 2 

I 
養

島根学 2 コF 

成
2 

科
発展科目／学際分野 イノベーション創成基碗セミナー I 2 

目
イノベーション創成基礎セミナーII 2 

専門教育科目 コンピュータサイエンス韮碗 2 2 V 
＾ 口

計 4以上

キャップストーン科目

科目区分 授業科目名 単位数 l必修

地域プロジェクト型実習 2
 
2
 

t
 

,
1
1
1
a
 

合 2
 

地域貢献インターンシップ

科且区分 授業科目名 単位数 必修 選択

教養 地域共創インターンシップA 2 

V 2 育成 社会人力養成科目
以上

科目 地域共創インターンシップB 2 

＾ に

計 2以上

地域人材育成コースセミナー

地域人材育成コースの学生は，協働共学の機会として地域末来協創本部が開催する

正課外のセミナー等に参加することができる。ただし，地域人材育成コースの

入学セミナーについては，特段の事由がある場合を除き参加しなければならない。

修了要件

次の要件をすべて満たすこと。
ー 所属する学科の卒業要件を満たすこと。

― 上記履修表により履修し，ベースストーン科目から 4単位以上，
キャップストーン科Hから 2単位及び地域貢献インターン
シップから 2単位以上の合計8単位以上を修褐すること。
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別紙

機械・電気電子工学科

教育プログラム (8半位以上）

履修資格
本プログラムの履修資格は，次のとおりとする。

令和 3年度以降に地域志向入試を経て入学した者

構成する授業科目及び履修方法
次の履修表により履修すること。
なお，履修年次等は年度ごとに配付する「授業科目一覧」を参照すること。

ベースストーン科目

科目区分 授業科目名

入門科日／学際分野 プロジェクトデザイン

教
烏根学

養
中山間地域フィールド演習コFl 

成
発展科目／学際分野

科
イノベーション創成基礎セミナー I

目
イノベーション創成基礎セミナーII

社会人力養成科目 島根の企業と経済

専門教育科目 磯械・電気電子工学基礎セミナー

合 計

キャップストーン科目

科目区分 授業科目名

悶 社会人力養成科目 地域プロジェクト型実習
科目

専門教育科目 技術と社会

合 計

地域貢献インターンシップ

科目区分 授業科目名

地域共創インターンシップA
教養
育成 社会人力養成科目 地域共創インターンシップB
科目

地域共創インターンシップC

理工学PBL実習A
専門教育科目

理工学PBL実習B

合 計

地域人材育成コースセミナー

単位数 必修 選択

2 

2 

2 

2 
2 以上

2 

2 

2 

2以上

単位数 必修 選択

2 I 2 以上2 

2以上

単位数 必修 選択

2 

2 

2 
4 以上

2 

2 

2以上

地域人材育成コースの学生は，協働共学の機会として地域未来協創本部が開催する

正課外のセミナー等に参加することができる。ただし，地域人材育成コースの

入学セミナーについては，特段の事由がある場合を除き参加しなければならない。

修了要件次の要件をすべて満たすこと。

所属する学科の卒業要件を満たすこと。
ー 上記履修表により履修し，ベースストーン科目から 2単位，

キャップストーン科目から 2単位及び地域貢献インターン

シップから 2単位を含む合計8単位以上を修得すること。
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別紙

建築デザイン学科

教育プログラム (10単位以上）

履修資格
本プログラムの履修資格は，次のとおりとする。

令和3年度以降に地域志向入試を経て入学した者

構成する授業科目及び履修方法
次の履修表により履修すること。
なお，履修年次等は年度ごとに配付する「授業科目一覧」を参照すること。

ベースストーン科目

科目区分 授業科目名

教
入門科目／学際分野 プロジェクトデザイン

養
島根学

ギF 

成
発展科目／学際分野 イノベーション創成基礎セミナー l

科
目

イノベーション創成基礎セミナー1I

建築デザイン概論

専門教育科目 建築デザインセミナー

しまね建築学

ムロ 計

単位数

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

※ イノベーション創成基礎セミナー I,イノベーション創成基礎セミナーI1の履修を推奨する。

キャップストーン科目

科目区分 授業科目名 単位数

呟育衰成I社会人力養成科目 地域プロジェクト型実習 2 
科目

建築生産 2 

建築設計製図III 2 
専門教育科目

建築設計製図w 2 

建築構造・環境フィールドワーク 2 

ムロ 計

地域貢献インターンシップ

科目区分 授業科目名 単位数

教養 地域共創インターンシップA 2 
育成 社会人力養成科目
科目 地域共創インターンシップB 2 

理工学PBL実習A 2 
専門教育科目

理工学PBL実習B 2 

ムロ 計

地域人材育成コースセミナー

必修 選択

2 
以上

2以上

必修 選択

6以上

必修 選択

I 2 以上
2以上

地域人材育成コースの学生は，協働共学の機会として地域未来協創本部が開催する

正課外のセミナー等に参加することができる。ただし，地域人材育成コースの

入学セミナーについては，特段の事由がある場合を除き参加しなければならない。

修了要件

次の要件をすべて満たすこと。
ー所属する学科の卒業要件を満たすこと。
― 上記履修表により履修し，ベースストーン科目から 2単位以上，
キャップストーン科目から 6単位以上及び地域貢献インターン

シップから 2単位以上の合計10単位以上を修得すること。
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総合理工学部バイリンガル教育コースにおける履修科目の登録の上限に関する要項

（平成 30年 2月 28日制定）

〔令和 2年 12月23日 最終改正〕

（趣旨）

第 1条 この要項は，総合理工学部における履修科目の登録の上限に関する要項第 1条の規

定に甚づき，島根大学総合理工学部バイリンガル教育コース（以下「バイリンガル教育

コース」という。）において 1学期間に履修できる単位数の上限に関し，必要な事項を

定める。

（対象科日）

第2条 履修科目の登録（以下「履修登録」という。）の上限の対象となる授業科目は，バ

イリンガル教育コースの課程修了の要件として履修する授業科目とする。ただし，集中

講義として開講する授業科目は上限単位数の対象としない。

（上限単位数）

第3条 授業科目の履修登録は， 1学期間において 30単位を上限とする。

（履修登録単位数の特例）

第4条 前条の規定にかかわらず，次の各号の一に該当する者は，履修登録の上限単位数を

超えて授業科目の登録を認めることがある。

一成績優秀者

□ その他学科で認める者
（履修指導）

第 5条 前条の規定により履修登録単位数の特例を認められた者が履修登録上限単位数を

超えて授業科目を履修するにあたっては，各学科が履修授業科目，単位数等適切な履修

指導を行うものとする。

附則

この要項は，平成 30年4月1日から実施する。

附則（令和2年 12月23日一部改正）

この要項は，令和3年 1月 1日から実施する。
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総合理丁学部における学部・博士前期一貫プログラムに関する取扱要項

第 1章総則

（趣旨）

（平成30年3月20日 制定）

〔令和6年2月21日 最終改正〕

第 1条 この要項は，島根大学総合理工学部（以下「学部」という。）から島根大学大学院

自然科学研究科博士前期課程（以下「大学院」という。）まで一貫した教育を行う「学部・

博士前期一貰プログラム」（以下「一貰プログラム」という。）を学部において実施するた

めに必要な事項を定める。

（一貰プログラムの開設）

第2条 一貫プログラムは，次の各号のとおりとする。

ー プログラムA （学部3年間，大学院 2年間）

□ プログラムB （学部4年間，大学院 2年間）
2 履修の申請は，前項各号のいずれかに限る。

3 次のいずれかに該当する者については，一貫プログラムの対象者としない。

編入学者

二再入学者

三転入学者

第2章プログラムA

（履修開始時期）

第3条 プログラムAの履修は， 2年次開始時からとする。

（申請資格）

第4条 プログラムAの履修を申請できる者は，次のいずれの要件にも該当する者とする。

- 1年次終了時までに，卒業要件として学部の定める単位数（以下「卒業要件単位数」

という。）を40単位以上修得した者

二 1年次終了時までに修得した単位のGPAが，所属する年次・学科の上位 10％以内

の者

（履修許可手続）

第5条 プログラムAの履修を希望する者は， 1年次の 3月末Hまでに，「一貫プログラム

A履修資格認定申請書」により学部長に願い出なければならない。

第6条 前条の申請があった場合は，教務委員会において提出書類の審査及び面接を行い，

審査結果を教授会に報告するものとする。

2 教授会は，教務委員会の審査結果報告に基づき，プログラムAの履修資格を判定する。

（履修上の措置）
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第7条 プログラムAの履修を許可された者（以下「プログラムA履修生」という。）につ

いては，各授業科Hの履修開始年次及び1学期間に履修できる単位数の上限を適用しな

いこととする。この場合において，プログラムA履修生は，指導教員の指導の下に履修授

業科目，単位数等適切に履修登録するものとする。

2 プログラムA履修生は， 3年次から卒業研究又は卒業論文（以下「卒業研究等」という。）

を履修することができる。なお， 3年次での卒業研究等の履修を可能とするため，学科で

必要と認めれば，授業科目の履修要件等の制限は適用されない。

（成績要件確認）

第8条 プログラムA履修生に対しては， 2年次終了時に，引き続き 3年次においてプログ

ラムA履修生として在籍するための成績確認を行う。

2 前項の成績要件の確認に当たっては，教務委員会において次の某準により行い，成績要

件確認結果を教授会に報告するものとする。

- 2年次終了時までに，卒業要件単位数を 90単位以上修得していること。

ニ 2年次終了時までに修得した単位のGPAが，所属する年次・学科の上位 10％以内
であること。

3 教授会は，教務委員会の成績要件確認報告に某づき，一貰プログラム履修の資格を確認

する。

4 審査の結果，要件を満たさなかった学生については，一貰プログラムの履修の継続を認

めない。

（早期卒業の要件）

第9条 プログラムA履修生は，次の全ての要件を満たしている場合に限り早期卒業がで

きるものとする。

在学期間が 3年以上であること。

□ 3年次終了時までに，卒業要件単位数を満たしていること。
三 3年次終了時までに修得した単位のGPAが所属する年次・学科の上位 10％程度

であること。

四 本学大学院自然科学研究科入学試験に合格していること。

（卒業判定手続）

第 10条 プログラムA履修生の卒業の判定に当たっては， 3年次終了時に卒業認定会議

で前条の要件を審査し，審査結果を教授会に報告するものとする。

第 11条 学部長は，卒業認定会議の審査結果に基づき，教授会において卒業の判定を行う。

第3章プログラムB

（履修開始時期）

第 12条 プログラムBの履修は， 3年次開始時からとする。

（申請資格）

第 13条 プログラムBの履修を申請できる者は，次のいずれの要件にも該当する者とす
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る。

2年次終了時までに，卒業要件単位数を 70単位以上修得した者

― 2年次終了時までに修得した単位のGPAが，所属する年次・学科の上位20％以内

の者

（履修許可手続）

第 14条 プログラムBを希望する者は， 2年次の 3月末日までに，「一貰プログラムB履

修資格認定申請書」により学部長に願い出なければならない。

第 15条 前条の申請があった場合は，教務委員会において提出書類の審査及び而接を行

い，審査結果を教授会に報告するものとする。

2 教授会は，教務委員会の審査結果報告に基づき，プログラムB履修の資格を判定する。

（履修上の措置）

第 16条 プログラムBの履修を許可された者（以下「プログラムB履修生」という。）は，

3年次から研究室に所属することができる。

（成績要件確認）

第 17条 プログラムB履修生に対しては， 3年次終了時に，引き続き 4年次においてプロ

グラムB履修生として在籍するための成績確認を行う。

2 前項の成績要件の確認に当たっては，教務委員会において次の基準により行い，成績要

件確認結果を教授会に報告するものとする。

- 3年次終了時までに，卒業要件単位数を 10 0単位以上修得していること。

ニ 修得した単位のGPAが所属する学科・学年の上位20％以内であること。
3 教授会は，教務委員会の成績要件確認報告に基づき，一貰プログラム履修の資格を確認

する。

4 審査の結果，要件を満たさなかった学生については，一貫プログラムの履修の継続を認

めない。

（卒業判定手続）

第 18条 プログラムB履修生の卒業の判定に当たっては，次の基準により 4年次終了時

に卒業認定会議で審査し，審査結果を教授会に報告するものとする。

- 4年次終了時に卒業要件単位数を満たしていること。

第 19条 学部長は，卒業認定会議の審査結果に某づき，教授会において卒業の判定を行う。

第4章大学院進学手続

（大学院進学手続等）

第20条 プログラム履修生が大学院に進学する手続等については別に定める。

附則

この要項は，平成30年4月 1日から実施する。

附則（令和 2年 12月 23日 一部改正）

この要項は，令和 3年 1月 1日から実施する。
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附則（令和6年2月21日 一部改正）

この要項は，令和6年4月1日から実施する。
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年月日

総合理工学部長殿

一貰プログラムA履修資格認定申請書

所属学科 学科

学生番号

氏名

学部・博士前期一貰プログラムAの履修を希望しますので，申請します。

総合理工学部長殿

一貫プログラムB履修資格認定申請書

所属学科

学生番号

氏名

年月日

党

学部・博士前期一貫プログラムBの履修を希窒しますので，申請します。

1
4
3
|
 

記

記

指導教員

指導教員

主
生



総合理工学部における学部・博士前期一貫プログラム

【プログラムA】
時期 項 目 該当機関等 懃定要件等

1年次 IプログラムAM修中請

月
＇で
ヘ

．． 
中晶登格：
・要令単位4 () 弔•（立以 卜修得

• GPA／学科・学年の上位1()% 

提出よ類： 申品』・,1イ1次成績訓：明』

2年次 プログラムA履修姿格(/)審伶

4月

教務委は会 害類審街（提出其類）・血抜

審脊結果報告

プログラムA暖修認渕；

プログラムA履修認定通紐

屈（I釘計画の作成

喧修登録．卜．限超過咎中祁

2年次前期履修
........... ・ • •,.......”.........”....t ~ ••,....ー・・ ,....

教務委旦会→教授会

教授会

松江地区学部劣事務郎学務課、1履修上の杓例措慨
→該当学生

（履修登録上限除外，年次制限除外）

掬序教日による凩條指芍

該当学生→松ii地区学部笠可I中叫詈T)促1JJ
務郡学務課

L Oガ 1屁修登録上限超過衿中蛉
I該当学生――松江地i£学部等＊
務部学務課 1中晶心の提出

~ 9 -~I 2年広後一期］i虻修 ~ : 、一~ ～ ~，~ ～・ー・ー• • O ~— ーー ｛旨導祀心による履修指芦 9 . - ~―~ ~ ~• 

3月成績要件確認 教務委旦会 ・要卒屯位90'¥位以上修得

成結要件確認結果報告 教務妾は会→教授会 •GPA／学科 ・ 学年ぬ上位 1 ()% 

プログラムA，片蛯修杏格確認

プログラムA}役修杏格確認通知

穀授会

松江地 区学部分事務部学務課

→該当学生

3年次薗修登録上限超過等中i青

4 Jl I 3年次前朋履修

該当学午→松江地区学部衿事1中請ぷの提出
務部学務課

指粒教只による）紺修指翌

（卒業研究等濶修，履修登録卜．限除

外， 年次制限除外）

....... ...、....4ー·'“'―lと•,.........,.....―••••'“....、.....、._.........“........“'‘.........、.、..と＾．．．．．......・・＿．．．、．．．．．．．．．．．．．．ー•99|9蘊冨季互＂＂9：i詞］両食尋．．五ii ．ヽ．耳'|―••一••••••ヽ··ー•••••9ヽ·ー·,.....~·,.....ー .ヽ.............“..'“....."'•ヽ·•一•....~·,..、●●●.............““"...

1 0月履修脊録卜限超過等申罰 務部学務課 申開書の捉出

• • • 9 “ • - 3 {]"一次網期靡鰺—•一vー· •一••一 ー ・-・ 一•一· •-•一·-・ •一 —• •- -•一 v ・ .l桐遵玖旦によ竺寝鰺担遵•一·•一
| 3)) ＂ ［ミ疇 介菜誇定会議 • 在学期間 3年以上

・要卒半位124半位以上修得

• G rA／学科 ・学年の卜．位 10％秤
度

哨森結果況告

令業認．定

卒業認定通知

卒業認定会議教授会

教授会

松 汀地区学部等事務郊学務課

→該当学生

卒業

-1 44 -



総合理工学部における学部・博士前期一貫プログラム

【プログラムB】
時期 項 目 該当機関等 懃定要件等

2年次 Iプログラム「；履修中請

月
＇で
ヘ

------

中晶登格：
・要令単位 7() 弔•（立以 卜修得

• GPA／学科・学年の上位2()% 

提出丼類：出請害 2年次終jp時成禎

百Il:[!f]凸

3年次 プログラムn履修姿格(/)審伶

4月

教務委は会 害類審街（提出其類）・血抜

審脊結果報告

プログラム［；暖修認渕；

プログラムB履修認定通紐

教務委旦会→教授会

教授会

松江地区学部劣事務郎学務課

→該当学生

屈（I釘計画の作成

3年次前期履修

3月 1成粕要件確認

成笛要件確忍結果報告

教務委旦会

教務委は会→教授会

掬序教日による凩條指芍

研究字配屎

．．．．．．．．．．，ー・•............. -••....... ~...... ....... ・・ •........... ... 
・要卒学．（立10 0屯位以上修得

・GPA／学科 ・学年の上位 20%

プログラムI直修賓格確認

プログラJ.、B履修資格狐認通知

教授会

松 江地区学祁等事務祁学務課

→該当学生

4年次

4,):l I 4年次H囀1履修

|―・・・・・・豆t).i·•, .l,.... ,._. -- • •••••• - •• --

卒業半11;、iこ 卒業幽必会品

指瑞教只に1：る履修指海

（卒業研究等履修）

・要卒単位124単位以上修得

滞低結果報告

卒業滋、；ビ

卒菜認定通知

や芯認疋会函教授会

教授会

松 汀地区学祁等事務郊学務課

一該当学t

卒藻

-1 4 5 -



学部・博士前期一貫プログラム

自然科学研究科博士前期課程

2年

亘可 ,7] 
12年

特に優秀な者は1年で早期修了可能

1年 1 | | I 1年

゜大学院進学口
大学院進学

3年

2年

1年

早期卒業
〔卒業要件〕・要卒単位124単位以上修得

・GPAが学科・学年の上位10％以内

面接のみによる大学院入試

「卒業研究」の早期履修

成績確認
・要卒単位90単位以上修得
•GPAが学科·学年の上位10％以内

プログラムA履修申請（1年次3月末まで）
〔申請資格〕・要卒単位40単位以上修得

・GPAが学科・学年の上位10％以内

〔卒業要件〕・要卒卒単位業124単位以上修得

面接のみによる大学院入試

大学院科目の早期履修

成績確認
・要卒単位100単位以上修得
・GPAが学科・学年の上位20％以内

早期研究室配属

プログラムB履修申請（2年次3月末まで）
〔申請資格〕・要卒単位70単位以上修得

・GPAが学科・学年の上位20％以内

4年

3年

2年

1年

プログラムA プログラムB

総 合 理 工 学 部
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大学院自然科学研究科における学部・博士前期一貫プログラムに関する取扱要項

（平成30年4月1日制定）

［令和2年12月23日最終改正〕

（趣旨）

第1条 この要項は，島根大学総合理工学部又は島根大学生物資源科学部（以下「学部」と

いう。）から島根大学大学院自然科学研究科博士前期課程（以下「大学院」という。）まで

一貰した教育を行う「学部・博士前期一貫プログラム」（以下「一貰プログラム」という。）

を大学院において実施するために必要な事項を定める。

（一貫プログラムの種類）

第2条 一貰プログラムは，次の各号のとおりとする。

ー プログラムA （学部3年間，大学院2年間）

ニ プログラムB （学部4年間，大学院2年間）
（履修生の選考方法）

第3条 大学院における一貫プログラム履修生の選考は，学部において一貫プログラムを

履修している学生のみを対象とした入学試験により行う。この入学試験では面接のみを

行い，面接結果を碁に合否を判定する。

（早期修了）

第4条 プログラムAを履修する学生は，大学院を早期に修了することはできない。

2 プログラムBを履修する学生のうち，優秀な者は大学院を 1年間で修了することも可

能とする。その場合の取扱いは「大学院自然科学研究科博士前期課程における早期修了に

関する取扱要項」及び「大学院自然科学研究科博士前期課程における早期修了に関する申

合せ」によるものとする。

附則

この要項は，平成30年4月 1Hから実施する。

附則（令和 2年 12月23日一部改正）

この要項は，令和 3年 1月 1日から実施する。
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総合理工学部におけるクロス教育に関する取扱要項

（令和6年 3月 13日制定）

〔令和6年 9月 18日最終改正〕

（趣旨）

第 1条 この要項は，クロス教育に関する取扱要項（令和6年2月16日副学長（教育・学生支

援担当）決裁。）第2条第3号の規定に基づき，総合理工学部における同学部異領域専門プロ

グラム（以下「プログラム」という）に関し，必要な事項を定める。

（プログラム）

第2条 総合理工学部において開設するプログラムは，次のとおりとする。

物理工学専門プログラム（物理）

― 物質化学専門プログラム（化学）

― 地球資源環境・防災科学専門プログラム
四 数理・データサイエンス専門プログラム（数理）

五 AI・コンピュータ科学専門プログラム（情報）

六機械電気電子専門プログラム（機電）

七 建築デザイン専門プログラム（建築）

（履修資格及び修了要件等）

第3条 前条に規定するプログラムの履修資格，履修手続，修了要件及び履修証明書交付要件並

びに構成する授業科目及び履修方法については、別紙に定めるところによる。

（企画・実施）

第4条 プログラムの企画・実施は、総合理工学部教務委員会において行う。

（事務）

第5条 島大クロス教育に関する事務は、松江地区学部等事務部学務課において処理する。

（雑則）

第6条 この要項に定めるもののほか，クロス教育の実施に関し，必要な事項は別に定める。

附則

この要項は，令和6年4月1日から実施し，令和6年度入学生から適用する。

附則（令和6年9月18日一部改正）

この要項は，令和6年4月1日から施行する。
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別紙

物理工学専門プログラム（物理）（10単位）

(1)プログラムの目的

総合理工学部の物理工学科以外の学生が，物理工学プログラムを学ぶために必要となる専門的な事項を学習する。当該プログラム
の重要なトピックについて学生の興味に従って網羅的に学び，また実例なども交えながらこれら専門的な事項の重要性について学
ぶ。

(2)プログラムの学修到達目標

①物理学，電子デバイス工学，材料科学の興味について，具体的な事例を挙げて説明することができる。

②物理学，電子デバイス工学，材料科学分野の調査・分析手法を理解することができる。

③物理学，電子デバイス工学，材料科学の重要性について他者に解説し発表することができる。

④物理学，電子デバイス工学，材料科学について、討論の場に主体的に参画することができる。

⑤物理学，電子デバイス工学，材料科学の専門的な内容について他者と議論し，合意を形成することができる。

(3)履修資格

令和6年度以降に入学した者

(4)履修手続

本プログラムを履修する者（以下，「履修者」という。）は，次の各号の申請・提出により，履修手続きをしなければならない。

一本プログラムの履修申請（※オンラインフォーム）

-=その他本学が必要と認める書類

(5)修了要件

次の要件を全て満たすこと。

ー所属する学部・学科又は課程の卒業要件を満たすこと。

二下記履修表により履修し，選択科目 10単位以上を修得すること。

(6)履修証明書交付要件

次の要件を全て満たすこと。

- 3年次以上の学生であること。

二選択科目を10単位修得済み，または履修中であること。

(7)構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。

履修表（令和6年度以降入学生用）

科目区分 授業科目名

材料科学序論

専 電子工学概論

門 物理数学基礎 I
教
力学コ目

科 電磁気学 I
目
デバイス材料工学基礎

物理学概論

合 計
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単位数 必修 選択

2 

2 

2 

2 10 

2 

2 

2 

10 



別紙

物質化学専門プログラム（化学）（10単位）

(1)プログラムの目的

総合理工学部の物質化学科以外の学生が，物質化学プログラムを学ぶために必要となる専門的な事項を学習す
る。当該プログラムの重要なトピックについて学生の興味に従って網羅的に学び，また実例なども交えながらこれら
専門的な事項の重要性について学ぶ。

(2)プログラムの学修到達目標

①物質化学について，具体的な事例を挙げて説明することができる。

②物質化学について調査・分析することができる。

③物質化学について発表することができる。

④物質化学の諸問題に対して主体的に参画することができる。

⑤物質化学について他者と議論し，合意を形成することができる。

(3)履修資格

令和6年度以降に入学した者

総合理工学部物質化学科の学生は本プログラムを履修することができない。

(4)履修手続

本プログラムを履修する者（以下，「履修者」という。）は，次の各号の申請・提出により，履修手続きをしなければなら
なVヽ。

一本プログラムの履修申請（※オンラインフォーム）

二その他本学が必要と認める書類

(5)修了要件

次の要件を全て満たすこと。

ー所属する学部・学科又は課程の卒業要件を満たすこと。

-=下記履修表により履修し，コア科目4単位以上，選択科目6単位以上，計10単位以上を修得すること。

(6)履修証明書交付要件

次の要件を全て満たすこと。

- 3年次以上の学生であること。

-=コア科目を4単位修得済み，または履修中であること。

二選択科目を6単位修得済み，または履修中であること。

(7)構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。

履修表（令和6年度以降入学生用）

科目区分

某囃有機化学
コ
ア 基礎無機化学

科
専

基礎物理化学
目

門 基礎分析化学
教

物理化学1
ヲ門

科 選 錯体化学
目 択

無機化学1
科
目 有機化学1

分析化学

授業科目名

合 計
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単位数 必修 選択

2 

2 
4 

2 

2 

2 

2 

2 6 

2 

2 

10 



別紙

地球資源環境・防災科学専門プログラム(10単位）

(1)プログラムの目的

総合理工学部の地球科学科以外の学生が，地球資源環境・防災科学プログラムを学ぶために必要となる専門
的な事項を学習する。当該プログラムの重要なトピックについて学生の興味に従って網羅的に学び，また実例
なども交えながらこれら専門的な事項の重要性について学ぶ。

(2)プログラムの学修到達目標

①地球環境，地球資源，自然災害について，具体的な事例を挙げて説明することができる。

②地球環境，地球資涙，自然災害について各専門的な調査・解析手法を理解することができる。

③地球環境，地球資源，自然災害の各重要性について解説することができる。

④地球環境，地球資源，自然災害の諸間題に対して自ら主体的に参画することができる。

⑤地球環境，地球資諒，自然災害について他者と議論し，合意を形成するごとができる。

(3)履修資格

令和6年度以降に入学した者

(4)履修手続

本プログラムを履修する者（以下，「履修者」という。）は，次の各号の申請・提出により，履修手続きをしなけれ
ばならない。

一本プログラムの履修申請（※オンラインフォーム）

二その他本学が必要と認める魯類

(5)修了要件

次の要件を全で満たすこと。

ー所属する学部・学科又は課程の卒業要件を満たすこと。

二下記履修表により履修し，コア科目4単位以上，選択科目2単位以上，計10単位以上を修待すること。

(6)履修証明書交付要件

次の要件を全て満たすこと。

- 3年次以上の学生であること。

ニコア科目を4単位修得済み，または履修中であること。

三選択科目を2単位修得済み，または履修中であること。

(7)構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。

履修表（令和6年度以降入学生用）

科F区分 授業科目名

火成岩岩右学
コ
ア 変成地質学

専 科 地球史学
門 目
教 地層学

コF 構造地質学
科 選
目 択 地球資源学

科~ 自然災害・防災学
目
Earth, a planetary perspective 

＾ ロ

計

単位数

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 
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必修 選択

4単位
以上

2単位
以上

10 



別紙

数理・データサイエンス専門プログラム（数理）（10単位）

(1)プログラムの目的

総合理工学部の数理科学科以外の学生が，数理・データサイニンスプログラムを学ぶために必要となる専門的な事項を学習す
る。当該プログラムの重要なトピックについて学生の興味に従って網羅的に学び，また実例なども交えながらこれら専門的な事項
の重要性について学ぶ。

(2)プログラムの学修到達目標

①数理科学やデータサイエンスが用いられている具体的な事例を説明できる。

②籾歩的な実社会の現象を，数理科学およびデータサイエンスの手法を圧いて調査・分析できる。

③数理科学およびデータサイエンスで学んだ知識について説明できる。

④問題分析や解決が必要となる場に自らの役割を持って，主体的に参画できる。

⑤論理的思考能力および抽象化能力をもとに他者と譲論し，共通の理解や合意を形成できる。

(3)履修資格

令和6年度以降に入学した者

(4)履修手続

本プログラムを履修する者（以下，「履修者」という。）は，次の各号の申請・提出により，履修手続きをしなければならない。

一本プログラムの履修申請（※オンラインフォーム）

□その他本学が必要と認める書類

(5)修了要件

次の要件を全て満たすこと。

ー所属する学部・学科又は課程の卒業要件を満たすこと。

二下記履修表により履修し，選択科目 10単位以上を修得すること。

(6)履修証明書交付要件

次の要件を全て満たすこと。

- 3年次以上の学生であること。

二選択科目を10単位修得済み，または履修中であること。

(7)構成する授業科H及び履修方法

次の履修表により履修すること。

履修表（令和6年度以降入学生月）

科目区分 授業科目名

数学要論 I

数学要論II

線形代数学 l

専 線形代数学1I
門
韮礎解析学 l教

云円
基礎解析学1I

科
数理解析演習セミナー I目

数理解析演習セミナー1I

数理構造演習セミナー I

数理構造演習セミナー1I

ムロ 計
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単位数 必修 選択

2 

2 

2 

2 

2 
10 

2 

2 

2 

2 

2 

10 



別紙

AI・コンピュータ科学専門プログラム（情報）（10単位）

(1)プログラムの目的

総合理工学部の知能情報デザイン学科以外の学生がAI・コンピュータ科学プログラムを学ぶために必要となる専門的な事項を
学習する。当該プログラムの重要なトピックについて学生の興味に従って網羅的に学び，また実例なども交えながらこれら専門
的な事項の重要性について学ぶ。

(2)プログラムの学修到達目標

①情報通信技術と社会とのかかわりについて、事例を挙げて説明することができる。

②情報システムを創造する情報技術者としての責任をさまざまな角度から捉えて説明することができる。

③情報システム構築のための知識・技術を具体的に説明することができる。

④情報セキュリティにおけるさまざまな脅威と対策技術について説明することができる。

⑤知識発見や知能情報処理に関する科学的・エ学的手法の原理を理解し、使用することができる。

(3)履修資格

令和6年度以降に入学した者

(4)履修手続

本プログラムを履修する者（以下，「履修者」という。）は，次の各号の申請・提出により，履修手続きをしなければならない。

一本プログラムの履修申請（※オンラインフォーム）

二その他本学が必要と認める書類

(5)修了要件

次の要件を全て濶たすこと。

ー所属する学部・学科又は課程の卒業要件を満たすこと。

二下記履修表により履修し，選択科目10単位以上を修得すること。

(6)履修証明書交付要件

次の要件を全て滴たすこと。

- 3年次以上の学生であること。

二選択科目を10単位修得済み，または履修中であること。

(7)構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。

履修表（令和6年度以降入学生用）

科目区分 授業科目名

情報と社会・倫理

コンピュータセキュリティ

計算機アーキテクチャ

専
ソフトウェア丁学

明 マルチメディア工学
教
ヒューマン・コンピュータ・インタラクション

ギ目

科 情報と職業
目
データサイエンス 1

データサイエンスII

データベース

コンピュータネットワーク

合 計
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単位数 必修 選択

2 

2 

2 

2 

2 

2 10 

2 

2 

2 

2 

2 

10 



別紙

機械電気電子専門プログラム（機電）（10単位）

(1)プログラムの目的

総合理工学部の機械・電気電子工学科以外の学生が，機械電気電子専門プログラムを学ぶための基礎となる専
門科目を学習する。当該プログラムの基礎的かつ重要な内容について学生の興味に従って学び，また，課題に取
り組むことで，専門的な事項の理解を深める。

(2)プログラムの学修到達目標

①機械工学と電気電子工学を構成する学問分野の例を挙げることができる。

②機械工学と電気電子工学のいくつかの分野の概要を説明できる。

③機械工学と電気電子工学のいくつかの分野の某本的な知識を有する。

④機械工学と電気電子工学のいくつかの分野の演習問題を解くことができる。

⑤機械工学と電気電子工学のいくつかの技術について，社会の中でどのように使われているか説明できる。

(3)履修資格

令和6年度以降に入学し，機械・電気電子工学の基礎的な科目の修得に興味と熱意を持って取り組める者

(4)履修手続

本プログラムを履修する者（以下，「履修者」という。）は，次の各号の申請・提出により，履修手続きをしなければな
らない。

一本プログラムの履修申請（※オンラインフォーム）

二その他本学が必要と認める書類

(5)修了要件

次の要件を全て濶たすこと。

ー所属する学部・学科又は課程の卒業要件を満たすこと。

二下記履修表により履修し，選択科目 10単位以上を修得すること。

(6)履修証明書交付要件

次の要件を全て涸たすこと。

- 3年次以上の学生であること。

二選択科目を8単位修得済み，または履修中であること。

(7)構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。

履修表（令和6年度以降入学生用）

科且区分 授業科目名

流体力学甚磋

材料力学l

専 機械力学I
門
教 制御工学 I
ヲ弓
工業熱力学

科
目 回路理論 I

計測工学基礎

信号理論

合 計
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単位数

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

必修 選択

10 

10 



別紙

建策デザイン専門プログラム（建槃）（10単位）

(1)プログラムの目的

総合理工学部の建築デザイン学科以外の学生が，建築デザインプログラム専門プログラムを学ぶために必要とな
る専門的な事項を学習する。当該プログラムの重要なトピックについて学生の興味に従って網羅的に学び，また実
例なども交えながらこれら専門的な事項の重要性について学ぶ。

(2)プログラムの学修到達目標

①建築デザインの取り組みについて，具体的な事例を挙げて説明することができる。

②建築住環境もしくは建築構造について簡便な数量計算の手法を用いて調査・分析することができる。

③建築デザインに関する調査結果を実演・実践•発表することができる。

④建築実例見学の場に自らの役割を持って，主体的に参両することができる。

⑤建築デザインに関する社会的ニーズについて他者と議論し，合意を形成することができる。

(3)履修資格

令和6年度以降に入学した者

(4)履修手続

本プログラムを履修する者（以下，「履修者」という。）は，次の各号の申請・提出により，履修手続きをしなければな
らない。

一本プログラムの履修申請（※オンラインフォーム）

二その他本学が必要と認める書類

(5)修了要件

次の要件を全て満たすこと。

ー所属する学部・学科又は課程の卒業要件を満たすこと。

二下記履修表により履修し，コア科目4単位以上，選択科目6単位以上，計10単位以上を修得すること。

(6)履修証明書交付要件

次の要件を全て満たすこと。

- 3年次以上の学生であること。

ニコア科日を4単位修得済み，または履修中であること。

三選択科目を6単位修得済み，または履修中であること。

(7)構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。

履修表（令和6年度以降入学生用）

科目区分 授業科目名

コ 現代建築論
ア
住瞑境基礎

科
目 建築構造基礎

専 しまね建築学

門 建築計画学
教

都市計画論
育 選
科 択 建築都市空間論
H 科 住環境工学I
目
建築材料学

風土と住まい

景観論

合 計
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単位数 必修 選択

2 

2 4 

2 

2 

2 

2 

2 
6 

2 

2 

2 

2 

10 



総合理工学部教務委員会規程

（設憎）

（平成 16年島大総合理工学部規則第36号）

（平成 16年 11月 17日制定）

〔令和 6年3月 13日最終改正〕

第1条 島根大学総合理工学部に，島根大学総合理工学部教務委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。

（組織）

第2条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。

副学部長（教育・学生支援担当）

― 教務委員会委員長
― 物理工学科担当教員 1名
四 物質化学科担当教員 1名

五地球科学科担当教員 1名

六数理科学科担当教員 1名

七 知能情報デザイン学科担当教員 1名

八 機械・電気電子工学科担当教員 1名

九 建築デザイン学科担当教員 1名

十学部長が指名する者若干名

2 教務委員会委員長は，総合理工学部教授会構成員の中から学部長が指名する。ただし，

部局長，副学部長及び評議員の職にあるものは除く。

3 教務委員会委員長の任期は 2年とし，再任を妨げない。ただし， 4年を超えて在任する

ことはできない。

4 教務委員会委員長に欠員が生じたときは，その都度これを選出補充し，補充された教務

委員会委員長の任期は，前任者の残任期間とする。

5 第1項第3号から第9号までの委員の任期は， 2年とし，再任を妨げない。ただし，補

欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

6 第1項第 10号の委員の任期は，学部長の任期の終期を超えることができない。

（審議事項）

第3条委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。

専門教育の実施に関すること。

― 全学共通教育の実施に関すること。
― 外国語教育に関すること。
四 島根大学クロス教育の他学部学閲基碕プログラム及び同学部異領域専門プログラムに

関すること。

五試験，履修及び単位認定に関すること。

六授業計画に関すること。

七 教職に関する科目及び教育実習に関すること。

八 インターンシップに関すること。

九 教育に関する自己点検・評価に関すること。
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十 教育内容・方法の開発・改善（ファカルティ・デイベロップメント）に関すること。

十一 その他教育の実施に関すること。

（会議）

第4条 委員会は教務委員会委員長が招集し，議長は，教務委員会委員長をもって充てる。

2 教務委員会委員長に事故があるときは，あらかじめ教務委員会委員長が指名した委員が

その職務を代理する。

3 第2条第 1項第3号から第9号の委員が公務等やむを得ない事由により委員会に出席で

きないときは，あらかじめ委員長の承認を得て，当該学科を担当する代理者を委員会に出

席させることができる。

4 委員会が必要と認めたときは，委員会に委員以外の者を出席させ，その意見を聴くこと

ができる。

（専門委員会）

第5条 専門の事項を検討するため必要があるときは，委員会に，専門委員会を置くことが

できる。

2 専門委員会に関し必要な事項は，委員会において定める。

（事務）

第6条 委員会の事務は，松江地区学部等事務部学務課において処理する。

（雑則）

第7条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会において

定める。

附則

1 この規則は，平成 16年 11月 17日から施行する。

2 この規則の施行後最初に任命される第2条第1項第2号の委員の任期は，同条第3項の

規定にかかわらず，平成 18年 3月31日までとする。

3 この規則の施行後最初に任命される第2条第 1項第4号から第8号の委員の任期は，同

条第5項の規定にかかわらず，平成 18年 3月31日までとする。

附則（平成 17年 3月 16日一部改正）

この規則は，平成 17年 3月 16日から施行する。

附則（平成24年 3月 19日一部改正）

この規則は，平成24年4月 1日から施行する。

附則（平成25年 3月21日一部改正）

この規則は，平成25年4月 1日から施行する。

附則（平成25年 4月24日一部改正）

この規則は，平成25年4月24日から施行し，平成25年4月113から適用する。

附則（平成30年 2月 28日一部改正）

この規則は，平成30年4月 1日から施行する。

附則（令和 2年 12月23日一部改正）

この規程は，令和 3年 1月 1日から施行する。

附則（令和 4年 3月22日一部改正）

この規程は，令和4年 4月 1日から施行する。

附則（令和 5年 3月 15日一部改正）
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この規程は，令和 5年4月 1日から施行する。

附則（令和 6年 3月 13H一部改正）

この規程は，令和 6年4月 1日から施行する。
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総合理工学部学生委員会規程

（設置）

（平成 16年島大総合理工学部規則第 10号）

（平成 16年4月 1日 制定）

〔令和 5年 3月 15日 最終改正〕

第1条 島根大学総合理工学部に，島根大学総合理工学部学生委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。

（組織）

第2条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。

学生委員長

― 物理工学科担当教員 1名
― 物質化学科担当教員 1名
四 地球科学科担当教員 1名

五数理科学科担当教員 1名

六 知能情報デザイン学科担当教員 1名

七 機械・電気電子工学科担当教員 1名

八 建築デザイン学科担当教員 1名

2 学生委員長は，総合理工学部副学部長（教育・学生支援担当）をもって充てる。

3 第1項第2号から第8号の委員の任期は， 2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の

委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（審議事項）

第3条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。

研究生，科目等履修生及び特別聴講学生に関すること。

― 休学，留学その他学生の身分に関すること。
― 入学料並びに授業料の免除及び徴収猶予に関すること。
四 奨学生に関すること。

五留学生に関すること。

六 学生の国際交流に関すること。

七 その他学生生活，学生支援に関すること。

（会議）

第4条 委員会は，学生委員長が招集し，議長は，学生委員長をもって充てる。

2 学生委員長に事故があるときは，あらかじめ学生委員長が指名した委員がその職務を代

理する。

3 第2条第 1項第2号から第8号の委員が公務等やむを得ない事由により委員会に出席で

きないときは，あらかじめ委員長の承認を得て，当該学科を担当する代理者を委員会に出席

させることができる。

4 委員会が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者を出席させて，意見を聴くことが

できる。

（専門委員会）

第5条 専門の事項を検討するため必要があるときは，委員会に，専門委員会を置くことが
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できる。

2 専門委員会に関し必要な事項は，委員会において定める。

（事務）

第6条 委員会の事務は，松江地区学部等事務部学務課において処理する。

（雑則）

第7条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会において

定める。

附則

この規則は，平成 16年 4月 1日から施行する。

附則（平成 16年 11月 17日一部改正）

1 この規則は，平成 16年 11月 17日から施行する。

2 この規則施行の際現に学生委員長の職にある者は，この規則により選考されたものとみ

なし，その任期は，第2条第3項の規定にかかわらず，平成 17年 3月31日までとする。

3 この規則の施行後最初に任命される第2条第1項第2号から第6号の委員の任期は，同

条第3項の規定にかかわらず，平成 18年 3月31日までとする。

附則（平成 19年 1月31日一部改正）

この規則は，平成 19年4月 1日から施行する。

附則（平成 24年 3月 19日一部改正）

この規則は，平成 24年 4月 1日から施行する。

附則（平成30年 2月 28日一部改正）

この規則は，平成30年4月 1日から施行する。

附則（令和 2年 12月 23日一部改正）

この規程は，令和 3年 1月 1日から施行する。

附則（令和 4年 3月22日一部改正）

この規程は，令和4年4月 1日から施行する。

附則（令和 5年 3月 15日一部改正）

この規程は，令和 5年4月 1日から施行する。
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総合理工学部就職委員会規程

（設置）

（平成 16年島大総合理工学部規則第 18号）

［平成 16年4月 1日 制定〕

〔令和 5年 3月 1513 最終改正〕

第1条 島根大学総合理工学部に，島根大学総合理工学部就職委員会（以下「委員会」とい

う。）を置く。

（組織）

第2条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。

就職委員会委員長

― 物理工学科担当教員 1名
― 物質化学科担当教員 1名
四 地球科学科担当教員 1名

五数理科学科担当教員 1名

六 知能情報デザイン学科担当教員 1名

七 機械・電気電子工学科担当教員 1名

八 建築デザイン学科担当教員 1名

2 就職委員会委員長は，総合理工学部教授会構成員の中から学部長が指名する。ただし，

部局長，副学部長及び評議員の職にあるものは除く。

3 就職委員会委員長の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし， 4年を超えて在任する

ことはできない。

4 就職委員会委員長に欠員が生じたときは，その都度これを選出補充し，補充された就職

委員会委員長の任期は，前任者の残任期間とする。

5 第1項第2号から第8号までの委員の任期は， 2年とし，再任を妨げない。ただし，補

欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（審議事項）

第3条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議するとともに，これらに基づく必要な措置

を推進する。

学生の就職指導及び対策に関すること。

― 就職情報の交換及び提供に関すること。
― 就職関係機関等との連絡調整に関すること。
四 その他学生の就職活動を支援するための必要な事項

（会議）

第4条 委員会は就職委員会委員長が招集し，議長は，就職委員会委員長をもって充てる。

2 就職委員会委員長に事故があるときは，あらかじめ就職委員会委員長が指名した委員が

その職務を代理する。

3 第2条第 1項第2号から第8号の委員が公務等やむを得ない事由により委員会に出席で

きないときは，あらかじめ委員長の承認を得て，当該学科を担当する代理者を委員会に出

席させることができる。
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4 委員会が必要と認めたときは，委員会に委員以外の者を出席させ，その意見を聴くこと

ができる。

（専門委員会）

第5条 専門の事項を検討するため必要があるときは，委員会に，専門委員会を置くことが

できる。

2 専門委員会に関し必要な事項は，委員会において定める。

（事務）

第6条 委員会の事務は，松江地区学部等事務部学務課において処理する。

（雑則）

第7条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会において

定める。

附則

この規則は，平成 16年4月 1日から施行する。

附則（平成 16年 11月 17日一部改正）

1 この規則は，平成 16年 11月 17日から施行する。

2 この規則の施行後最初に任命される第2条第 1項第2号から第6号の委員の任期は，同

条第2項の規定にかかわらず，平成 18年 3月31Hまでとする。

附則（平成 22年 3月 17日一部改正）

この規則は，平成 22年 4月 1日から施行する。

附則（平成24年 3月 19日一部改正）

この規則は，平成24年4月 1日から施行する。

附則（平成 30年 2月 28日一部改正）

この規則は，平成 30年 4月 1日から施行する。

附則（令和 2年 12月23日一部改正）

この規程は，令和 3年 1月 1日から施行する。

附則（令和 4年 3月22日一部改正）

この規程は，令和 4年4月 1日から施行する。

附則（令和 5年 3月 15日一部改正）

この規程は，令和 5年4月 1日から施行する。
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松江キャンパス建物配置図
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学科別教育課程一覧

（バイリンガル教育コースを除く）

全学基礎教育科目

（島大STEAM科目群・ユニバーサル科目群・地域創生科目群・
教養育成科目群）

専門教育科目（基盤科目）

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

(1)上記以外の科目については，各年度に公表する

「授業科目一覧」を参照すること。

(2)教育課程一覧の開講学期，履修年次等は変更する

場合があるので， 「授業科目一覧」で確認すること。





物理工学科

全学基礎教育科目

選択 履修方法及び
科目区分 授業科目 単位数 必修 選択

必修 履修上の注意

島大STEAM科目群
数理・データサイエンス 2 2 

情報科学 2 2 

英語 IA 1 

英語 IB 1 

英 語 英語IIA 1 6 

英語IIB 1 

ユ 英語III（総合セミナー） 2 
二

ノゞ ドイツ語 I 2 選択必修科目は， ドイツ語，フ

l ドイツ語 (4) ランス語，中国語及び韓国・朝鮮

サ
初 ドイツ語II （総合セミナー） 2 語の中から 1科目 4単位を修得す

ること。
lレ

修 フランス語 I 2 
科 フランス語 (4) 

目
外

フランス語II（総合セミナー） 2 

群 中国語 l 2 

国
中国語 (4) 

中国語II （総合セミナー） 2 

語 韓国・朝鮮語 I 2 
韓国・朝鮮語 (4) 

韓国・朝鮮語[[(総合セミナー） 2 

SDG s入門 2 2 

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上
履修すること。なお，教育職員免

教養育成科目群 (2) 許状取得希望者は「健康スポー

芸術文化 I 2 ツ」を履修すること。

人文社会科学分野
人文社会科学分野から 4単位、

島大STEAM科目群
自然科学分野から 4単位

ユニバーサル科目群
自然科学分野 ※残りの6単位については、島大 1 4 地域創生科目群

教養育成科目群 STEAM科目群、ユニバーサル科目群、

学際分野 地域創生科目群、教養育成科目群の
中から自由に履修すること。

合 計 1 2 6 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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物理工学科

専門教育科目（基盤科目）

1年 2 年 コース別必修単位数

授業科目 単位数 通 月・ • l」 後 通 月．I．J 後 基礎物理学 電子デバイス 摘 要

年 期 期 年 期 期 コース 工学コース

某礎数学入門 2 2 2 2 

物理数学基碗 I 2 2 2 2 1. ( )を付した単
位の中から4単位をを修

物理数学演習A 1 得しなければならない。

1 1 1 
物理数学演習B 1 

基礎物理学A 2 2 2 2 2 「フレッシュマンセ
ミナー」の履修を推奨す

基礎物理学B 2 2 2 2 る。

力学演習A 1 
1 1 1 

力学演習B 1 

フレッシュマンセミナー 2 2 (2) (2) 

基礎物理学C 2 2 (2) (2) 

化学基礎 2 2 (2) (2) 

物理化学基礎 2 2 (2) (2) 

技術と社会 2 3年後期 2 2 

合 計 1 6 1 6 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，必ず各年度に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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　専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

通
　
年

前
　
期

後
　
期

通
　
年

前
　
期

後
　
期

通
　
年

前
　
期

後
　
期

通
　
年

前
　
期

後
　
期

基
礎
物
理
学

　
　
　
コ
ー

ス

電
子
デ
バ
イ
ス

　
工
学
コ
ー

ス

基
礎
物
理
学

　
　
　
コ
ー

ス

電
子
デ
バ
イ
ス

　
工
学
コ
ー

ス

基
礎
物
理
学

　
　
　
コ
ー

ス

電
子
デ
バ
イ
ス

　
工
学
コ
ー

ス

量子力学セミナー ２ 2

物理数学基礎Ⅱ ２ 2 20 20 4 4

解析力学 ２ 2

物理数学Ⅰ ２ 2

物理数学Ⅱ ２ 2

量子力学Ⅲ ２ 2

相対性理論 ２ 2

原子核・素粒子物理学 ２ 2

物理学特論Ａ ２ 2

物理学特論Ｂ ２ 2

物理学特論Ｃ １ 1

物理学特論Ｄ １ 1

物理学特論Ｅ １ 1

物理学特論Ｆ １ 1

物理学特論Ｇ １ 1

半導体デバイスⅡ ２ 2

デバイス材料工学基礎 ２ 2

光エレクトロニクス ２ 2

半導体量子論 ２ 2

電子デバイス特論Ａ ２ 2

電子デバイス特論Ｂ ２ 2

電子デバイス特論Ｃ １ 1

電子デバイス特論Ｄ １ 1

電子デバイス特論Ｅ １ 1

電子デバイス特論Ｆ １ 1

電子デバイス特論Ｇ １ 1

機能材料学基礎 ２ 2

材料物理化学 ２ 2

材料科学特論Ａ ２ 2

材料科学特論Ｂ ２ 2

材料科学特論Ｃ １ １

材料科学特論Ｄ １ １

材料科学特論Ｅ １ １

材料科学特論Ｆ １ １

材料科学特論Ｇ １ １

線形代数基礎 ２ 2 ２ ２

力学 ２ 2 ２ ２

熱力学 ２ 2 ２ ２

材料科学序論 ２ 2 ２ ２

電子工学概論 ２ 2 ２ ２

電磁気学Ⅰ ２ 2 ２ ２

電磁気学Ⅱ ２ 2 ２ ２

電磁気学演習Ａ １

電磁気学演習Ｂ １

量子力学Ⅰ ２ 2 ２ ２

量子力学Ⅱ ２ 2 ２ ２

統計力学 ２ 2 ２ ２

情報科学演習 １ 1 １ １

物理学実験Ⅰ ４ 2 2 ４ ４

物理学実験Ⅱ ４ 2 2 ４ ４

固体物理学Ⅰ ２ 2 （２） （２）

固体物理学Ⅱ ２ 2 （２） （２）

機能材料学 ２ 2 （２） （２）

区
　
分

授  業  科  目
単
位
数

１ 年

電
子
デ
バ
イ
ス
工
学

物理工学科

２ 年

１１

３ 年 専門必修（コース別）

1

基
礎
物
理
学

学
科
共
通

４ 年 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）
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物理工学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1年 2年 3 年 4年

区 単
授業科目 位 通 前後 通前 後 通前 後通 前後

分 数
年期 期年 期期 年期 期年 期期

鼠子力学セミナー 2 2 

物理数学基碗II 2 2 

解析力学 2 2 

物理数学 I 2 2 

物理数学II 2 2 

基 彙子力学1II 2 2 

礎 相対性理論 2 2 

物 原子核・素粒子物理学 2 2 
理 物理学特論A 2 2 
巫子
物理学特論B 2 2 

物理学特論c 1 1 

物理学特論D 1 1 

物理学特論E 1 1 

物理学特論F 1 1 

物理学特論G 1 1 

半導体デバイス II 2 2 

デバイス材料工学基礎 2 2 

光エレクトロニクス 2 2 

半導体景子論 2 2 

電子デバイス特論A 2 2 

電子デバイス特論B 2 2 

争用
電子デバイス特論c 1 1 

子
電子デバイス特論D 1 1 

デ 電子デバイス特論E 1 1 

ノゞ 電子デバイス特論F 1 1 

イ 電子デバイス特論G 1 1 
ス 機能材料学某礎 2 2 
工
材料物理化学 2 2 

巫子

材料科学特論A 2 2 

材料科学特論B 2 2 

材料科学特論c 1 1 

材料科学特論D 1 1 

材料科学特論E 1 1 

材料科学特論F 1 1 

材料科学特論G 1 1 

線形代数基礎 2 2 

力学 2 2 

熱力学 2 2 

材料科学序論 2 2 

電子工学概論 2 2 

電磁気学 I 2 2 

電磁気学1I 2 2 

A 子 電磁気学演習A 1 
1 

科 電磁気学演習B 1 

共 量子力学 I 2 2 
通 量子力学1I 2 2 

統計力学 2 2 

情報科学演習 1 1 

物理学実験 I 4 2 2 

物理学実験II 4 2 2 

固体物理学 I 2 2 

固体物理学II 2 2 

機能材料学 2 2 

専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

基 電 基 電 基 電
礎 エ子 礎 エ子 礎 エ子
物 巫子プ一 物 巫子プ—ベ 物 呂子プ←一、

コ理 コノゞ コ理 コノゞ コ理 コバ
l学 lィ l学 lィ l学 lィ
ス スス ス スス ス スス

20 20 4 4 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

1 1 

2 2 

2 2 

2 2 

1 1 

4 4 

4 4 

(2) (2) 

(2) (2) 

(2) (2) 



区

分

邑子

科

共
通

他
A 子

科

1年 2 年 3 年 4 年 専門必修（コース別） 専門選択（コース別）

基 辛目 基 争E 

単 礎 エ．子 礎 工~子
授業科目 位 通 前後 通前 後 通 前後 通前 後 物 A 子プ-ゞ 物 た子ュプー

数 :::r理 コノゞ コ理 コノゞ
年期 期年 期期 年期 期年 期期 l学 lィ l学 ］ィ

ス スス ス スス

半導体デバイス I 2 2 (2) (2) 

卒業研究 8 8 8 8 

外書輪読 2 2 2 2 

物理学概論 2 2 

基礎化学実験 2 2 

生物学 2 2 

細胞生物学 2 2 

某礎分子生物学 2 2 

生物学実験 2 2 

理工学PBL実押A 2 2 

理工学PBL実習B 2 2 

海外就業体験 2 2 

総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 

材料科学から社会を見る 2 2 

地学通論 2 2 

V V 地学実験 2 2 

総合理工学部で開講する専門
教育科目（自然科学系学部共通
科目．基盤科目を除く）

合 計 42 42 20 

備考

1 履修方法を以下に示す。

a 「物理学実験 I」を前期2単位・後期2単位，及び「物理学実験11」を飾期2単位・後期2単位の合計
8単｛立を修得しなければならないc
b 専門必修欄の（）を付した単位の中から 2単位を修符しなければならない。
c 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければ
ならない。

① 英語、初修外国語、健康・スポーツ／文化・芸術、情報科学、
数理データサイエンス 1 6単位
② 専門教育科目（基盤科目） 基随数学入門 2単位

物理数学基礎 I 2単位
物理数学演習A, B 1単位
基礎物理学A 2単位
基礎物理学B 2単位
力学演習A, B 1単位

計 1 0単位

20 

③ 専門教育科目（専門必修） 「情報科学演習」 1単位， 「物理学実験 I」4単位及び「電磁気学演習A・
B」1単位を含む必修科目 28単位以上。 ただし，専門必修欄の（ ）を付した単位は2単位まで
しか含められない。

専門白由（コース別）

基 辛目

礎 エ子

物 A 子プ-ゞ

コ理 ::::rノゞ

l学 lィ
ス スス

4 4 

e 専門教育科目（某盤科目） 「フレッシュマンセミナー」 2単位は，履修登録の上限単位数26単位の対象とはしない。

2 編入学者の「卒業研究」の履修資格は別に定める。

3 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を
参照すること。
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物質化学科

全学基礎教育科目

選択 履修方法及び
科目区分 授業科目 単位数 必修 選択

必修 履修上の注意

島大STEAM科目群
数理・データサイエンス 2 2 

情報科学 2 2 

英語 IA 1 

英語 IB 1 

英 語 英語IIA 1 6 

英語IIB 1 

ユ 英語III（総合セミナー） 2 
二

ノゞ ドイツ語 I 2 選択必修科目は， ドイツ語，フ

l ドイツ語 (4) ランス語，中国語及び韓国・朝鮮

サ
初 ドイツ語II （総合セミナー） 2 語の中から 1科目 4単位を修得す

ること。
lレ

修 フランス語 I 2 
科 フランス語 (4) 

目
外

フランス語II（総合セミナー） 2 

群 中国語 l 2 

国
中国語 (4) 

中国語II （総合セミナー） 2 

語 韓国・朝鮮語 I 2 
韓国・朝鮮語 (4) 

韓国・朝鮮語[[(総合セミナー） 2 

SDG s入門 2 2 

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上
履修すること。なお，教育職員免

教養育成科目群 (2) 許状取得希望者は「健康スポー

芸術文化 I 2 ツ」を履修すること。

人文社会科学分野
人文社会科学分野から 4単位、

島大STEAM科目群
自然科学分野から 4単位

ユニバーサル科目群
自然科学分野 ※残りの6単位については、島大 1 4 地域創生科目群

教養育成科目群 STEAM科目群、ユニバーサル科目群、

学際分野 地域創生科目群、教養育成科目群の
中から自由に履修すること。

合 計 1 2 6 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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物質化学科

専門教育科目（基盤科目）

1年 2 年 コース別必修単位数

授業科目 単位数 通 前 後 通 月．I．J 後 機能材料化学 摘 要

年 期 期 年 期 期
基礎化学コース

コース

基礎物質化学 2 2 2 2 

基礎無機化学 2 2 2 2 

基礎有機化学 2 2 2 2 

基礎物理化学 2 2 2 2 

基礎分析化学 2 2 2 2 

基礎微分積分学 I 2 2 

基礎物理学 I 2 2 2 
4 

基礎物理学II 2 2 

工業数学 2 2 2 

合 計 1 4 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，必ず各年度に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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物質化学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1年 2年 3年 4年

区 単
授業科 H 位 通 月99 IJ 後 通 前 後 通 月↑9 IJ 後 通 前 後

ノ刀＼ 数
年 期 期 年 期 期 年 期 期 年 期 期

物理化学 1 2 2 

物理化学2 2 2 

物理化学演習 1 1 

錯体化学 2 2 

無機化学 1 2 2 

基 無機化学2 2 2 
礎 有機化学 1 2 2 
化 有機化学2 2 2 
巫子

系 有機化学3 2 2 

科 有機化学演習 1 1 

目 分析化学 2 2 

環境化学 2 2 

物質化学実験 1 2 2 

物質化学実験2 2 2 

物質化学実験3 2 2 

物質化学実験4 2 2 

化学工学 2 2 

反応丁学 l 2 2 

反応工学2 2 2 

生物無機化学 2 2 

無機工業化学 2 2 

無機材料工学 2 2 

応
無機機能材料 2 2 

用 高分子化学 2 2 

化 有機工業化学 2 2 
邑子 有機機能材料 2 2 
系 機器分析化学 1 2 2 
科 機器分析化学2 2 2 
目
木質材料工学 2 2 

繊維材料工学 2 2 

環境材料工学 2 2 

バイオマス変換工学 2 2 

技術者倫理 1 1 

知的財産権法 2 2 

化学技術デザイン 1 1 

卒業研究 8 8 

化学英語 1 1 

基礎化学数学演習 2 2 

物質化学特論 1 1 1 

物質化学特論2 1 1 

物質化学特論3 1 1 
巫子
物質化学特論4 1 1 
科
物質化学特論5 2 2 
共
通 物質化学特論6 2 2 

理工学PBL実習A 2 2 

理工学PBL実習B 2 2 

海外就業体験 2 2 

総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 
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専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

ス基 コ機 ス基 コ機 ス基 コ機
礎 l能 礎i l能 碍 l能
化 ス材 化 ス材 化 ス材
巫子 料 巫子 料 ｝ 子 料
コ 化 コ 化 コ 化
| た子 l A 子 l A 子

2 2 

2 2 27 13 4 4 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 

2 

＊ 

＊ 

2 

2 

＊ 

2 

＊ 

1 

2 

1 

8 8 

1 1 

2 2 

/ / 



1年 2 年 3年 4年 専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

ス基 コ機 ス基 コ機 ス基

区
単 礎 l能 礎

授業科 目 位 通 月．I，J 後 通 月.I,J 後 通 月．，IJ 後 通
即̂ f 後 化 ス材 化ハ刀

数 巫子 料 巫子

年 期 期 年 期 期 年 期 期 年 期 期 コ 化 コ
l 学 l 

物理学概論 2 2 

某礎物理学実験 2 2 

A 子 地学通論 2 2 

科 地学実験 2 2 

共 生物学実験 2 2 
通 工業概論 2 2 

就業体験 1 1 

職業指導概説 I 2 2 

］ 
総合理工学部で開講する専門教
育科目（自然科学系学部共通科
目，基幣科目を除く）

合 計 37 51 27 

＊は，課程修了認定の条件とはしないが，履修することが翌ましい授業科目である。

備考

1 物質化学科で2年次以降に開講される専門教育科目の履修は，下記の者に対して認められる。
ただし，基盤科目については下記の者以外の履修も認められる。

(1)物質化学科で開講される専門教育科目の基盤科目を年次開始時までに 8単位以上修得した者
(2)その他学科の承認を得た者

l能 礎
ス材 化

料 巫子

化 コ

学 l 

13 4 

2 履修コースの選択は， 3年次開始時に行う。原則としてこれ以降においては履修コースの変更を行うことはできない。
ただし，基礎化学コース，機能材料化学コースの履修を希望する者で， 3年次開始時に 1 (1) に定める履修条件を
満たしておらず， 2年次以降の専門科目（基盤科目を除く）を履修していない場合は，それ以降の年次開始時にのみ，
履修条件を満たした場合にいずれかのコースの選択が認められる。

3 コース別履修方法
(1) 基礎化学コース

a 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 110単位以上修得しなければならない。

① 全学基礎教育科目 3 2単位
② 専門教育科目 70単位
但し，基盤科目 14単位， 「物質化学実験 1」,「物質化学実験2」,「物質化学実験3」,
「物質化学実験4」及びこれら以外の専門必修科目 16単位以上を含むこと。

b 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位を認めることがある。

(2) 機能材料化学コース

a 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 110単位以上修得しなければなら
なVヽ。

① 全学基礎教育科目 3 2単位
② 専門教育科目 7 0単位
但し，基盤科目 14単位， 「物質化学実験 1」,「物質化学実験2」,「物質化学実験3」及び
「物質化学実験4」を含むこと。

b 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位を認めることがある。

4 基礎化学コース，機能材料化学コースの履修者は， 「基礎化学実険」の履修を認めない。従って何れのコースの
卒業要件単位にも含めることはできない。

5 編入学者の「卒業研究」の履修資格は別に定める。

6 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に公表する「授業
科目一覧」を参照すること。
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地球科学科

全学基礎教育科目

選択 履修方法及び
科目区分 授業科目 単位数 必修 選択

必修 履修上の注意

島大STEAM科目群
数理・データサイエンス 2 2 

情報科学 2 2 

英語 IA 1 

英語 IB 1 

英 語 英語IIA 1 6 

英語IIB 1 

ユ 英語III（総合セミナー） 2 
二

ノゞ ドイツ語 I 2 選択必修科目は， ドイツ語，フ

l ドイツ語 (4) ランス語，中国語及び韓国・朝鮮

サ
初 ドイツ語II （総合セミナー） 2 語の中から 1科目 4単位を修得す

ること。
lレ

修 フランス語 I 2 
科 フランス語 (4) 

目
外

フランス語II（総合セミナー） 2 

群 中国語 l 2 

国
中国語 (4) 

中国語II （総合セミナー） 2 

語 韓国・朝鮮語 I 2 
韓国・朝鮮語 (4) 

韓国・朝鮮語[[(総合セミナー） 2 

SDG s入門 2 2 

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上
履修すること。なお，教育職員免

教養育成科目群 (2) 許状取得希望者は「健康スポー

芸術文化 I 2 ツ」を履修すること。

人文社会科学分野
人文社会科学分野から 4単位、

島大STEAM科目群
自然科学分野から 4単位

ユニバーサル科目群
自然科学分野 ※残りの6単位については、島大 1 4 地域創生科目群

教養育成科目群 STEAM科目群、ユニバーサル科目群、

学際分野 地域創生科目群、教養育成科目群の
中から自由に履修すること。

合 計 1 2 6 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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地球科学科

専門教育科目（基盤科目）

1年 2 年 コース別必修単位数

授業科目 単位数 通 月． I~J 後 通
即.~ 後 地球物質 地球環境

自然災害 摘 要

年 期 期 年 期 期
資源科学 科学コー 科学コー
こコーヌし ス ス

地球科学基礎演習 2 2 2 2 2 

地球物質資派科学概論 1 1 1 1 1 

地球環境科学概論 1 1 1 1 1 基礎線形代数学 IA• I 
Bは，どちらか1科目のみ

自然災害科学概論 1 1 1 1 1 履修することができる。

地球科学フィールドセミナー 2 2 2 2 2 必修単位にかかわらず、
・地球応用数学

地球科学フィールド基礎演習 1 1 1 1 1 ・地球基礎物理学
・地球基礎化学

地球応用数学 1 1 ・地球清報解析学
の全てを履修することが望

地球基確物理学 1 1 ましい。

地球基礎化学 1 1 

地球情報解祈学 2 2 

基礎微分積分学 IC 2 2 
4 4 4 

基礎線形代数学 IA 2 
2 

甚礎線形代数学 IB 2 

基碗物理学1I 2 2 

基礎物理学m 2 2 

化学基礎 2 2 

合 計 1 2 1 2 1 2 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，必ず各年度に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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地球科学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1年 2年 3 年 4年

区 単
授業科目 位 通 前 後通 前後 通前 後通 前後

分 数
年 期 期 年期 期年 期期 年期 期

鉱物科学 2 2 

火成岩岩石学 2 2 

変成地質学 2 2 

金属・非金属資源学 2 2 
地 火山学 2 2 
球 地球化学 2 2 
物
変成岩岩石学 2 2 
質
地球エネルギー資源学 2 2 
資
源 岩石学実習（薄片•主要鉱4 2 2 

科 岩石学実習（光学・組織） 1 2 
巫子 地球資源学演習 1 1 

地球物質資源科学特論 I 2 2 

地球物質資源科学特論II 2 2 

地球物質資源科学特論川 1 1 

地球物質資源科学特論w 1 1 

地球史学 2 2 

地層学 2 2 

古生物学 2 2 
地 堆積学 1 1 
球
古生物学実習 1 1 
環
地層学演習 1 1 
境
科 環境地質学実験 1 1 

巫子 地球環境科学特論 I 2 2 

地球環境科学特論II 2 2 

地球環境科学特論III 1 1 

地球環境科学特論w 1 1 

自然災害学 2 2 

岩盤力学 I 1 l 

岩盤力学II 1 1 

水文地質学 I 1 1 

水文地質学II 1 l 

自 土質力学 I 1 1 

然 土質力学IT 1 1 

災 防災学 2 2 
害 構造地質学 2 2 
科 グローバルテクトニクス 2 2 
乎子
地質災害工学実験 1 1 

自然災害科学演習 1 1 

自然災害科学特論 I 2 2 

自然災害科学特論II 2 2 

自然災害科学特論III 1 1 

自然災害科学特論w 1 1 

地質図学演習 2 2 

地球の物理・演習 1 1 

地質学と社会 1 1 

英語による論文作成 I 2 2 

英語による論文作成1I 2 2 

地球科学野外実習 I 2 2 

地球科学野外実習II 4 4 

A 子 地球科学野外実習III 2 2 

科 海外ジオエクスカーション 2 2 
共 地球科学特別講義 I 2 2 
通 地球科学特別講義ll 2 2 

地球科学特別講義1lI 1 1 

地球科学特別講義w 1 1 

地球科学特別実習 I 2 2 

地球科学外国語文献講読 I 2 2 

地球科学外国語文献講読II 2 2 

地球科学セミナー I 2 2 

地球科学セミナー1I 2 2 
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専門必修（コース別） 専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

科地 コ地 コ自 科地 コ地 コ自 科地 コ地 コ自
学球 l球 l然 学球 l球 l然 学球 l球 l然
コ物 ス環 ス災 コ物 ス環 ス災 コ物 ス環 ス災
l質 境 害 l質 境 害 l質 境 害
ス資 科 科 ス資 科 科 ス資 科 科
源 ，，，， 子 巫子 源 ，，，， 子 ｝ 子 源 巫子 巫子

2 2 2 

2 2 2 14 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

1 1 1 

1 1 1 

2 2 2 

1 1 1 

1 1 1 

1 1 1 

2 2 2 

2 2 2 

1 1 1 

2 2 2 

2 2 2 

4 4 4 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 



1年 2年 3 年 4年 専門必修（コース別） 専囲選択（コース別） 専円自由（コース別）

科地 コ地 コ自 科地 コ地 コ自 科地 コ地 コ自
区 単 学球 l球 l然 学球 l球 l然 学球 l球 l然

授業科目 位 通 H‘’ II 後 通前 後通 前後 通前 後 コ物 ス環 ス災 コ物 ス環 ス災 コ物 ス環 ス災
分 数

期期 年期 期年 期期
l質 境 害 l質 境 害 l質 境 害

年期 期年
ス資 科 科 ス資 科 科 ス資 科 科

源 巫子 巫子 源 巫子 巫子 源 巫子 巫子

卒業論文 1 0 10 1 0 1 0 1 0 

物理学概論 2 2 

茄礎物理学実験 2 2 

基礎化学実験 2 2 

生物学実験 2 2 
巫子 地学通論 2 2 

科 地学実験 2 2 

共 就業体験 1 1 

通 理工学PBL実習A 2 2 

理工学PBL実習B 2 2 

海外就業体験 2 2 

総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 

他 総合理工学部で開講する専門教育
巫子 科目（自然科学系学部共通科目，
科 基盤科目を除く）

ムロ 計 56 56 56 14 

備考

1 「卒業論文」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位 10 0単位以上を修得しなければならない。
ただし特段の理由を有し，かつ4年次の履修で卒業要件単位を満たす可能性があれば，卒業研究着手を許可する場合もある。
(1)全学某礎教育科目 24単位
(2)専門教育科目（基盤科目） 1 0単位
(3)専門教育科目 必修 38単位
（「地球科学セミナー I」2単位及び「地球科学野外実習II」4単位を含む。）

2 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に公表する
r授業科目一覧」を参照すること。

3 「卒業論文」を再履修した者に限り、前期で単位を認めることがある。
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数理科学科

全学基礎教育科目

選択 履修方法及び
科目区分 授業科目 単位数 必修 選択

必修 履修上の注意

島大STEAM科目群
数理・データサイエンス 2 2 

情報科学 2 2 

英語 IA 1 

英語 IB 1 

英 語 英語IIA 1 6 

英語IIB 1 

ユ 英語III（総合セミナー） 2 
二

ノゞ ドイツ語 I 2 選択必修科目は， ドイツ語，フ

l ドイツ語 (4) ランス語，中国語及び韓国・朝鮮

サ
初 ドイツ語II （総合セミナー） 2 語の中から 1科目 4単位を修得す

ること。
lレ

修 フランス語 I 2 
科 フランス語 (4) 

目
外

フランス語II（総合セミナー） 2 

群 中国語 l 2 

国
中国語 (4) 

中国語II （総合セミナー） 2 

語 韓国・朝鮮語 I 2 
韓国・朝鮮語 (4) 

韓国・朝鮮語[[(総合セミナー） 2 

SDG s入門 2 2 

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上
履修すること。なお，教育職員免

教養育成科目群 (2) 許状取得希望者は「健康スポー

芸術文化 I 2 ツ」を履修すること。

人文社会科学分野
人文社会科学分野から 4単位、

島大STEAM科目群
自然科学分野から 4単位

ユニバーサル科目群
自然科学分野 ※残りの6単位については、島大 1 4 地域創生科目群

教養育成科目群 STEAM科目群、ユニバーサル科目群、

学際分野 地域創生科目群、教養育成科目群の
中から自由に履修すること。

合 計 1 2 6 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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数理科学科

専門教育科目（基盤科目）

1年 2 年 コース別必修単位数

授業科目 単位数 通 月．IJ• 後 通 月• I・ J 後 数理某幹 情報展開 摘 要

年 期 期 年 期 期 コース コース

行列と行列式 I 2 2 2 2 
（ ）を付した単位

行列と行列式II 2 2 2 2 の中から4単位を修得
しなければならない。

微分積分学 I 2 2 2 2 

微分積分学II 2 2 2 2 

数理科学入門セミナー 2 2 2 2 

フレッシュゼミナール 2 2 (2) (2) 

基礎物理学II 2 2 (2) (2) 

基礎物理学1lI 2 2 (2) (2) 

化学某礎 2 2 (2) (2) 

アルゴリズム基礎 2 2 (2) (2) 

合 計 1 4 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，必ず各年度に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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数理科学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1 年 2 年 3 年 4 年 専門必修（コース別）

数 数

区
単 理 理

分
授業科目 位 通 月．．l」後通 前後 通前 後通 前後

基 展

数 幹 開
年 期 期年 期期 年期 期年 期期 コ コ

I | 

ス ス

数学要諭 I 2 2 2 2 

数学要論II 2 2 2 2 

線形代数学 I 2 2 2 2 

線形代数学n 2 2 2 2 

某礎解析学 I 2 2 2 2 

甚礎解析学II 2 2 2 2 

数 数理構造演習セミナー I 2 2 (2) (2) 

理 数理構造演習セミナーII 2 2 (2) (2) 

基 数理解析演習セミナー I 2 2 (2) (2) 

幹 数理解析演習セミナーII 2 2 (2) (2) 

・解析学 l 2 2 (2) (2) 

数 解析学II 2 2 (2) (2) 

理 位相数学 I 2 2 (2) (2) 

展 位相数学II 2 2 (2) (2) 

開 代数学 I 2 2 (2) (2) 
共 代数学II 2 2 (2) (2) 
通 幾何学 I 2 2 (2) (2) 

幾何学II 2 2 (2) (2) 

複素解析学 I 2 2 ＊ ＊ 

複素解析学II 2 2 ＊ ＊ 

数学輪講 2 2 ＊ ＊ 

数学固際セミナー 2 2 ＊ ＊ 

数学海外演習 2 2 ＊ ＊ 

基幹数理概論 2 2 (2) (2) 

解析学1II 2 2 ＊ 

位相数学1II 2 2 ＊ 
数 代数学1II 2 2 ＊ 
理
幾何学1II 2 2 ＊ 
基
幹 実解析学 2 2 ＊ 

数理基幹特論 I 2 2 ＊ 

数理基幹特論II 2 2 ＊ 

数理基幹特論m 2 2 ＊ 

展開数理概論 2 2 (2) (2) 

現象数理 I 2 2 (2) 

現象数理ll 2 2 ＊ 

現象数理III 2 2 ＊ 

数理統計学 I 2 2 ＊ 
数 数理統計学II 2 2 ＊ 
理
保険数理 2 2 ＊ 
展
開 離散数学 2 2 ＊ ＊ 

オペレーションズ・リサーチ］ 2 2 ＊ 

オペレーションズ・リサーチ11 2 2 ＊ 

数理展開特論 I 2 2 ＊ 

数理展開特論II 2 2 ＊ 

数理展開特論m 2 2 ＊ 

卒業研究 8 8 8 8 

理工学PBL実習A 2 2 

心子 理工学PBL実習B 2 2 

科 海外就業体験 2 2 
共 総合理工学とSDGs 2 2 
通 データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 

就業体験 1 1 
他 総合理工学部で開講する専門
巫子 教育科目（自然科学系学部共通
科 科目基盤科目を除く）

合 計 34 34 
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専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

数 数 数 数

理 理 理 理
基 展 基 展

幹 開 幹 開
コ コ コ コ
| | I I 

ス ス ス ス

28 28 8 8 

／ ／ 
28 28 8 8 



備考

1数理某幹コース，数理展開コースにあっては，専門必修（コース別）欄の（ ）を付した単位の中から 14単位を
修得しなければならない。

2 専門必修（コース別）欄の＊印は，課程修了認定の条件とはしないが，履修することが望ましい授業科目である。

3 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。

4 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の 10 0単位以上を修得しなければならない。

数理基幹コース，数理展開コース
(1) 全学基礎教育科目，及び専門教育科目（基盤科目） 4 6単位以上
(2) W-円教育科目（専明必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

数学要論 I • II 4単位
線形代数学 I• II 4単位
基碗解祈学 I• II 4単位 合計24単位

代数学 I• II • ill のうち 22単位以上

幾何学 I• II • ill 
位相数学 I• II・m
解析学 I・II・ ill Lのうち 12単位
現象数理 I• II ・田，複素解析学 I• II 
数理統計学 I• II, 実解析学
離散数学

5 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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知能情報デザイン学科

全学基礎教育科目

選択 履修方法及び
科目区分 授業科目 単位数 必修 選択

必修 履修上の注意

島大STEAM科目群
数理・データサイエンス 2 2 

情報科学 2 2 

英語 IA 1 

英語 IB 1 

英 語 英語IIA 1 6 

英語IIB 1 

ユ 英語III（総合セミナー） 2 
二

ノゞ ドイツ語 I 2 選択必修科目は， ドイツ語，フ

l ドイツ語 (4) ランス語，中国語及び韓国・朝鮮

サ
初 ドイツ語II （総合セミナー） 2 語の中から 1科目 4単位を修得す

ること。
lレ

修 フランス語 I 2 
科 フランス語 (4) 

目
外

フランス語II（総合セミナー） 2 

群 中国語 l 2 

国
中国語 (4) 

中国語II （総合セミナー） 2 

語 韓国・朝鮮語 I 2 
韓国・朝鮮語 (4) 

韓国・朝鮮語[[(総合セミナー） 2 

SDG s入門 2 2 

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上
履修すること。なお，教育職員免

教養育成科目群 (2) 許状取得希望者は「健康スポー

芸術文化 I 2 ツ」を履修すること。

人文社会科学分野
人文社会科学分野から 4単位、

島大STEAM科目群
自然科学分野から 4単位

ユニバーサル科目群
自然科学分野 ※残りの6単位については、島大 1 4 地域創生科目群

教養育成科目群 STEAM科目群、ユニバーサル科目群、

学際分野 地域創生科目群、教養育成科目群の
中から自由に履修すること。

合 計 1 2 6 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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知能情報デザイン学科

専門教育科目（基盤科目）

1年 2 年 コース別必修単位数

授業科目 単位数 通 前 後 通 前 後 情報システム データサイエンス 摘 要

年 期 期 年 期 期 デザインコース コース

Cプログラミング 4 4 4 4 

オブジェクト指向プログラミング 2 2 2 2 （ ）を付した単位の中
から 4単位を修得しなけれ

アプリケーションプログラミング演習 2 2 2 2 ばならない。

某礎数学 l 2 2 (2) (2) 

基礎数学II 2 2 (2) (2) 

基礎微分積分学 IA 2 

基碗微分積分学 IB 2 2 (2) (2) 

基礎微分積分学 IC 2 

基礎線形代数学 IA 2 

基礎線形代数学 IB 2 2 (2) (2) 

基礎線形代数学 IC 2 

＾ ロ 計 1 2 1 2 

備考

授業科目の関講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，必ず各年度に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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知能情報デザイン学科
専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1 年 2 年 3 年 4 年 専門必修（コース別）

ザi青 デ

区
単 イ報 I 

授業科目 位 ス夕
分 通 前後 通前 後通 前後 通前 後 ンシ こ サ

数 ス
年 期期 年期 期年 期期 年期 期

こ1テ I イ

ム
ス
工

スデ ン

清報 コンピュータ・ハードウェア基礎 2 2 2 

シ計算機アーキテクチャ 2 2 2 
ス
ソフトウェア工学フ←-ープ- 2 2 2 

ザム
オペレーティングシステム 2 2 2 イ

ン ヒューマン コンピュータ・インタラクション 2 2 2 
デ 情報線形代数 2 2 2 
l 

ク データサイエンス I 2 2 2 
サ
データサイエンス II 2 2 2 イ

工 データサイエンスm 2 2 2 ン
ス データサイエンスW 2 2 2 

コンピュータサイエンス基礎 2 2 2 2 

情報処理演習 2 2 2 2 

情報数学基礎 2 2 2 2 

ITシステム開発論 2 2 2 2 

アルゴリズムとデータ構造 2 2 2 2 

コンピュータネットワーク 2 2 2 2 

データベース 2 2 2 2 

システム創成プロジェクトA 4 4 4 4 

システム創成プロジェクト B 6 6 6 6 

Rubyプログラミング 2 2 

記号論理学 2 2 

マルチメディア工学 2 2 

人間と工学 2 2 

基碗データ構造演習 2 2 

コンピュータセキュリティ 2 2 

情報と職業 2 2 

巫子 情報と社会・倫理 2 2 

科 基礎情報技術英語 4 4 
共 基本情報処理技術特論 4 4 
通 コンピュータサイエンス研究室体験 2 2 2 2 

コンピュータサイニンス講究 2 2 2 2 

コンピュータサイエンス研究演習 2 2 2 2 

卒業研究 8 8 8 8 
アドバンスドインフォマティクス I 2 2 

アドバンスドインフォマティクス1I 2 2 

アドバンスドインフォマティクスm 2 2 

アドバンスドインフォマティクスW 2 2 

アドバンスドインフォマティクスV 2 2 

アドバンスドインフォマティクスVI 2 2 

理工学PBL実習A 2 2 

理工学PBL実習B 2 2 

海外就業体験 2 2 

総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス基碗 2 2 

AI基礎 2 2 

就業体験 1 1 

他 総合理工学部で開講する専門教
巫子 育科目（自然科学系学部共通科

科 目，基盤科目を除く）

合 計 48 48 

＊は，課程修了認定の条件とはしないが，履修することが望ましい授業科目である。
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専囲選択（コース別） 専門自山（コース別）

ザ情 デ ザ情 デ

イ報 I イ報 I 
ス夕 ス夕

ンシ
コサ

ンシ
コサス ス

こ1コナー | イ
こlテ I イ

ム
ス
工 ム

ス
工

スプ― ン スプ― ン

16 16 4 4 

I I 
16 16 4 4 



備考

l.情報システムデザインコース，データサイエンスコースのいずれにあっても，専明必修（コース別）欄の科目 48単位
及び専門選択（コース別）欄の科目の中から 16単位を修得しなければならない。

2. 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。

3. 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件に算入することができる 10 0単位以上を修得しなければ
ならない。

情報システムデザインコース，データサイエンスコース
(1)全学基礎教育科目，専門教育科目（基盤科目）及び店由選択 44単位以上．
ただし，自由選択は最大 10単位までしか組み入れられない。
(2)専門教育科目専門必修（コース別）欄の科目 3 0単位以上．
ただし専門教育科目のうち， 「コンピュータサイエンス研究室体験」， 「コンピュータサイエンス講究」及び
「コンピュータサイエンス研究演習」を含むこと。

4.授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に配布する「授業科目
一覧」を参照すること。
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機械・電気電子工学科

全学基礎教育科目

選択 履修方法及び
科目区分 授業科目 単位数 必修 選択

必修 履修上の注意

島大STEAM科目群
数理・データサイエンス 2 2 

情報科学 2 2 

英語 IA 1 

英語 IB 1 

英 語 英語IIA 1 6 

英語IIB 1 

ユ 英語III（総合セミナー） 2 
二

ノゞ ドイツ語 I 2 選択必修科目は， ドイツ語，フ

l ドイツ語 (4) ランス語，中国語及び韓国・朝鮮

サ
初 ドイツ語II （総合セミナー） 2 語の中から 1科目 4単位を修得す

ること。
lレ

修 フランス語 I 2 
科 フランス語 (4) 

目
外

フランス語II（総合セミナー） 2 

群 中国語 l 2 

国
中国語 (4) 

中国語II （総合セミナー） 2 

語 韓国・朝鮮語 I 2 
韓国・朝鮮語 (4) 

韓国・朝鮮語[[(総合セミナー） 2 

SDG s入門 2 2 

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上
履修すること。なお，教育職員免

教養育成科目群 (2) 許状取得希望者は「健康スポー

芸術文化 I 2 ツ」を履修すること。

人文社会科学分野
人文社会科学分野から 4単位、

島大STEAM科目群
自然科学分野から 4単位

ユニバーサル科目群
自然科学分野 ※残りの6単位については、島大 1 4 地域創生科目群

教養育成科目群 STEAM科目群、ユニバーサル科目群、

学際分野 地域創生科目群、教養育成科目群の
中から自由に履修すること。

合 計 1 2 6 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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機械・電気電子工学科

専門教育科目（基盤科目）

1年 2 年

授業科目 単位数 通 月．．1」 後 通 即• • 後 必修単位数 履修上の注意

年 期 期 年 期 期

機械工学概論 2 2 (2) 

電気電子工学概論 2 2 (2) 
（）を付した単位の中か
ら， 1 4単位を修得しなけれ

コンピューターセミナー 2 (2) 
ばならない。

2 

機械・電気電子工学某礎セミ→ 2 2 (2) 

基礎実験 2 2 2 

基礎微分積分学 lB 2 2 (2) 

基礎微分積分学1I 2 2 (2) 

基礎線形代数学 IA 2 
2 (2) 

基礎線形代数学 IB 2 

基礎線形代数学1I 2 2 (2) 

基磋物理学w 2 2 (2) 

化学基碗 2 2 (2) 

＾ ロ 計 1 6 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，必ず各年度に公表する
「授業科日一覧」を参照すること。
機械・電気電子工学基礎セミナー (2単位）は，履修登録の上限単位数24単位の対象とはしない。
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区
分

機
械
工
巫子

一早気
苧早

子
工
｝ 子

｝ 子

科
共
通

機械・電気電子工学科
専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1 年 2 年 3 年 4 年

単
授業科 目 位 通

即• • 後 通 即．． 後 通 月．9．」後 通 月．I．J 後 専門必修（コース別）
数
年 期 期 年 期 期 年 期 期 年 期 期

制御工学 I 2 2 

制御工学1I 2 2 38 

流体力学基礎 2 2 

工業熱力学 2 2 

熱流体工学 2 2 

材料力学 I 2 2 

材料力学11 2 2 

機械力学 l 2 2 

機械力学1I 2 2 

ロボット機構学 2 2 

機械要素 2 2 

機械計測 2 2 

機械製図 2 2 

機械CAD 2 2 

機械設計演習 2 2 

回路理論 I 2 2 

回路理論II 2 2 

電磁気学 2 2 

電気数学 2 2 

計測工学基礎 2 2 

アナログ電子回路 2 2 

デイジタル電子回路 2 2 

電磁波工学 2 2 

通信工学 2 2 

信号理論 2 2 

光工学 I 2 2 

光工学1I 2 2 

光計測 2 2 

電磁気計測 2 2 

電気システム 2 2 

人間と工学 2 2 

プログラミング入門 I 2 2 

プログラミング入門II 2 2 

コンピューターネットワーク基廃 2 2 

工学系の数学 2 2 

技術と社会 2 2 

プロジェクトセミナー 2 2 

機械・電気電子工学実験I 2 2 2 

機械・電気電子工学実験II 2 2 2 

機械・電気電子工学実験III 2 2 2 

外書輪読 2 2 2 

卒業研究 8 8 8 
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専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

8 4 



1 年 2 年 3 年 4 年

区
授業科 目 通 月．．IJ 後 通 月・ • IJ 後 通 月・ I• J 後 通 月・ I• J 後 専門必修（コース別） 専門選択（コース別）

分

年 期 期 年 期 期 年 期 期 年 期 期

理工学PBL実習A 2 2 

理工学PBL実習B 2 2 

工業概論 2 2 

巫子 海外就業体験 2 2 
科
総合理工学とSDGs 2 2 
共
通 データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 

職業指導概説 I 2 2 

/ ※無線法規 1 

他 総合理工学部で開講する専
巫子 門教育科目（自然科学系学部

科 共通科目，基盤科目を除く）

合 計 54 8 

備考

1 ※を付した料目は，資格取得に関する科目であり，卒業要件単位に含めることはできない。

2 他学科開講の「就業体験」については，卒業要件単位に含めることはできない。

3 「卒業研究」を履修するまでに，卒業要件となる単位（学科別履修単位表に示す）のうち，以下の
(1)~(4)を含めて100単位以上修得しなければならない。
(1) 全学基礎教育科目 2 8単位
(2) 某礎実験，磯械・電気電子工学実験 I' 機械・電気電子工学実験11および
機械・電気直子工学実験III 8単位

(3) (2)以外の専門教育科目。他学科開講の科目（基盤科目を除く）を
4単位まで含めてよい。 5 6単位

(4) 以下の(a)~(c)のどれかにあてはまる単位数の合計 8単位
(a) 全学基礎教育科目で(1)の28単位を超えて修得した単位数
(b) 総合理工学部の専門教育科目のうち，（2）の 8単位と (3)の56単位を超えて
修得した単位数。 (3)に含めなかった他学科開講の科目は，基盤科目も含め，
全て含めてよい
(c) (4) (a), (b)に該当しない， 自由選択に含めることができる単位数

4 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で「卒業研究」の単位修得を認めることがある。

5 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に
公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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専門自由（コース別）

— 
4 



建築デザイン学科

全学基礎教育科目

選択 履修方法及び
科目区分 授業科目 単位数 必修 選択

必修 履修上の注意

島大STEAM科目群
数理・データサイエンス 2 2 

情報科学 2 2 

英語 IA 1 

英語 IB 1 

英 語 英語IIA 1 6 

英語IIB 1 

ユ 英語III（総合セミナー） 2 
二

ノゞ ドイツ語 I 2 選択必修科目は， ドイツ語，フ

l ドイツ語 (4) ランス語，中国語及び韓国・朝鮮

サ
初 ドイツ語II （総合セミナー） 2 語の中から 1科目 4単位を修得す

ること。
lレ

修 フランス語 I 2 
科 フランス語 (4) 

目
外

フランス語II（総合セミナー） 2 

群 中国語 l 2 

国
中国語 (4) 

中国語II （総合セミナー） 2 

語 韓国・朝鮮語 I 2 
韓国・朝鮮語 (4) 

韓国・朝鮮語[[(総合セミナー） 2 

SDG s入門 2 2 

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上
履修すること。なお，教育職員免

教養育成科目群 (2) 許状取得希望者は「健康スポー

芸術文化 I 2 ツ」を履修すること。

人文社会科学分野
人文社会科学分野から 4単位、

島大STEAM科目群
自然科学分野から 4単位

ユニバーサル科目群
自然科学分野 ※残りの6単位については、島大 1 4 地域創生科目群

教養育成科目群 STEAM科目群、ユニバーサル科目群、

学際分野 地域創生科目群、教養育成科目群の
中から自由に履修すること。

合 計 1 2 6 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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建築デザイン学科

専門教育科目（基盤科目）

1 年 2 年 コース別必修単位数

授業科目 単位数
建築構

建築計画 摘 要通 月．，IJ 後 通 月.I,J 後 造・住環
年 期 期 年 期 期 境

デザイン

コース
コース

建築デザイン概論 2 2 2 2 

製図基礎演習 2 2 2 2 
（）を付した単

建築デザインセミナー 1 1 1 1 
位の中から 4単
位を修得しなけ

現代建築論 2 2 2 2 
ればならない。

建築構造力学 I 2 2 2 2 

基礎微分積分学 IA 2 

基礎微分積分学 IB 2 2 (2) (2) 

基碓微分積分学 IC 2 

基碗線形代数学 IA 2 

基碗線形代数学 IB 2 2 (2) (2) 

某礎線形代数学 IC 2 

基礎物理学II 2 2 (2) (2) 

基廃物理学1II 2 2 (2) (2) 

化学基碗 2 2 (2) (2) 

建築構造茎碓 2 2 2 2 

住環境基備 2 2 2 2 

技術と社会 2 3年後期 2 2 

＾ ロ 計 1 9 1 9 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，必ず各年度に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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建築デザイン学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1 年 2 年 3 年 4 年 専門必修（コース別）

建 建

区
単 境築 ／ 、築

分
授業科目 位 通 月．．IJ 後 通前 後 通 月・ I• J 後 通 月．I．J 後 コ構 コ計

数 年 期 期 年期 期 年 期 期 年 期 期 l造 l画

｀ 
スデ
ザ

環 イ

デザインCAD 2 2 

建築施工学 2 2 

建築法規 2 2 

建築設計製図 I 2 2 

建 建築計画学 2 2 

築 都市計画論 2 2 
コ
西洋建築史
ア

2 2 26 26 

科 建築設計製図II 2 2 

目 住環境工学 I 2 2 

建築設備学 I 2 2 

建築構造力学1I 2 2 

建築材料学 2 2 

建築構造計画学 2 2 

建 建築構造・環境フィールドワーク 2 2 2 

築 建築環境実験 2 2 2 (2) 
構
住環境工学1I 2 (2) 
造 2 

・ 建築設備学1I 2 2 (2) 

住
建築構造実験 2 2 2 (2) 
環

境 耐震設計学 2 2 (2) 

戸子 構造設計学 2 2 

建 インテリアデザイン 2 2 (2) (2) 

築 風上と住まい 2 2 (2) (2) 
計
H本建築史 2 画 2 2 

デ 建築都市空間論 2 2 2 
ザ 建築設計製図III 2 2 2 
イ

ン 建築設肝製図w 2 2 (2) 

巫子 まちづくり演習 2 2 

他 住居学 I 2 2 
乎子

部 仕居学II 2 2 

建築見学 I 1 1 1 1 

建築見学II 1 1 

しまね建築学 2 2 (2) (2) 

木造建築と木材 2 2 (2) (2) 

ヘリテージマネジメント学 2 2 (2) (2) 

景観論 2 2 (2) (2) 

建築生産 2 2 (2) (2) 

A 子
建築デザイン特論 2 2 

科 外書輪読 2 2 2 2 

丑/‘  科目セミナー 1 1 1 1 
通
専攻演習 2 2 2 2 

卒業研究 8 8 8 8 

工業概論 2 2 

職業指導概説 I 2 2 

就業体験 1 1 

理工学PBL実習A 2 2 

理工学PB]実習B 2 2 

海外就業体験 2 2 
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専門選択（コース別） 専門自由（コース別）

建 建 建 建

境築 ／ 、築 境築 ✓ 、築
コ構 コ計 コ構 コ計
，造 l画 I造 l画

｀ 
スデ

｀ 
スデ

ザ ザ

哀 イ 環 イ

18 18 



1 年 2 年 3 年 4 年 専門必修（コース別） 専門選択（コース別）

単
建 建 建 建

区 境築 ／ 、築 境築 ／ 、築

/刀‘ 授業科巨 位 通前 後通 月．．lj 後通 前後 通前 後 コ構 コ計 コ構 コ計
数 l造 l画 ，造 I画年期 期年 期 期年 期期 年期 期

ス｛主
スフーベ― 

ス住
スフロ―`  

ザ ザ
環 イ 環 イ

総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 

防災学 2 2 

他 絨維材料工学 2 2 

た子 木質材料工学 2 2 
科
環境材料工学 2 2 

土質力学 I 1 1 

土質力学II 1 1 

総合理工学部で開講する専門
／／  ／ 教育科目（自然科学系学部共通

科目基盤科目を除く）

合 計 51 51 18 18 

備考

1 建築構造・住環境コース及び建築計画デザインコースは，専門必修禰の（ ）を付した単位の中から
5単位を修得しなければならない。

2 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位数を含む卒業要件の単位 10 0単位以上を修得しなければな
らない。但し4年次の履修で卒業要件単位を満たす可能性があれば，卒業研究着手を許可する場合もある。
(1) 全学基礎教育科H 2 6単位
(2) 専門教育科目（基盤科目） 1 7単位
(3) 専門教育科目（専門必修・専門選択・専門自由） 53単位

3 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に公表す
る「授業科目一覧」を参照すること。

4 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で「卒業研究」の単位修得を認めるごとがある。
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専門自由（コース別）

建 建

境築 ／ 、築

コ構 コ計
I造 ，画

ス住
スフロ―`  
ザ

環 イ

゜ ゜



理工特別コース

全学基礎教育科目

選択 履修方法及び
科目区分 授業科目 単位数 必修 選択

必修 履修上の注意

島大STEAM科目群
数理・データサイエンス 2 2 

情報科学 2 2 

英語 IA 1 

英語 IB 1 

英 語 英語IIA 1 6 

英語IIB 1 

ユ 英語III（総合セミナー） 2 
二

ノゞ ドイツ語 I 2 選択必修科目は， ドイツ語，フ

l ドイツ語 (4) ランス語，中国語及び韓国・朝鮮

サ
初 ドイツ語II （総合セミナー） 2 語の中から 1科目 4単位を修得す

ること。
lレ

修 フランス語 I 2 
科 フランス語 (4) 

目
外

フランス語II（総合セミナー） 2 

群 中国語 l 2 

国
中国語 (4) 

中国語II （総合セミナー） 2 

語 韓国・朝鮮語 I 2 
韓国・朝鮮語 (4) 

韓国・朝鮮語[[(総合セミナー） 2 

SDG s入門 2 2 

健康スポーツ 2 
授業科目のうちから 2単位以上
履修すること。なお，教育職員免

教養育成科目群 (2) 許状取得希望者は「健康スポー

芸術文化 I 2 ツ」を履修すること。

人文社会科学分野
人文社会科学分野から 4単位、

島大STEAM科目群
自然科学分野から 4単位

ユニバーサル科目群
自然科学分野 ※残りの6単位については、島大 1 4 地域創生科目群

教養育成科目群 STEAM科目群、ユニバーサル科目群、

学際分野 地域創生科目群、教養育成科目群の
中から自由に履修すること。

合 計 1 2 6 1 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目一覧」を

参照すること。
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理工特別コース（学部共通）

専門教育科目（基盤科目）

1年 2 年

授業科 目 単位数 通 月9I9 J 後 通 月9l『j 後 必修単位数 摘

年 期 期 年 期 期

総合理二学部で開講する専門
教育科目（基盤科目）

ムロ 計 1 2 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，必ず各年度に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。
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理工特別コース（学部共通）

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1 年 2 年 3 年 4 年

区
授業科目 単位数 専門必修

分 通前 後 通前 後 通前 後 通 月・ • IJ 後

年期 期 年期 期 年期 期 年 期 期

プロジェクトセミナー I 2 2 2 

プロジェクトセミナーII 2 2 

プロジェクトセミナー11I 2 2 

特別研究 I 2 2 2 

特別研究II 2 2 2 

卒業研究（卒業論文＊） 8 (10*) 
8 

8 (10*) (10) 

理工専門英語セミナー I 2 2 2 

理工専門英語セミナーII 2 2 2 

総合理工学部で開講する専門教育
科目（専門基礎科目を除く）

＾ ロ 計 1 8 (20*) 

備考

1 ＊について
理工特別コース（地球科学科）の学生は， 「卒業論文」 10単位を必修とする。

2 理工特別コースの履修は， 3年前期までに決定する。
また，卒業年次開始時以降のコース変更はできない。

3 「卒業研究」又は「卒業論文」 （以下「卒業研究等」という。）の履修要件を，次のように定める。

(1)理丁特別コース（物理工学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 英語、初修外国話，健康・スポーツ／文化・芸術、情報科学
数理データサイエンス 1 6単位

② 専門教育科目（甚盤科目）
某溌数学入F月（又は基礎微分積分学 IA・ IC,又は微分積分学 IA・ I B) 2単位，
物理数学基儒I 2単位，物理数学演習A・B 1単位，基滴物理学A 2単位，
基礎物理学B 2単位，力学演習A・B 1単位 計10単位

③ 専門教育科目
(a)理工特別コースの専門必修科目の中から， 8単位以上。ただし，以下の単位を含まなければならない。
プロジェクトセミナー I 2単位， 特別研究 I 2単位，特別研究II 2単位

(b)以下の 12科目の中から，情報科学演習 (1単位），物理学実験I(4単位） を含む10科目以上の
単位を修得しなければならない。
電子工学概論 2単位， 熱力学 2単位， 力学 2単位， 電磁気学］ 2単位，
電磁気学II 2単位， 電磁気学演習A・B 1単位，材料科学序論 2単位， 量子力学］ 2単位，
呈子力学II 2単位， 統計力学 2単位， 物理学実験 I 4単位， 情報科学演習 1単位

(c)選択必修科目である 半導体デバイス I 2単位， 機能材料学 2単位， 固体物理学］ 2単位，
固体物理学II 2単位 の中から 1科目以卜．の単位を修得しなければならない。

(2)理工特別コース（物質化学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 11 0単位以日彦得しなければならない。
① 全学基礎教育科目 1 4単位
②専門教育科目 70単位 ただし，次の(a)~(c)を含むこと。
(a)理工特別コースで定める 3年次までに開講の必修科目 10単位
(b)専門教育科目（某盤科目） 基礎化学コースに定める科目のうち， 「基碕物質化学」， 「甚礎無機化学」，
「基磋有機化学」， 「基磋物理化学」，「基礎分析化学」を含む12単位

(c) 「物質化学実験1」,「物質化学実験2」,「物質化学実験3」, 「物質化学実験4」及び
これら以外の基礎化学コースで定める専門必修科日（ただし，化学英語を含めない。） 16単位以上

(3)理工特別コース（地球科学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を lO 0単位以上修得しなければならない。
① 基礎科目 1 0単位
② 教投育成科目 1 2単位
③ 専門教育科目（自然科学系学部共通科目） 2単位
④ 専門教育科目（基盤科目） 地球科学科で必修とされる科目の中から， 1 0単位
⑤ 専門教育科目 プロジェクトセミナー］，理工専門英語セミナー］・ II,特別研究 I・ IIを含むこと。

さらに，地球科学科で3年次までに必修とされる科目 38単位（地球科学セミナー I 2単位，
及び地球科学野外実習II 4単位を含む）を含むこと。
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(4)理工特別コース（数理科学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 基礎科目 1 4単位
② 教養育成科目 1 2単位
③ 専門教育科目（自然科学系学部共通科目） 4単位
④ 専門教育科目（基盤科目） 1 4単位
ただし，行列と行列式 I• II 4単位，微分積分学 I.[[ 4単位，数理科学入門セミナー2単位を含む。

⑤ 専門教育科目
(a)卒業研究を除く理工特別コースの専門必修科目計10単位のうち， 8単位以上

(b)数学要論 I.[[ 4単位，線形代数学 I.[[ 4単位，基磋解析学 I.[[ 4単位
かつ 上記科目及び以下の科目から合わせて計22単位以上：
ィ＂改学［． II．m，幾何学［． II．m，位相数学［． II．m，解析学 I・ II・ 皿
現象数理 I・ II ・ill,複素解析学 I• II,数理統計学 I• II, 実解析学

(5)理工特別コース（知能情報デザイン学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 全学基随教育科目，専門教育科目（基盤科目）及び自由選択 46単位以上
ただし， 自由選択は最大 10単位までしか組み入れられない。
また，基盤科目のうち， Cプログラミング，オブジニクト指向プログラミング，
アプリケーションプログラミング演習 8単位を含むこと。

② 専門教育科目 専門必修（コース別）襴の科目 1 0単位
③ 専門教育科目 選択科目 42単位中 16単位以上
ただし，計算機アーキテクチャ，コンピュータサイエンス基礎，コンピュータサイエンス研究室体験，
コンピュータサイエンス講究，コンピュータサイエンス研究演習を含むこと。

(6)理工特別コース（機械・鼈気常子工学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 全学基礎教育科目 2 8単位
②専門教育科目 64単位 ただし，次の(a), (b), (c)を含むこと。
(a)基盤科目から， 1 6単位 ただし，基礎実験を含むこと。
(b)プロジェクトセミナー］，特別研究］・ II'理工専門英語セミナー］・ II,機械・電気電子工学実験
I • II • illの計 16単位

(c) (b)以外の専門教育科目（甚盤科目を除く）から， 3 2単位
ただし，機械・電気電子工学科の科目を 22単位以上含むこと

③ 以下の(a)~(c)のどれかにあてはまる単位数の合計 8単位
(a)全学基碍教育科目で①の 28単位を超えて修得した単位数
(b)総合理工学部の専門教育科目のうち，②の 64単位を超えて修得した単位数
②(a)に含めなかった基盤科目も含めてよい。
(c)③(a), (b)に該当しない，自由選択に含めることができる単位数

(7)理工特別コース（建築デザイン学科）
次の単位を含めて，卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければならない。
① 全学某礎教育科目 2 6単位
② 専門教育科目（甚盤科目） 1 7単位
ただし，製区基礎演習，建築デザイン概論を含む。

③ 専門教育科目 5 3単位
ただし，建築設計製図 I,建築設計製図l1を含む。

4 「卒業研究」又は「卒業論文」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位を認めることがある。

5 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に配布する「授業科
目一覧」を参照すること。
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学科別教育課程一覧

（バイリンガル教育コース）

全学基礎教育科目

（島大STEAM科目群・ユニバーサル科目群・地域創生科目群・
教養育成科目群）

専門教育科目（基盤科目）

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

(1)上記以外の科目については，各年度に公表する

「授業科目一覧」を参照すること。

(2)教育課程一覧の開講学期，履修年次等は変更する

場合があるので， 「授業科目一覧」で確認すること。





バイリンガル教育コース 物理工学科

1. 全学基礎教育科目

(1)数理データサイエンス／情報科学

科目区分

最大
選択

授業科目
認定

履修方法及び

単位
必修

数
必修 履修上の注意

数理・デ タサイエンス 2 2 
島大STEAM科目群

情報科学 2 2 

＾ ロ 計 4 

(2) 日本語科目

最大
選択 履修方法及び

授業科目
認定
必修科目区分

単位
必修 履修上の注意

数

日本語初級A 4 必修以外の日本語科目は，自由

日本語初級B 4 
選択の単位とすることができる。

日本語中級A 2 

ユ 日本語中級B 2 
二

ノゞ

I 
日本語中級C 2 10 

サ 日本語 日本語中級D 2 
Jレ

科 日本語上級A 2 
目
群 日本語上級B 2 

日本語上級C 2 

日本語上級D 2 

日本語上級E 2 

A ロ 計 10 

(3)外国語

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ドイツ語
ドイツ語 I 2 初修外国語は，自由選択0)車位と

ユ
ドイツ語11 （総合セミナー） 2 

することができる口

二

ノゞ 初 フランス語
フランス語 I 2 

I 修 フランス語11 （総合セミナー） 2 
サ 外
lレ 国 中国語 I 2 

科 語 中国語

目 中国語II（総合セミナー） 2 

群
韓国・朝鮮語 I 2 

韓国・朝鮮語
韓国・朝鮮語II（総合セミナー） 2 

(4) SDGs入門／健康・スポーツ／文化・芸術

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ユバサル科目群 SDG s入門 2 2 

教養育成科目群
健康スポーツ 2 

授業科目のうちから 2単位以上

(2) 
履修すること。

芸術文化 I 2 

＾ ロ 計 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目•覧」を
参照すること。
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バイリンガル教育コース 物理工学科

6. 専門教育科目（基盤科目）履修表

1 年 2 年

授業科目 単位数 通 前 後 通 月．I，J 後
年 期 期 年 期 期

物理学
2 2 

Physics 

化学基礎
2 2 

Fundamental Chemistry 

基礎分析化学
2 2 

Fundamental Analytical Chemistry 

地球物質資源科学概論
2 2 

Earth and earth Resource Science 

地球環境科学概論
2 2 

Geoenvironmental Science 

微分積分学 I
2 2 

Calculus I 

微分積分学II
2 2 

Calculus II 

オブジェクト指向プログラミング入門
Introduction to Object-Oriented 2 2 
Programming 

コンピュータ・ハードウェア基礎
2 2 

Computer Hardware Basics 

機械工学入門
2 2 

Introduction to Mechanical Engineering 

電気電子工学入門
Introduction to Electronics and 2 2 
Electrical Engineering 

建築デザイン概論
2 2 

Architectural design 

合 計

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を参照すること。

-198-

必修単位数 摘 要

(2) （）を付した単位の中
から 22単位を修得しなけ
ればならない。

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 2 



物理工学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1年 2 年 3 年

区 単
授業科目 位 通前 後通 前後 通前 後通

分 数
年期 期年 期期 年期 期年

抵子力学セミナー 2 2 

物理数学某礎II 2 2 

解析力学 2 2 

物理数学 I 2 2 

物理数学1I 2 2 

基 紘子力学m 2 2 

礎 相対性理論 2 2 

物 原子核・素粒子物理学 2 2 
狸 物理学特論A 2 2 
巫子
物理学特論B 2 2 

物理学特論c 1 1 

物理学特論D 1 1 

物理学特論E 1 1 

物理学特論F 1 1 

物理学特論G 1 1 

半導体デバイス1I 2 2 

デバイス材料工学基礎 2 2 

光エレクトロニクス 2 2 

半導体量子論 2 2 

電子デバイス特論A 2 2 

電子デバイス特論B 2 2 

電
電子デバイス特論c 1 1 

子 電子デバイス特論D 1 1 

デ 電子デバイス特論E 1 1 

ノゞ 電子デバイス特論F 1 1 

イ 電子デバイス特論G 1 1 
ス 機能材料学某礎 2 2 
工
材料物理化学 2 2 

巫子

材料科学特論A 2 2 

材料科学特論B 2 2 

材料科学特論c 1 ， 
材料科学特論D 1 , 
材料科学特論E 1 1 

材料科学特論F 1 1 

材料科学特論G 1 1 

物理数学某礎 I 2 2 

物理数学基礎演習A 1 
1 

物理数学基礎演習B 1 

某礎物理学B 2 2 

力学演習A 1 
1 

力学浪習B 1 

線形代数基礎 2 2 

力学 2 2 
巫子
熱力学 2 2 
科
材料科学序論 2 2 
共
通 電子工学概論 2 2 

電磁気学 I 2 2 

電磁気学1I 2 2 

電磁気学演習A 1 
1 

電磁気学演習B 1 

量子力学 I 2 2 

董子力学1I 2 2 

統計力学 2 2 

情報科学演習 1 1 

4 年

前後

期期
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専門必修 専門選択 専門自由

22 

2 

1 

2 

1 

(2) 

2 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(1) 

(2) 

(2) 

(2) 

(1) 



区

分

巫子

科

±1: /‘ 

通

他
巫子

科

1年 2 年 3 年 4 年

単

授業科目 位 通前 後通 前後 通前 後通 前後 専門必修 専門選択

数
年期 期年 期期 年期 期年 期期

物理学実験 I 4 2 2 4 

物理学実験II 4 2 2 4 

固体物理学 I 2 2 (2) 

固体物理学1I 2 2 (2) 

機能材料学 2 2 (2) 

半導体デバイス I 2 2 (2) 

卒業研究 8 8 8 

外書輪読 2 2 (2) 

物理学概論 2 2 

基礎化学実験 2 2 

生物学実験 2 2 

地学通論 2 2 

地学実験 2 2 

理工学PEI実習A 2 2 

理工学PBL実習B 2 2 

海外就業体酸 2 2 

総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス某礎 2 2 

AI基礎 2 2 

総合理工学部で開講する専門教育科
目（自然科学系学部共通科目，基盤
科目を除く）

ムロ 計 34 

備考

1 履修方法を以下に示す。

a 「物理学実験 I」を前期2単位・後期2単位，及び「物理学実験1l」を前期2単位・後期2単位の合計
8単位を修符しなければならない。
b 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 10 0単位以上修得しなければ
ならない。

① 日本語，健康・スポーツ／文化・芸術，情報科学，
数理データサイエンス

②専門教育科目（某盤科目） 「Physics（物理学）」 2単位を含む
③ 専門教育科目（専門必修） 物理数学基礎 I

物理数学基礎浪習A, B 
基碍物理学B
力学
力学演習A, B 
物理学実験 I

1 6単位
2 2単位
2単位
1単位
2単位
2単位
1単位
4単位

計 1 2単位
④ 専門教育科目（専門必修）襴の（ ）を付した単位の中から 10単位以上

専門自由

22 

2 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を
参照すること。

-200-



バイリンガル教育コース 物質化学科

1. 全学基礎教育科目

(1)数理データサイエンス／情報科学

科目区分

最大
選択

授業科目
認定

履修方法及び

単位
必修

数
必修 履修上の注意

数理・デ タサイエンス 2 2 
島大STEAM科目群

情報科学 2 2 

＾ ロ 計 4 

(2) 日本語科目

最大
選択 履修方法及び

授業科目
認定
必修科目区分

単位
必修 履修上の注意

数

日本語初級A 4 必修以外の日本語科目は，自由

日本語初級B 4 
選択の単位とすることができる。

日本語中級A 2 

ユ 日本語中級B 2 
二

ノゞ

I 
日本語中級C 2 10 

サ 日本語 日本語中級D 2 
Jレ

科 日本語上級A 2 
目
群 日本語上級B 2 

日本語上級C 2 

日本語上級D 2 

日本語上級E 2 

A ロ 計 10 

(3)外国語

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ドイツ語 I 2 
ドイツ語

初修外国語は，自由選択0)車位と

ユ
ドイツ語11 （総合セミナー） 2 

することができる口

二

ノゞ 初
フランス語 I 2 

I 修
フランス語

フランス語11 （総合セミナー） 2 
サ 外
Jレ 国 中国語 I 2 

科 語 中国語

目 中国語II（総合セミナー） 2 

群
韓国・朝鮮語 I 2 

韓国・朝鮮語
韓国•朝鮮語 II （総合セミナー） 2 

(4) SDGs入門／健康・スポーツ／文化・芸術

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ユバサル科目群 SDG s入門 2 2 

教養育成科目群
健康スポーツ 2 

授業科目のうちから 2単位以上

(2) 
履修すること。

芸術文化 I 2 

＾ ロ 計 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目•覧」を
参照すること。
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バイリンガル教育コース 物質化学科

6. 専門教育科目（基盤科目）履修表

1 年 2 年

授業科目 単位数 通 前 後 通 月．I，J 後
年 期 期 年 期 期

物理学
2 2 

Physics 

化学基礎
2 2 

Fundamental Chemistry 

基礎分析化学
2 2 

Fundamental Analytical Chemistry 

地球物質資源科学概論
2 2 

Earth and earth Resource Science 

地球環境科学概論
2 2 

Geoenvironmental Science 

微分積分学 I
2 2 

Calculus I 

微分積分学II
2 2 

Calculus II 

オブジェクト指向プログラミング入門
Introduction to Object-Oriented 2 2 
Programming 

コンピュータ・ハードウェア基礎
2 2 

Computer Hardware Basics 

機械工学入門
2 2 

Introduction to Mechanical Engineering 

電気電子工学入門
Introduction to Electronics and 2 2 
Electrical Engineering 

建築デザイン概論
2 2 

Architectural design 

合 計

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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必修単位数 摘 要

(2) （）を付した単位の中
から 22単位を修得しなけ
ればならない。

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 2 



物質化学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1年 2 年 3 年

区 単
授業科目 位 通 月・ I• J 後 通 月・ I• J 後 通 月．I．J 後

分 数
年 期 期 年 期 期 年 期 期

物理化学 1 2 2 

物理化学2 2 2 

物理化学演習 1 1 

錯体化学 2 2 

無機化学 1 2 2 

基 無機化学2 2 2 
礎 有機化学 1 2 2 
化
有機化学2 2 2 

巫子

有機化学3 2 2 系
科 有機化学演習 1 1 

目 分析化学 2 2 

環境化学 2 2 

物質化学実験 1 2 2 

物質化学実験 2 2 2 

物質化学実験 3 2 2 

物質化学実験4 2 2 

化学工学 2 2 

反応工学 1 2 2 

反応工学2 2 2 

生物無機化学 2 2 

無機材料工学 2 2 

無機工業化学 2 2 

応
無機機能材料 2 2 

用 高分子化学 2 2 

化 有機工業化学 2 2 
巫子 有機機能材料 2 2 
系 機器分析化学 1 2 2 
科 機器分析化学 2 2 2 
目
木質材料工学 2 2 

繊維材料工学 2 2 

環境材料工学 2 2 

バイオマス変換工学 2 2 

化学技術デザイン 1 1 

技術者倫理 1 1 

知的財産権法 2 2 

基礎物質化学 2 2 

基礎物理化学 2 2 

基礎無機化学 2 2 

基礎有機化学 2 2 

工業数学 2 2 

卒業研究 8 

化学英語 1 1 

基礎化学数学演習 1 1 

巫子 物質化学特論 1 1 1 

科 物質化学特論 2 1 1 

共 物質化学特論 3 1 1 
通 物質化学特論4 1 1 

物質化学特論 5 2 2 

物質化学特論6 2 2 

物理学概論 2 2 

基礎物理学実験 2 2 

生物学実験 2 2 

地学通論 2 2 

地学実験 2 2 

工業概論 2 2 
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4 年

通 月．．IJ 後 専門必修 専門選択 専門自由

年 期 期

(2) 

(2) 22 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 

2 

2 

2 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

8 8 



1年 2 年 3 年 4 年

区 単

授業科目 位 通
削．． 後 通

削．． 後 通 月・ I• J 後 通 月．．IJ 後 専門必修 専門選択

分 数
年 期 期 年 期 期 年 期 期 年 期 期

職業指導概説 I 2 2 

就業体験 1 1 

巫子 理工学PBL実習A 2 2 

科 理工学PBL実習B 2 2 

共 海外就業体験 2 2 
通 総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス基碗 2 2 

AI基礎 2 2 

1也 総合理工学部で開講する専門教育科
巫子 目（自然科学系学部共通科目，基盤科

科 目を除く）

＾ ロ 計 34 22 

（）を付した科目の中から 17単位を修得しなければならない。

備考

(1)履修方法

「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位を 11 0単位以上修得しなければならない。

① 全学某礎教育科目 3 2単位
②専門教育科目 6 6単位 ただし，次の (a)~(b)を含むこと C
(a)バイリンガル教育コースで定める専門教育科目（基盤科目）のうち，化学基礎
Fundamental Chemistry,基礎分析化学 FundamentalAnalytical Chemistry 
を含む 22単位
(b) 「物質化学実験1」,「物質化学実験2」,「物質化学実験3」,「物質化学実験4」,
「某碕物質化学」， 「某碗有機化学」，「某礎無機化学」，「某礎物理化学」及び
これら以外の物質化学科バイリンガル教育コースで定める専門必修科目 7単位以上

授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を
参照すること。
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バイリンガル教育コース 地球科学科

1. 全学基礎教育科目

(1)数理データサイエンス／情報科学

科目区分

最大
選択

授業科目
認定

履修方法及び

単位
必修

数
必修 履修上の注意

数理・デ タサイエンス 2 2 
島大STEAM科目群

情報科学 2 2 

＾ ロ 計 4 

(2) 日本語科目

最大
選択 履修方法及び

授業科目
認定
必修科目区分

単位
必修 履修上の注意

数

日本語初級A 4 必修以外の日本語科目は，自由

日本語初級B 4 
選択の単位とすることができる。

日本語中級A 2 

ユ 日本語中級B 2 
二

ノゞ

I 
日本語中級C 2 10 

サ 日本語 日本語中級D 2 
Jレ

科 日本語上級A 2 
目
群 日本語上級B 2 

日本語上級C 2 

日本語上級D 2 

日本語上級E 2 

A ロ 計 10 

(3)外国語

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ドイツ語 I 2 
ドイツ語

初修外国語は，自由選択0)車位と

ユ
ドイツ語11 （総合セミナー） 2 

することができる口

二

ノゞ 初
フランス語 I 2 

I 修
フランス語

フランス語11 （総合セミナー） 2 
サ 外
Jレ 国 中国語 I 2 

科 語 中国語

目 中国語II（総合セミナー） 2 

群
韓国・朝鮮語 I 2 

韓国・朝鮮語
韓国•朝鮮語 II （総合セミナー） 2 

(4) SDGs入門／健康・スポーツ／文化・芸術

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ユバサル科目群 SDG s入門 2 2 

教養育成科目群
健康スポーツ 2 

授業科目のうちから 2単位以上

(2) 
履修すること。

芸術文化 I 2 

＾ ロ 計 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目•覧」を
参照すること。
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バイリンガル教育コース 地球科学科

6. 専門教育科目（基盤科目）履修表

1 年 2 年

授業科目 単位数 通 前 後 通 月．I，J 後
年 期 期 年 期 期

物理学
2 2 

Physics 

化学基礎
2 2 

Fundamental Chemistry 

基礎分析化学
2 2 

Fundamental Analytical Chemistry 

地球物質資源科学概論
2 2 

Earth and earth Resource Science 

地球環境科学概論
2 2 

Geoenvironmental Science 

微分積分学 I
2 2 

Calculus I 

微分積分学II
2 2 

Calculus II 

オブジェクト指向プログラミング入門
Introduction to Object-Oriented 2 2 
Programming 

コンピュータ・ハードウェア基礎
2 2 

Computer Hardware Basics 

機械工学入門
2 2 

Introduction to Mechanical Engineering 

電気電子工学入門
Introduction to Electronics and 2 2 
Electrical Engineering 

建築デザイン概論
2 2 

Architectural design 

合 計

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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必修単位数 摘 要

(2) （）を付した単位の中
から 22単位を修得しなけ
ればならない。

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 2 



地球科学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1年 2年 3 年

区 単
授業科目 位 通 目̀• 1J 後 通軌 後 通前 後

分 数
年 期 期 年期 期 年期 期

鉱物科学 2 2 

火成岩岩石学 2 2 

変成地質学 2 2 

金属・非金属資源学 2 2 

地 火山学 2 2 
球 地球化学 2 2 
物 変成岩岩石学 2 2 
質
地球エネルギー資源学 2 2 
資
源 岩石学実習（薄片•主要鉱物） 2 2 

科 岩石学実習（光学・組織） 1 1 

学 地球資源学演習 1 1 

地球物質資源科学特論 I 2 2 

地球物質資源科学特論II 2 2 

地球物質資瀕科学特論III 1 1 

地球物質賓源科学特論w 1 1 

地球史学 2 2 

地層学 2 2 

古生物学 2 2 
地 堆積学 1 1 
球 古生物学実習 1 I 
環
地層学演習 1 1 
境
科 環境地質学実験 1 1 

巫子 地球環境科学特論 I 2 2 

地球環境科学特論II 2 2 

地球環境科学特論III 1 1 

地球環境科学特論w 1 1 

自然災害学 2 2 

岩盤力学 I 1 1 

岩盤力学II 1 1 

水文地質学 I 1 1 

水文地質学II 1 1 

自 土質力学 I 1 1 

然 土質力学1I 1 1 

災 防災学 2 2 

害 構造地質学 2 2 
科 グローバルテクトニクス 2 2 
邑子
地質災害工学実験 1 1 

自然災害科学演習 1 1 

自然災害科学特論 I 2 2 

自然災害科学特論II 2 2 

自然災害科学特論III 1 1 

自然災害科学特論w 1 1 

地質図学演習 2 2 

地球の物理・演習 1 1 

地質学と社会 1 1 

英語による論文作成 I 2 2 

英語による論文作成II 2 2 

地球科学野外実習 l 2 2 

学 地球科学野外実習II 4 4 

科 地球科学野外実習III 2 2 
±1: /‘  海外ジオエクスカーション 2 2 
通 地球科学特別講義 I 2 2 

地球科学特別講義1I 2 2 

地球科学特別講義m 1 1 

地球科学特別講義w 1 1 

地球科学特別実習 I 2 2 

地球科学外国語文献講読 I 2 2 

地球科学外国語文献講読II 2 

4年

通前 後

年 期 期

2 
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専門必修 専門選択 専門自由

(2) 

(2) 22 

(2) 

(2) 

(2) 

2 

(2) 

(2) 

(2) 

(1) 

1 

2 

2 

(2) 

(1) 

(2) 

2 

4 

2 

2 



1年 2年 3年 4年

区 単

授業科目 位 通 目`”IJ 後 通前 後 通前 後 通前 後 専門必修

分 数
年 期 期 年期 期 年期 期 年 期 期

地球科学セミナー I 2 2 2 

地球科学セミナーII 2 2 2 

卒業論文 1 0 10 1 0 

物理学概論 2 2 

基礎物理学実験 2 2 

基礎化学実験 2 2 

邑子 生物学実験 2 2 

科 地学通論 2 2 

共 地学実験 2 2 
通 就業体験 1 1 

理工学PBL実習A 2 2 

理工学PBL実習B 2 2 

海外就業体験 2 2 

総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 

他 総合理工学部で開講する専門教育科目
R 子 （自然科学系学部共通科目，基盤科目

科 を除く）

＾ 口

計 34 

備考

1 専門必修欄の（ ）を付した単位の中から 5単位を修得しなければならない。

2 「卒業論文」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の単位 10 0単位以上を修得しなければ
ならない。
ただし特段の理由を有し，かつ4年次の履修で卒業要件単位を満たす可能性があれば，卒業研究着手を
許可する場合もある。
(1)全学基礎教育科目 24単位
(2) 専門教育科目（基盤科目） 1 0単位
(3) 専門教育科目 専門必修欄 3 8単位
（「地球科学セミナー I」2単位及び「地球科学野外実習II」4単位を含む。）

3 授業科目開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に公表する
「授業科目一覧」を参照すること。

4 卒業研究を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。
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専門選択 専門自由

22 



バイリンガル教育コース 数理科学科

1. 全学基礎教育科目

(1)数理データサイエンス／情報科学

科目区分

最大
選択

授業科目
認定

履修方法及び

単位
必修

数
必修 履修上の注意

数理・デ タサイエンス 2 2 
島大STEAM科目群

情報科学 2 2 

＾ ロ 計 4 

(2) 日本語科目

最大
選択 履修方法及び

授業科目
認定
必修科目区分

単位
必修 履修上の注意

数

日本語初級A 4 必修以外の日本語科目は，自由

日本語初級B 4 
選択の単位とすることができる。

日本語中級A 2 

ユ 日本語中級B 2 
二

ノゞ

I 
日本語中級C 2 10 

サ 日本語 日本語中級D 2 
Jレ

科 日本語上級A 2 
目
群 日本語上級B 2 

日本語上級C 2 

日本語上級D 2 

日本語上級E 2 

A ロ 計 10 

(3)外国語

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ドイツ語 I 2 
ドイツ語

初修外国語は，自由選択0)車位と

ユ
ドイツ語11 （総合セミナー） 2 

することができる口

二

ノゞ 初
フランス語 I 2 

I 修
フランス語

フランス語11 （総合セミナー） 2 
サ 外
Jレ 国 中国語 I 2 

科 語 中国語

目 中国語II（総合セミナー） 2 

群
韓国・朝鮮語 I 2 

韓国・朝鮮語
韓国•朝鮮語 II （総合セミナー） 2 

(4) SDGs入門／健康・スポーツ／文化・芸術

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ユバサル科目群 SDG s入門 2 2 

教養育成科目群
健康スポーツ 2 

授業科目のうちから 2単位以上

(2) 
履修すること。

芸術文化 I 2 

＾ ロ 計 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目•覧」を
参照すること。

-209-



バイリンガル教育コース 数理科学科

6. 専門教育科目（基盤科目）履修表

1 年 2 年

授業科目 単位数 通 前 後 通 月．I，J 後
年 期 期 年 期 期

物理学
2 2 

Physics 

化学基礎
2 2 

Fundamental Chemistry 

基礎分析化学
2 2 

Fundamental Analytical Chemistry 

地球物質資源科学概論
2 2 

Earth and earth Resource Science 

地球環境科学概論
2 2 

Geoenvironmental Science 

微分積分学 I
2 2 

Calculus I 

微分積分学II
2 2 

Calculus II 

オブジェクト指向プログラミング入門
Introduction to Object-Oriented 2 2 
Programming 

コンピュータ・ハードウェア基礎
2 2 

Computer Hardware Basics 

機械工学入門
2 2 

Introduction to Mechanical Engineering 

電気電子工学入門
Introduction to Electronics and 2 2 
Electrical Engineering 

建築デザイン概論
2 2 

Architectural design 

合 計

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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必修単位数 摘 要

(2) （）を付した単位の中
から 22単位を修得しなけ
ればならない。

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 2 



数理科学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1 年 2 年 3 年 4 年

区
単

分
授業科 E 位 通前 後 通 月．I．J 後 通 前後 通 前後

数 年期 期 年 期 期年 期期 年 期期

数学要論 I 2 2 

数学要論II 2 2 

線形代数学 I 2 2 

線形代数学II 2 2 

基礎解析学 l 2 2 

基礎解析学II 2 2 

数 数理構造演習セミナー I 2 2 

理 数理構造演習セミナーII 2 2 

基 数理解析演習セミナー I 2 2 

幹 数理解析演習セミナーII 2 2 

・解析学 I 2 2 

数 解析学1I 2 2 

理 位相数学 I 2 2 

展 位相数学II 2 2 
開 代数学 l 2 2 
±1: /‘` 代数学1I 2 2 
通 幾何学 I 2 2 

幾何学II 2 2 

複素解析学 I 2 2 

複素解析学II 2 2 

数学輪講 2 2 

数学国際セミナー 2 2 

数学海外演習 2 2 

基幹数理概論 2 2 

解析学1lI 2 2 

位相数学11I 2 2 
数 代数学1II 2 2 
理
幾何学1lI 2 2 某
幹 実解析学 2 2 

数理某幹特論 I 2 2 

数理基幹特論II 2 2 

数理基幹特論III 2 2 

展開数理概論 2 2 

現象数理 I 2 2 

現象数理II 2 2 

現象数理III 2 2 

数理統計学 l 2 2 
数 数理統計学II 2 2 
理
保険数理 2 2 
展
開 離散数学 2 2 

オペレーションズ・リサーチ I 2 2 

オペレーションズ・リサーチ1I 2 2 

数理展開特論 I 2 2 

数理展開特論II 2 2 

数理展開特論m 2 2 

卒業研究 8 8 

就業体験 1 1 

巫子 理工学PBL実習A 2 2 

科 理工学PBL実習B 2 2 

共 海外就業体験 2 2 
通 総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス某礎 2 2 

AI基礎 2 2 

他 総合理工学部で開講する専門教育科
巫子 目（自然科学系学部共通科目，基盤科
科 目を除く）

A ロ 計

備考

1 専門必修欄の（）を付した科目の中から 14単位を修得しなければならない。

2 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。
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専門必修 専門選択 専門自由

2 

2 22 

2 

2 

2 

2 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

8 

34 22 



3 「卒業研究」を担修するまでに，次の単位を含めて卒業要件の 10 0単位以上を修得しなければならない。

(I) 全学基礎教育科目及び専門教育科目（基盤科目） 46単位以上

；喜尉：閲：9は言：：］ ］ ；；汀：言位以上(2) 専門教育科目 数学要論 I.[[ 4 単h'•

位相数学［． II・ill のうち 12単位

且且：言m実：：：析学 I.t
4 授業科目の開謂時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度に公表する
「授業科目 覧」を参照すること。
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バイリンガル教育コース 知能情報デザイン学科

1. 全学基礎教育科目

(1)数理データサイエンス／情報科学

科目区分

最大
選択

授業科目
認定

履修方法及び

単位
必修

数
必修 履修上の注意

数理・デ タサイエンス 2 2 
島大STEAM科目群

情報科学 2 2 

＾ ロ 計 4 

(2) 日本語科目

最大
選択 履修方法及び

授業科目
認定
必修科目区分

単位
必修 履修上の注意

数

日本語初級A 4 必修以外の日本語科目は，自由

日本語初級B 4 
選択の単位とすることができる。

日本語中級A 2 

ユ 日本語中級B 2 
二

ノゞ

I 
日本語中級C 2 10 

サ 日本語 日本語中級D 2 
Jレ

科 日本語上級A 2 
目
群 日本語上級B 2 

日本語上級C 2 

日本語上級D 2 

日本語上級E 2 

A ロ 計 10 

(3)外国語

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ドイツ語 I 2 
ドイツ語

初修外国語は，自由選択0)車位と

ユ
ドイツ語11 （総合セミナー） 2 

することができる口

二

ノゞ 初
フランス語 I 2 

I 修
フランス語

フランス語11 （総合セミナー） 2 
サ 外
Jレ 国 中国語 I 2 

科 語 中国語

目 中国語II（総合セミナー） 2 

群
韓国・朝鮮語 I 2 

韓国・朝鮮語
韓国•朝鮮語 II （総合セミナー） 2 

(4) SDGs入門／健康・スポーツ／文化・芸術

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ユバサル科目群 SDG s入門 2 2 

教養育成科目群
健康スポーツ 2 

授業科目のうちから 2単位以上

(2) 
履修すること。

芸術文化 I 2 

＾ ロ 計 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目•覧」を
参照すること。
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バイリンガル教育コース 知能t青報デザイン学科

6. 専門教育科目（基盤科目）履修表

1 年 2 年

授業科目 単位数 通 前 後 通 月．I，J 後
年 期 期 年 期 期

物理学
2 2 

Physics 

化学基礎
2 2 

Fundamental Chemistry 

基礎分析化学
2 2 

Fundamental Analytical Chemistry 

地球物質資源科学概論
2 2 

Earth and earth Resource Science 

地球環境科学概論
2 2 

Geoenvironmental Science 

微分積分学 I
2 2 

Calculus I 

微分積分学II
2 2 

Calculus II 

オブジェクト指向プログラミング入門
Introduction to Object-Oriented 2 2 
Programming 

コンピュータ・ハードウェア基礎
2 2 

Computer Hardware Basics 

機械工学入門
2 2 

Introduction to Mechanical Engineering 

電気電子工学入門
Introduction to Electronics and 2 2 
Electrical Engineering 

建築デザイン概論
2 2 

Architectural design 

合 計

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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必修単位数

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 2 

摘 要

（）を付した単位の中
から 22単位を修得しなけ
ればならない。



区
分

情

デ報
ザシ
イス
ンテ

知能情報デザイン学科
専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1年 2 年 3 年 4 年

単
授業科目 位 通前 後通 前後 通前 後通 前後

数 年期 期年 期期 年期 期年 期期

計算機アーキテクチャ 2 2 

ソフトウェア工学 2 2 

オペレーティングシステム 2 2 

ムビューマン・コンピュータ・インタラクション 2 2 
デ 情報線形代数 2 2 
I 

夕 データサイエンス I 2 2 
サ
データサイエンス II 2 2 イ
エ データサイエンスm 2 2 
ン
ス データサイエンスW 2 2 

Cプログラミング 4 4 

オブジェクト指向プログラミング 2 2 

アプリケーションプログラミング演習 2 2 

基礎数学 I 2 2 

某礎数学II 2 2 

コンピュータサイエンス基碗 2 2 

情報処理演習 2 2 

情報数学基礎 2 2 

ITシステム開発論 2 2 

アルゴリズムとデータ構造 2 2 

コンピュータネットワーク 2 2 

データベース 2 2 

システム創成プロジェクトA 4 4 

システム創成プロジニクト B 6 6 

Rubyプログラミング 2 2 

記号論理学 2 2 

マルチメディア工学 2 2 

人間と工学 2 2 

基礎データ構造演習 2 2 
学 コンピュータセキュリティ 2 2 
科
情報と職業 2 2 
共
通 情報と社会・倫理 2 2 

基礎情報技術英語 4 4 

某本情報処理技術特論 4 4 

コンピュータサイエンス研究室体験 2 2 

コンピュータサイエンス講究 2 2 

コンピュータサイエンス研究演習 2 2 

卒業研究 8 8 

アドバンスドインフォマティクス I 2 2 

アドバンスドインフォマティクスII 2 2 

アドバンスドインフォマティクス1II 2 2 

アドバンスドインフォマティクスW 2 2 

アドバンスドインフォマティクスV 2 2 

アドバンスドインフォマティクスVI 2 2 

就業体験 1 1 

坪丁学PBL実習A 2 2 

理工学PBL実習B 2 2 

海外就業体験 2 2 

総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 

他
総合理工学部で開講する専門教育科目（自然科

巫子
学系学部共通科目，基盤科目を除く）
科

合 計
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専門必修 専門選択 専門自由

(2) 22 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

4 

2 

2 

2 

2 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(4) 

(6) 

2 

2 

8 

34 22 



備考

1.情報システムデザインコース，データサイエンスコースのいずれにあっても，専門必修（コース別）濶の科目 48単位
及び専門選択（コース別）梱の科目の中から 16単位を修得しなければならない。

2. 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で単位修得を認めることがある。

3. 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位を含めて卒業要件に算入することができる 10 0単位以上を修得しなければ
ならない。

情報システムデザインコース，データサイエンスコース
(1)全学基礎教育科目，専門教育科目（基盤科目）及び自由選択 44単位以上．
(2)専門教育科目専門必修（コース別）欄の科目 3 0単位以上．
ただし専門教育科目のうち， 「コンピュータサイエンス研究室体験」， 「コンピュータサイエンス講究」及び
「コンピュータサイエンス研究演習」を含むこと。

4.授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に配布する「授業科目
一覧」を参照すること。
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バイリンガル教育コース 機械・電気電子工学科

1. 全学基礎教育科目

(1)数理データサイエンス／情報科学

科目区分

最大
選択

授業科目
認定

履修方法及び

単位
必修

数
必修 履修上の注意

数理・デ タサイエンス 2 2 
島大STEAM科目群

情報科学 2 2 

＾ ロ 計 4 

(2) 日本語科目

最大
選択 履修方法及び

授業科目
認定
必修科目区分

単位
必修 履修上の注意

数

日本語初級A 4 必修以外の日本語科目は，自由

日本語初級B 4 
選択の単位とすることができる。

日本語中級A 2 

ユ 日本語中級B 2 
二

ノゞ

I 
日本語中級C 2 10 

サ 日本語 日本語中級D 2 
Jレ

科 日本語上級A 2 
目
群 日本語上級B 2 

日本語上級C 2 

日本語上級D 2 

日本語上級E 2 

A ロ 計 10 

(3)外国語

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ドイツ語 I 2 
ドイツ語

初修外国語は，自由選択0)車位と

ユ
ドイツ語11 （総合セミナー） 2 

することができる口

二

ノゞ 初
フランス語 I 2 

I 修
フランス語

フランス語11 （総合セミナー） 2 
サ 外
Jレ 国 中国語 I 2 

科 語 中国語

目 中国語II（総合セミナー） 2 

群
韓国・朝鮮語 I 2 

韓国・朝鮮語
韓国•朝鮮語 II （総合セミナー） 2 

(4) SDGs入門／健康・スポーツ／文化・芸術

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ユバサル科目群 SDG s入門 2 2 

教養育成科目群
健康スポーツ 2 

授業科目のうちから 2単位以上

(2) 
履修すること。

芸術文化 I 2 

＾ ロ 計 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目•覧」を
参照すること。
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バイリンガル教育コース 機械・電気電子工学科

6. 専門教育科目（基盤科目）履修表

1 年 2 年

授業科目 単位数 通 前 後 通 月．I，J 後
年 期 期 年 期 期

物理学
2 2 

Physics 

化学基礎
2 2 

Fundamental Chemistry 

基礎分析化学
2 2 

Fundamental Analytical Chemistry 

地球物質資源科学概論
2 2 

Earth and earth Resource Science 

地球環境科学概論
2 2 

Geoenvironmental Science 

微分積分学 I
2 2 

Calculus I 

微分積分学II
2 2 

Calculus II 

オブジェクト指向プログラミング入門
Introduction to Object-Oriented 2 2 
Programming 

コンピュータ・ハードウェア基礎
2 2 

Computer Hardware Basics 

機械工学入門
2 2 

Introduction to Mechanical Engineering 

電気電子工学入門
Introduction to Electronics and 2 2 
Electrical Engineering 

建築デザイン概論
2 2 

Architectural design 

合 計

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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必修単位数

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 2 

摘 要

（）を付した単位の中
から 22単位を修得しなけ
ればならない。



区
分

機
械
工
｝ 子

辛卓

圧丸

争早

子
工
巫子

｝ 子

科
共
通

機械・電気電子工学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1 年 2 年 3 年 4 年

単
授業科目 位 通 前 後 通 月．I．J 後 通 月・ • IJ 後 通 月．I．J 後

数
年 期 期 年 期 期 年 期 期 年 期 期

制御工学 I 2 2 

制御工学II 2 2 

流体力学基礎 2 2 

工業熱力学 2 2 

熱流体工学 2 2 

材料力学 I 2 2 

材料力学II 2 2 

機械力学 I 2 2 

機械力学II 2 2 

ロボット機構学 2 2 

機械要素 2 2 

機械計測 2 2 

機械製図 2 2 

機械CAD 2 2 

機械設計演習 2 2 

回路理論 I 2 2 

回路理論II 2 2 

電磁気学 2 2 

電気数学 2 2 

計測工学某礎 2 2 

アナログ電子回路 2 2 

ディジタル電子回路 2 2 

電磁波工学 2 2 

通信工学 2 2 

信号理論 2 2 

光工学 l 2 2 

光工学1I 2 2 

光計測 2 2 

電磁気計測 2 2 

電気システム 2 2 

人間と工学 2 2 

基礎実験 2 2 

プログラミング入門 I 2 2 

プログラミング入門II 2 2 

コンピューターネットワーク基礎 2 2 

工学系の数学 2 2 

技術と社会 2 2 

プロジェクトセミナー 2 2 

機械・電気電子工学実験 I 2 2 

機械・電気電子工学実験II 2 2 

機械・電気電子工学実験III 2 2 
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専門必修 専門選択 専門自由

(2) 

(2) 

(2) 22 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 

2 

2 



1 年 2 年 3 年 4 年

区
単

ノ刀‘ 授業科目 位 通 前 後 通 月．I．J 後 通 月・ • IJ 後 通 月．I．J 後 専門必修 専門選択

数
年 期 期 年 期 期 年 期 期 年 期 期

外書輪読 2 2 2 

卒業研究 8 8 8 

巫子 理工学PBL実習A 2 2 
科
理工学PBL実習B 2 2 
共
通 工業概論 2 2 

職業指導概説 I 2 2 

海外就業体験 2 2 

総合理工学とSDGs 2 2 

データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 

他 総合理工学部で開講する専門 / A 子 教育科目（自然科学系学部共通

科 科目，基盤科目を除く）

合 計 34 

備考

1 ( )を付した単位の中から 18単位を修得しなければならない。

2 他学科開講の「就業体験」については，卒業要件単位に含めることはできない。

3 「卒業研究」を履修するまでに，卒業要件となる単位（学科別履修単位表に示す）のうち，以下の
(1)~(4)を含めて100単位以上修得しなければならない。

(1) 全学基碍教育科目 28単位
(2) 機械・電気電子工学実験 I'機械・電気電子工学実験IIおよび
機械・電気電子工学実験m 6単位

(3) (2)以外の専門教育科目 5 8単位
ただし，某盤科目は，バイリンガル教育コースの科目のみを
含めることができる。機械・電気電子工学科の専門教育科目

（基盤科目を除く）を 10単位以上含むこと。
(4) 以下の(a)~(c)のどれかにあてはまる単位数の合計 8単位
(a) 全学基礎教育科目で(1)の28単位を超えて修得した単位数
(b) 総合理丁学部の専門教育科目のうち，（2）の 6単位と (3)の

5 8単位を超えて修得した単位数
(c) (4) (a) (b)に該当しない，自由選択に含めることができる単位数

4 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で「卒業研究」の単位修得を認めることがある。

5 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に
公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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専門自由

22 



バイリンガル教育コース 建築デザイン学科

1. 全学基礎教育科目

(1)数理データサイエンス／情報科学

科目区分

最大
選択

授業科目
認定

履修方法及び

単位
必修

数
必修 履修上の注意

数理・デ タサイエンス 2 2 
島大STEAM科目群

情報科学 2 2 

＾ ロ 計 4 

(2) 日本語科目

最大
選択 履修方法及び

授業科目
認定
必修科目区分

単位
必修 履修上の注意

数

日本語初級A 4 必修以外の日本語科目は，自由

日本語初級B 4 
選択の単位とすることができる。

日本語中級A 2 

ユ 日本語中級B 2 
二

ノゞ

I 
日本語中級C 2 10 

サ 日本語 日本語中級D 2 
Jレ

科 日本語上級A 2 
目
群 日本語上級B 2 

日本語上級C 2 

日本語上級D 2 

日本語上級E 2 

A ロ 計 10 

(3)外国語

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ドイツ語 I 2 
ドイツ語

初修外国語は，自由選択0)車位と

ユ
ドイツ語11 （総合セミナー） 2 

することができる口

二

ノゞ 初
フランス語 I 2 

I 修
フランス語

フランス語11 （総合セミナー） 2 
サ 外
Jレ 国 中国語 I 2 

科 語 中国語

目 中国語II（総合セミナー） 2 

群
韓国・朝鮮語 I 2 

韓国・朝鮮語
韓国•朝鮮語 II （総合セミナー） 2 

(4) SDGs入門／健康・スポーツ／文化・芸術

最大
選択 履修方法及び

科目区分 授業科目
認定
単位
必修

数
必修 履修上の注意

ユバサル科目群 SDG s入門 2 2 

教養育成科目群
健康スポーツ 2 

授業科目のうちから 2単位以上

(2) 
履修すること。

芸術文化 I 2 

＾ ロ 計 4 

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，各年度に公表する「授業科目•覧」を
参照すること。
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バイリンガル教育コース 建築デザイン学科

6. 専門教育科目（基盤科目）履修表

1 年 2 年

授業科目 単位数 通 前 後 通 月．I，J 後
年 期 期 年 期 期

物理学
2 2 

Physics 

化学基礎
2 2 

Fundamental Chemistry 

基礎分析化学
2 2 

Fundamental Analytical Chemistry 

地球物質資源科学概論
2 2 

Earth and earth Resource Science 

地球環境科学概論
2 2 

Geoenvironmental Science 

微分積分学 I
2 2 

Calculus I 

微分積分学II
2 2 

Calculus II 

オブジェクト指向プログラミング入門
Introduction to Object-Oriented 2 2 
Programming 

コンピュータ・ハードウェア基礎
2 2 

Computer Hardware Basics 

機械工学入門
2 2 

Introduction to Mechanical Engineering 

電気電子工学入門
Introduction to Electronics and 2 2 
Electrical Engineering 

建築デザイン概論
2 2 

Architectural design 

合 計

備考

授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので，

必ず各年度に公表する「授業科目一覧」を参照すること。
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(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 2 

摘 要

（）を付した単位の中
から 22単位を修得しなけ
ればならない。



建築デザイン学科

専門教育科目（専門必修科目・専門選択科目・専門自由科目）

1 年 2 年 3 年 4 年

区
単

分
授業科目 位 通前 後 通前 後 通前 後通 月．I←J 後

数 年期 期 年期 期 年期 期年 期 期

デザインCAD 2 2 

建築施工学 2 2 

建築法規 2 2 

建築設計製図 I 2 2 

建 建築計画学 2 2 

築 都市計画論 2 2 
コ
西洋建築史
ア

2 2 

科 建築設計製図II 2 2 

目 住環境工学 I 2 2 

建築設備学 I 2 2 

建築構造力学II 2 2 

建築材料学 2 2 

建築構造計同学 2 2 

建 建築構造・環境フィールドワーク 2 2 

築 建築環境実験 2 2 
構
住環境工学II 2 造 2 

・ 建築設備学II 2 2 
住
建築構造実験 2 2 
環

境 耐震設計学 2 2 
p 子 構造設計学 2 2 

建 インテリアデザイン 2 2 

築 風土と住まい 2 2 
計
日本建築史 2 両 2 

デ 建築都市空間論 2 2 
ザ 建築設計製図III 2 2 
イ
ン 建築設計製図W 2 2 

巫子 まちづくり演習 2 2 

他 住居学 I 2 2 
巫子

住居学1I部 2 2 

製図基礎演習 2 2 

建築構造力学 I 2 2 

建築構造基礎 2 2 

住環境基礎 2 2 

建築見学 I 1 1 

建築見学II 1 1 

しまね建築学 2 2 

木造建築と木材 2 2 

巫子 ヘリテージマネジメント学 2 2 
科
景観論 2 2 
共
通 建築生産 2 2 

建築デザイン特論 2 2 

外書輪読 2 2 

科目セミナー 1 1 

専攻演習 2 2 

卒業研究 8 8 

職業指導概説 l 2 2 

工業概論 2 2 

就業体験 1 1 
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(2) 

(2) 22 

(2) 

2 

(2) 

(2) 

(2) 

2 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

2 

2 

2 

2 

(1) 

(1) 

(2) 

1 

2 

8 



1 年 2 年 3 年 4 年

区
単

分
授業科目 位 通前 後 通前 後 通前 後通 前 後 専門必修

数 年期 期 年期 期 年期 期年 期 期

理工学PBL実習A 2 2 

学
理工学PBL実習B 2 2 

科 海外就業体験 2 2 

士/ヒ‘ 総合理工学とSDGs 2 2 
通
データサイエンス基礎 2 2 

AI基礎 2 2 

防災学 2 2 

繊維材料工学 2 2 

木質材料工学 2 2 
他
環境材料工学 2 2 

巫子

科 士質力学 I 1 1 

土質力学II 1 1 

総合理工学部で開講する専門教育
科目（自然科学系学部共通科目．
基盤科目を除く）

合 計 34 

備考

1 バイリンガル教育コースは，専門必修欄の（ ）を付した単位の中から 11単位を修得しなければ
ならない。

2 「卒業研究」を履修するまでに，次の単位数を含む卒業要件の単位 10 0単位以上を修得しなければ
ならない。但し4年次の履修で卒業要件単位を満たす可能性があれば，卒業研究着手を許可する場合もある。
(1) 全学基礎教育科目 2 6単位
(2) 専門教育科目（基盤科目） 1 7単位
(3) 専門教育科目（専門必修・専門選択・専門自由） 5 3単位

3 授業科目の開講時期，単位数及び履修資格については，変更になる場合もあるので必ず各年度毎に公表
する「授業科目一覧」を参照すること。

4 「卒業研究」を 1年以上履修した者に限り，前期で「卒業研究」の単位修得を認めることがある。
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